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２０１５年国際電気通信連合無線通信総会への対処 
 
第１章 総論 
 
 国際電気通信連合無線通信部門（ＩＴＵ－Ｒ）は、無線通信に関する技術及び運用につい

ての研究を行うとともに、各国の無線通信局間の有害な混信を避けるための周波数スペクト

ル帯の分配、周波数割当ての登録等を行うことにより、無線通信に関する連合の目的を達成

することを任務としている。その活動は、我が国の無線通信システムの発展、電波監理、電

波監視等にも大きな影響を与えるものである。 
 平成２７年１０月２６日から１０月３０日までスイス連邦ジュネーブにおいて開催が予定

されているＩＴＵ無線通信総会（ＲＡ－１５）では、研究委員会（ＳＧ）から提出される勧

告案等の承認、次研究会期（２０１６～２０１９年）の研究課題、研究体制等について審議

が行われることとなっている。 
 ＲＡにおいて審議される勧告案及び決議案については、我が国としてもこれまで研究委員

会での検討に参加し、策定に貢献した成果であることから、我が国の意見が取り入れられて

いるものを中心に基本的に支持することが適当である。 
次研究会期の研究課題については、無線システムの発展・周波数利用効率の向上の観点か

ら適当な課題を支持することが適当である。 
 次研究会期の研究体制については、最新の技術動向を考慮し、多くの専門家が参加しやす

い構成とすることが必要である。活動の効率性・技術動向の観点から対応することが適当で

ある。 
研究委員会毎の対処の詳細は、次章以降のとおりである。 



3 

 

第２章 ＲＡへの対処（ＳＧ１関連） 
 

１ 研究対象 

ＳＧ１は、「周波数管理」を研究対象としている。 

 

 

２ ＲＡ－１５に提出される勧告案 

ＲＡ－１５に提出されるＳＧ１の勧告案はない。 

 

 

３ ＲＡ－１５に提出される決議案 

ＲＡ－１５に提出される決議案及びその評価一覧を表２－２に示す。提出される５件の

決議案に対しては、我が国として、支持する。 

 

 

４ 課題の見直し 

ＳＧ１における次会期の研究課題及びその評価の一覧を表２－３に示す。 

今会期は当初１２件の研究課題があり、会期中に１件の新規追加、３件の改訂及び２件

の削除を実施（回章によりＲＡ－１５までに完了予定。）。ＲＡ－１５において承認が必

要とされる改訂及び削除はない。次会期の研究課題は、我が国として、引き続き研究を支

持する。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

（１）研究課題 210-2/1  

ワイヤレス電力伝送 

【概要】 

ワイヤレス電力伝送の運用に最も適している周波数帯等について研究するもの。2012 年

６月のＳＧ１において、中国より研究課題名の変更等の提案がなされ、改訂が承認された。 

 

（２）研究課題 237/1  

275-1000GHz帯で運用される能動業務における技術・運用特性 

【概要】 

275-1000GHz 帯で運用される能動業務における技術・運用特性及び共用検討について研

究するもの。2013年６月のＳＧ１において、我が国より新規の研究課題として提案を行い、

承認された。 

 

 

５ 参考事項 

ＳＧ１は、２０１２年６月、２０１３年６月、２０１４年６月、２０１５年６月に開催

され、２４件の新規及び改訂勧告案が同時採択・承認手続き（ＰＳＡＡ）に付され、承認

されている。今会期中にＰＳＡＡにより承認された勧告リストを表２－４に示す。 

重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

（１）ワイヤレス電力伝送（ＷＰＴ）システムのグローバルまたは地域における運用のため

の周波数帯域に関する検討 

WPT 用周波数帯域に関する勧告を策定すべく活動中。 

2015 年６月のＳＧ１では、日、米、韓、イスラエルの寄書を元に、WPTシステム用の周

波数帯域に関する Preliminary Draft New Recommendation(ＰＤＮＲ)に向けた作業文書に
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ついて、WPTが運用される周波数帯として、6765-6795kHzを記載）したＰＤＮＲへ格上げ

を行った。より効率的な検討のため、コレスポンディンググループ（ＣＧ）をラポータグ

ループ（ＲＧ）に変更し、2016年６月の次回会合で勧告化を図る予定である。我が国とし

ては、その勧告を議論のベースに、我が国が電気自動車用ＷＰＴに使用予定の 79-90kHz

について追記することを目指す。 

 

（２）屋内環境における電波雑音の測定手法に関する検討 

日本で実施している屋内環境での電波雑音データ取得方法を勧告化すべく活動中。 

2015 年６月のＳＧ１では、電波雑音測定方法に関する勧告 SM.1753-2への追加を目的に

勧告改定提案を行ったところ、屋内環境で必要な電波雑音データは、勧告 P.372における

電波雑音の定義と多少違いがあることから、勧告 SM.1753-2の改定よりも、屋内の電波雑

音の測定方法のみを新規勧告とするべきとの提案があり、ＰＤＮＲに向けた作業文書を作

成し、ＷＰ３Ｌへのリエゾン文書及びＷＰ１Ｃ議長報告に添付して意見を収集することと

された。 
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表２－１ ＲＡ－１５に提出される勧告案の評価 

（なし） 

 

 
表２－２ ＲＡ－１５に提出される決議案 

決議 

番号 
決議名 概要 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

決議 11-4 

開発途上国のた
めのスペクトル
管理システムの
開発 

開発途上国向けスペクトラム管理システム
の開発支援に関するもの。 

改訂 支持 

 

決議 22-3 
国内無線スペク
トラム管理慣行
と技術の改良 

開発途上国の国内スペクトラム管理の技術
改良に関するもの。 

改訂 支持 
 

決議 23-2 
国際監視システ
ムの世界規模へ
の拡大 

有害な混信を除去するために国際的な電波
監視の協力に関するもの。 

改訂 支持 
 

決議 54-1 
短距離無線通信
機器 (SRDs)の協
調に向けた研究 

SRDs に関する研究、並びに、世界的又は地
域的調和のための周波数に関するもの。 

改訂 支持 
 

決議 58 

コグニティブ無
線システム(CRS)
の実装と利用に
関する研究 

CRSに対する研究方針に関するもの。 改訂 支持 

 

 

 

表２－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題

番号 
課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

備考 

205-2/1 
周波数利用のた
めの長期的戦略 

[概要] 
周波数利用の長期戦略の開発のために適当
な方法及び開発の過程における重要な技術
的事項、非技術的事項等について研究するも
の。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 
今会期中に改

訂実施 

208-1/1 
国内周波数管理
の新たな方法 

[概要] 
周波数管理問題の解決のため暫定的周波数
管理法について研究するもの。 
[評価] 特段の問題はない。 

継続 
今会期中に改

訂実施 

210-3/1 
ワイヤレス電力
伝送 

[概要] 
ワイヤレス電力伝送の運用に最も適してい
る周波数帯等について研究するもの。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続 
今会期中に改

訂実施 

216-1/1 
国内周波数管理
の方法としての
周波数再配置 

[概要] 
各国で周波数が不足している現状に鑑み、周
波数の再配置の手法について研究するもの。 
[評価] 

継続 
今会期中に改

訂実施 
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特段の問題はない。 

221-2/1 

無線通信システ
ムと電力供給線
を使用する高速
データ通信シス
テムとの共用 

[概要] 
無線通信システムの保護のため、送電線を用
いた通信システムからの輻射レベルの許容
値を研究するもの。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続  

222/1 
送信機発射の周
波数特性の定義 

[概要] 
無線通信規則第１条の定義に関連して、送信
機の発射特性に関する事項を研究するもの。 
[評価] 
特段の問題はない。 

継続  

232/1 
宇宙電波監視の方
法と技術 

［概要］ 
静止、非静止両衛星及び地球局からの影響を
測定する際に、どのような方法、手続、技術、
装置が必要か研究するもの。 
［評価］ 
特段の問題はない。 

継続  

233-1/1 
周波数占有域の測
定 

［概要］ 
国際的な調整にも使用されることのある占
有帯域幅については、新しい通信方式が現れ
ると、その方式のための定義が必要になる。
そのため定義や測定法の研究を求めるもの。 
［評価］ 
特段の問題はない。 

継続  

235/1 電波監視の発展 

［概要］ 
新しい技術に基づく無線システムを監視す
る上で新たに考慮すべき点を検討するため
の課題。監視機関が周波数管理方法・経済戦
略や無線通信技術・システムの発展に対処し
ていく上での必要事項や手法の検討につい
て研究するもの。 
［評価］ 
特段の問題はない。 

継続  

236/1 

パワーグリッド
マネジメントシ
ステムを使用す
る無線/有線デー
タ通信からの無
線通信への影響 

［概要］ 
パワーグリッドマネジメントシステムにお
ける無線技術及び装置の特性、並びに、パワ
ーグリッドマネジメントシステムから受け
る無線通信の影響などについて研究するも
の。 
［評価］ 
特段の問題はない。 

継続  

237/1 

275-1000GHz帯で
運用される能動
業務における技
術・運用特性 

［概要］ 
275-1000GHz 帯で運用される能動業務にお
ける技術・運用特性及び共用検討について研
究するもの。 
［評価］ 
特段の問題はない。 

継続 
今会期中に新

規追加 

 

 
表２－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連Ｗ

Ｐ／課

題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

SM.329-12 
スプリアス領域

の不要発射 

スプリアス領域の不要輻射について勧

告するもの。 

WP1A/  

N/A 
改訂 CACE/585 
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SM.575-2 
固定監視局の干

渉からの保護 

固定監視局を干渉から保護するため、

最大電界強度レベルについて勧告する

もの。 

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/640 

SM.1047-2 国家周波数管理 
各国が周波数管理を行う際に検討され

るべき事項について勧告するもの。 

WP1B/  

N/A 
改訂 CACE/585 

SM.1051-3 

406-406.1 MHzに

おける有害な干

渉の特定と除去

に関する優先的

な対応 

コスパス・サーサットが使用する帯域

に干渉が見つかった場合、捜索救助活

動に支障が出る可能性があるため、優

先的な対応するよう勧告するもの。 

WP1C/  

N/A 

改訂 

 
CACE/687 

SM.1052-0 
無線局の自動特

定 

HF 帯の機器プラットフォーム及び VHF

帯の信号識別フォーマットについて勧

告するもの。 

WP1C/  

N/A 
削除 CACE/585 

SM.1267-0 

静止衛星システ

ムの周波数割当

てを支援する監

視データの収集

及び公表 

国際周波数登録簿に記録された静止衛

星システムの各種パラメータの信頼性

検証のため、監視データの収集及び公

表について勧告するもの。 

WP1C/  

N/A 
削除 CACE/585 

SM.1268-3 

監視局での FM
放送放射波の最
大周波数偏移測
定法 

監視局での FM 放送放射波の最大周波
数偏移測定法として、スペクトルマス
クに基づく簡易法と、最大周波数偏移
に基づく方法（変調解析）のふたつが
示されており、その測定機器、手順、
条件について勧告するもの。 

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/687 

SM.1370-2 

自動周波数管理

システムのため

の設計ガイドラ

イン 

推奨機能を含む自動周波数管理システ

ムのための設計ガイドライン及び国単

位での周波数管理のために必要なデー

タ要素について勧告するもの。 

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/627 

SM.1413-3 
無線通信データ

ディクショナリ 

周波数割り当ての際の主管庁と BR間の

公表、協調及び通知処理を促進するた

め、RR の第 4 巻を補完する基準を勧告

するもの。 

WP1B/  

N/A 
改訂 CACE/687 

SM.1537-1 

電波監視システ

ムの自動化と自

動周波数管理へ

の統合 

電波監視システムを自動化したり、自

動周波数管理への統合を図ったりする

際に、システムが備えるべき機能を勧

告するもの。 

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/627 

SM.1541-6 
帯域外領域での
不要発射 

帯域外領域放射は、必要な帯域幅の中
で最大電力、スペクトル密度以下とす
ることなどについて勧告するもの。 

WP1A/  

N/A 
改訂 CACE/750 

SM.1600-2 
デジタル信号の

識別技術 

デジタル信号の技術的な識別のため工

程、手法やツールについて勧告するも

の。 

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/750 

SM.1603-2 

国家周波数管理

の手段としての

周波数再分配 

周波数再分配の問題のためのガイドラ

インを勧告するもの。 

WP1C/  

216/1 
改訂 CACE/687 

SM.1752-0 

自由空間条件下

での不要反射の

限定 

自由空間条件下でのスプリアス領域に

おける不要発射の限定について勧告す

るもの。 

WP1C/  

N/A 
削除 CACE/585 

SM.1753-2 
無線雑音の測定
方法 

電波ノイズの測定に関して、異なる測
定システム間で比較可能な、周波数に
依存しない標準的な方法が必要となっ
ている。本勧告は、こうした要請に対

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/585 



8 

 

して、電波ノイズの測定ついて一定の
手順を勧告するもの。 

SM.1837-1 

電波監視用受信

機の３次インタ

ーセプトポイン

ト(IP3)レベルの

測定に関する試

験手順 

電波監視受信機の利用者にとって重要

な技術的パラメータである IP3 レベル

を決定するための試験方法を勧告する

もの。 

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/627 

SM.1875-2 
DVB-T カバレッ
ジ測定とその評
価 

DVB-T カバレッジ測定とその評価につ

いて勧告するもの。 

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/687 

SM.1879-2 

無線通信システ
ムに対する高速
電力線通信シス
テムの影響 

高速電力線通信システムからの干渉を

考慮して、30MHz 未満及び 80MHz から

470MHz の間の無線通信システムの保護

基準を勧告するもの。 

WP1A/ 

221-2/1 
改訂 CACE/627 

SM.1880-1 
周波数占有状況
の測定 

周波数チャネル占有率及び周波数帯域

占有率の測定手法について勧告するも

の。 

WP1C/  

N/A 
改訂 CACE/750 

SM.2028-0 

30MHz 未満の周

波数帯における

誘導システムと

既存の無線通信

業務間の保護距

離計算 

30MHz 未満の周波数帯における誘導シ

ステムと既存の無線通信業務間の両立

性に対処し、誘導システムによる干渉

に関して、無線通信業務を保護するた

めの距離を計算するためのわかりやす

い手続の概要を勧告するもの。 

WP1A/ 

N/A 
新規 CACE/627 

SM.2039-0 電波監視の発展 

電波監視の発展の支援のために検討さ

れた要件及び技術について記述したも

の。 

WP1C/ 

235/1 
新規 CACE/627 

SM.2060-0 
DF 精度測定のた

めの試験手順 

異なる方向探知（DF）システム間にお

ける比較を容易にするため、DF 精度お

よび報告結果の標準的な試験方法のガ

イダンスを勧告するもの。 

WP1C/ 

235/1 
新規 CACE/697 

SM.2061-0 

マルチパス伝搬

に対する DF 耐性

測定のための試

験手順 

固定及び移動の方向探知（DF）のマル

チパス伝搬に対する電磁波耐性を測定

するための試験手順を勧告するもの。 

WP1C/ 

235/1 
新規 CACE/697 

SM.2080-0 

電波監視用受信

機の出力データ

における時間情

報の精度 

電波監視用受信機の出力データにおけ

る時間精度の設定及び測定方法を勧告

するもの。 

WP1C/  

N/A 
新規 CACE/750 
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第３章 ＲＡへの対処（ＳＧ３関連） 

 

 

１ 研究対象 

ＳＧ３は、「電波伝搬」を研究対象としている。 

 

 

２ ＲＡ－１５に提出される勧告案 

ＲＡ－１５に提出されるＳＧ３の勧告案及びその評価一覧を表３－１に示す。ＲＡ－１

５に提出される１件の勧告案については、静観するものとする。 

 

 

３ ＲＡ－１５に提出される決議案 

ＲＡ－１５に提出される決議案はない。 

 

 

４ 課題の見直し 

 ＳＧ３における次会期の研究課題及びその評価一覧を表３－３に示す。今会期は当初 24

件の研究課題があり、会期中に７件の改訂及び１件の削除を実施。ＲＡ－１５において承

認が必要とされる改訂及び削除はない。次会期の研究課題は、我が国としてその重要性を

認識し、引き続き研究を支持する。 

 主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

(1) 研究課題 211-6/3 

300MHz から 100GHz の周波数における近距離無線通信システム及び無線 LAN(WLAN)の

ための伝搬データと伝搬モデル 

【概要】 

 屋内伝搬勧告 P.1238、屋外短距離伝搬勧告 P.1411、遅延および角度プロファイル推定 

勧告 P.1816に対しては、検討周波数帯の拡大に伴う伝搬モデルの充実化や適用領域の拡 

大等、積極的な寄与を継続しており(13件/今会期)、今後は高周波数帯伝搬モデルの充 

実等が必要になる。 

 

(2) 研究課題 214-5/3 

電波雑音 

【概要】 

 電波雑音勧告 P.372の改定に向けて、雑音の測定法、屋内外での雑音強度及びインパ 

ルス性雑音の各種パラメータ等が新たに課題として挙げられ、検討が進められている。 

我が国からも各種屋内環境における測定データや勧告改定案を提出するなど、積極的に 

寄与を行っている(6件/今会期)。 

  

５ 参考事項 

 ＳＧ３は、2013年６月、2015年４月に開催され、39件の改訂及び削除勧告案が郵便投票

に付され、承認されている。今会期中に承認された勧告リストを表３－４に示す。 

 重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

(1) 新勧告 P.2040「建物侵入損失推定法」 

建物の材質や構造（入り口、窓の形状等）による影響を考慮するための新勧告で、様々

な構造による損失の理論式、材質の電気的特性一覧、また建物侵入の損失式と実測結果
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などの情報が記載されている。屋外・屋内間の周波数共用検討やピコセル・フェムトセ

ルのような小電力基地局導入時の技術的基準になるものであり、既存の伝搬モデルの各

勧告から参照される予定である。 

 

(2) 電波雑音の基本的特性 

勧告 P.372 は電波雑音の基本的特性を示す勧告であり、周波数共用検討や無線回線設

計等において本勧告が参照される。我が国の電波利用における有効性を確保するととも

に、国際競争力強化のためにも、我が国の電波雑音特性を本勧告に反映させることが重

要である。我が国からは、屋内環境での電波雑音の測定結果の寄与により勧告にデータ

が追加されるとともに、データバンクへの入力フォーマットが我が国の提案したものが

承認されるなど大きく貢献をしている。今後は、天空輝度に関する数式や温度に関する

文字の使い分け等の修正提案を受けて、改定勧告 P.372-12が発行される予定となってい

る。 

 

(3) 短距離伝搬特性推定方法の検討 

屋外短距離伝搬特性に関する勧告 P.1411については、高周波数帯での周波数共用評価

を可能とする伝搬モデルおよび伝搬データ提供、さらに内容の充実に向けて寄与が求め

られている状態であり、我が国からもミリ波帯伝搬損推定法等、多くの寄与がなされて

いる。屋内短距離伝搬特性に関する勧告 P.1238については、我が国からの提案により対

象周波数帯が拡大され、伝搬モデルおよび伝搬データについて寄与が期待されている。

屋外における遅延プロファイルや角度プロファイルの時間・空間伝搬モデルに関する勧

告 P.1816についても、我が国からの寄与により推定可能基地局アンテナ高の拡張を実施

した。 
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表３－１ ＲＡ－１５に提出される勧告案の評価 

勧告番号 勧告名 概要 
関連ＷＰ／

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

対応 備考 

P.834-6 
対流圏屈折が電波伝搬

に与える影響 

式(22)を修正。ま

た、Annex 1の 6 章

の タ イ ト ル

を ”Effective 

path length”から

“Excess path 

length”に変更。ま

たエディトリアル

な修正。 

 

WP3J/ 

201/3 
改訂 静観 

CACE/745 

郵便投票に

おいて修正

意見があっ

た た め 、

RA-15 へ提

出 

 
 
 

表３－２ ＲＡ－１５に提出される決議案 
（なし） 

 
 

表３－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題

番号 
研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

備考 

201-5/3 

地上及び衛星通信システ

ム並びに宇宙研究応用の

計画に必要な電波気象デ

ータ 

[概要]電波気象データの性質、

統計、伝搬特性との関係等につ

いて研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

202-4/3 
地表における伝搬の推定

法 

[概要] 地表伝搬の影響をサー

ビスエリアと干渉評価の両方

の観点から研究する 

[評価]研究課題として適当 

継続 
今会期中に改訂

実施 

203-6/3 

30MHz 以上の周波数にお

ける地上放送、広帯域固

定アクセス及び移動業務

のための伝搬データと推

定法 

[概要] 周波数等により影響さ

れる電界強度、多重路や時間・

空間的統計について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

204-6/3 
地上見通し回線のための

伝搬データと推定法 

[概要]各種の伝搬因子の影響

による伝搬損失、局設計のため

の伝搬データ等について研究

する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 
今会期中に改訂

実施 

205-2/3 
見通し外回線のための伝

搬データと推定法 

[概要]基本伝送損の統計分布、

気候区依存性などを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

206-4/3 

固定衛星業務と衛星放送

業務のための伝搬データ

と推定法 

[概要]減衰等の長期間統計分

布及びその場所依存性、予測

法、減衰の統計特性、反射パラ

メータなどを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  
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207-5/3 

約 0.1GHz 以上における

衛星移動及び無線標定業

務のための伝搬データと

推定法 

[概要]地形等による電界強度、

伝搬ロス等の範囲、端末の環境

の影響等について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 
今会期中に改訂

実施 

208-5/3 

固定衛星業務と地上業務

に影響する周波数共用上

の伝搬因子 

[概要]周波数共用に関して、信

号強度変動の分布、その場所・

周波数・季節依存性等を研究す

る。 

[評価]研究課題として適当 

継続 
今会期中に改訂

実施 

209-2/3 

システム性能解析におけ

る変動率と危険率パラメ

ータ 

[概要]伝搬の観点からシステ

ム性能解析における変動率と

危険率パラメータを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 
今会期中に改訂

実施 

211-6/3 

300MHz から 100GHz の周

波数における近距離無線

通信システム及び無線Ｌ

ＡＮ(WLAN)のための伝搬

データと伝搬モデル 

[概要]近距離通信での伝搬モ

デルや様々な短距離通信業務

においてどのようなチャンネ

ル伝搬特性が最も適切かを研

究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 
今会期中に改訂

実施 

212-3/3 電離圏の特性 

[概要]無線通信システムに影

響を与える電離圏の諸特性や

その地域的変化について研究

する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

213-4/3 

電離圏及び電離圏貫通無

線通信の為の運用パラメ

ータの短期予報 

[概要]短期予測の必要性と技

術、電離層共鳴及びチャンネル

評価の有効性について研究す

る。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

214-5/3 電波雑音 

[概要]雑音の測定法、屋外や屋

内の雑音の強度、インパルス性

雑音の各種パラメータ等につ

いて研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

218-6/3 
宇宙通信システムに及ぼ

す電離圏の影響 

[概要]電離層が宇宙通信シス

テムに及ぼす因子（シンチレー

ション、分散特性等）の推定法

及び電離圏貫通無線通信の最

適なモデルを研究し、調整距離

の設定及び周波数共用並びに

非静止衛星の運用に資する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

222-4/3 測定とデータバンク 

[概要]データ収集及び信号測

定技術、HF電界強度測定及びデ

ータバンク編集等について研

究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

225-7/3 

LF 及び MF 帯におけるデ

ジタル変調技術を含めた

システムに影響を及ぼす

伝搬因子の予測 

[概要]予測法の改善、地上波と

空間波の共存が LF及び MFシス

テムに与える作用、LF 及び MF

の各種パラメータ等について

研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  
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226-5/3 
衛星伝搬路の電離圏・対

流圏特性 

[概要]衛星間伝搬における電

離圏の影響の研究、対流圏の影

響分離の研究を行う。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

228-2/3 

275GHz 以上の周波数を

使う無線通信業務のため

の伝搬データ 

[概要]地上系、地球から宇宙、

宇宙から地球の通信路におけ

る大気のパラメータと電磁波

の特性の関係や衛星間での自

由空間パラメータと電磁波特

性との関係について最適なモ

デルを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

229-3/3 

1.6MHzから 30MHzのデジ

タル変調を用いるシステ

ムのための空間波伝搬特

性,信号強度,回線品質及

び信頼性の推定法 

[概要]予測された電離圏特性

から基本的、運用的MUF及びray 

path の長期的予測とその変化

について勧告 P.1240 で与えら

れた方法の改善点を探る研究

を行う。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

230-3/3 
電力線通信のための推定

法とモデル 

[概要]電力線通信システムか

ら無線周波数エネルギーが放

射される作用、単一または複数

のシステムから放射される総

エネルギーの最適なモデル、干

渉評価のための最適な信号強

度伝搬モデル等を研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

231-1/3 

人為的発生源からの電磁

的放射が無線通信システ

ム及びネットワークの性

能に及ぼす影響 

[概要] 個別雑音源からの放射

分布の記述及び測定法、無線通

信システム及びネットワーク

の性能に及ぼす人工雑音源か

らの電磁放射の影響とその記

述及び定量化について研究す

る。 

[評価]研究課題として適当 

継続 
今会期中に改訂

実施 

232-1/3 
ナノ構造の材質が伝搬に

及ぼす影響 

[概要]ナノ構造の材質におけ

る電磁波放射の影響について

研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続  

233-1/3 

飛翔体と衛星、地上局間、

または飛翔体間における

伝搬損失推定法 

[概要]Airborne システムのた

めの伝搬推定モデルについて

研究する。  

[評価]研究課題として適当 

継続  
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表３－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 
関連 WP/課

題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

P.311-15 

対流圏伝搬研究におけ

るデータの収集、表示

及び解析 

・タイトルの変更、語句の明

確化、§3の文章の改定 

・ Recommends 部 分 の

tropospheric を radiowave

に変更 

・Acceptance criteria と表

のリストを更新 

WP3J/ 

201/3 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.313-11 

短期予報のための情報

の交換と電離層じょう

乱警報の伝達 

時代遅れでありSG3の他の勧

告との関連もないため廃止 

 

WP3L/ 

213/3 
削除 CACE/636 

P.372-12 電波雑音 

日本提案による人工雑音測

定データの追加。§6-8 の改

定 

天空輝度に関する改訂及び

可変値Tをｔに置き換えるも

の 

WP3L/ 

214-2/3 
改訂 

 

CACE/636 

CACE/745 

P.373-9 
最高・最低伝送周波数

の定義 
FOTについての定義の再記述 

WP3/ 

212/3 
改訂 CACE/636 

P.452-16 

0.1GHz 以上の地表局

間干渉評価に必要な推

定法 

§“scope”の改定。回折モ

デルの入れ替え。仰角推定法

の改定。 

以下 3点の改訂 

・4.6 章の Annex1における式

(58)の修正 

・第 5 章の Annex1 に多数の

修正点 

・第 4章付属書 2Annex1は式

(152)の削除を提案している 

WP3M/ 

208/3 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.453-11 
電波屈折率：その表式

と屈折指数データ 

次の 2点の改訂を提案 

・第 1 章 Annex1 において乾

燥空気の圧力の定義の明確

化の追加 

・第 3.1、3.2 章において新

デジタル地図の追加 

WP3J/ 

201/3 
改訂 CACE/745 

P.526-13 回折による伝搬 

誤字改訂および§4.5 中の地

表の計算についての新しい

手法を追加。 

WP3J/ 

202/3 
改訂 CACE/642 

P.530-16 

地上見通し内無線中継

方式設計に必要な伝搬

データと推定法 

Step2 および figure2 キャプ

シ ョ ン の 文 章 の 改 定 。

§2.3.1 の追加。§2.3.8 に

新しい地図およびモデルの

追加。 

2.3.8 章に対し、10秒以上持

続する減衰数（N_10s）の修

正提案 

2.4.2 章に対し、湿った雪に

よる減衰モデルを改訂する

提案 

WP3M/ 

204/3 
改訂 

 

CACE/636 

CACE/745 

P.531-12 宇宙機を含む無線通信 IRI モデルのバージョンアッ WP3L/ 改訂 CACE/636 
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システムに影響を及ぼ

す電離圏効果 

プに関連する部分の改訂 218/3 

P.533-13 HF 回線品質推定法 

計算プログラムの改定、MUF

の計算法の改定。適用伝搬距

離を 7000㎞から 9000㎞に拡

張。 

明確化のための改訂が 2点、

計算法の修正のための改訂

が 2点。 

WP3L/ 

N/A 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.617-3 

見通し外無線中継方式

設計に必要な伝搬デー

タと推定法 

Annex1 中の予測手法等を地

平線越え無線中継システム

の検討に適応可能な形に改

訂 

WP3M/ 

205/3 
改訂 CACE/636 

P.618-12 

衛星通信方式設計に必

要な伝搬データと推定

法 

・散乱、マルチパスによる減

衰予測法の３つのパートを

明確にするため文章を追加。

散乱と低仰角減衰の改定。 

Annex 1に対し以下の修正 

・§2.2.1 を追加し、斜めパ

スでの降雨減衰の確率を段

階的に求める推定法を記載 

・§2.2.1.2 と同一の脚注の

§2.2.4.2 にエディトリアル

な修正 

・式(58)の修正。エディトリ

アルな修正及び大気の平均

放射温度の推定の簡素化 

WP3M/ 

206-3/3 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.676-10 大気ガスによる減衰 
酸素吸収線のアップデート

および図 1～3の改定 

WP3J/ 

201/3 
改訂 CACE/636 

P.678-3 
伝搬現象の自然変動の

特性 

タイトルの変更と§2の追加 

Climatic ratio の新地図の

追加と一部エディトリアル

な修正 

WP3J/ 

N/A 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.679-4 
衛星放送方式の設計に

必要な伝搬データ 

以下の修正を提案 

・Considering 部分に「勧告

ITU-R P.2040は、電波伝搬に

おける材料特性や構造を構

築する効果についての提供

している」いう文を追加。 

・ 4.1 章 Annex1 中 の

“Building Entry Loss”を

“Material relating to 

building entry loss can be 

found in Recommendation 

ITU-R P.2040“にすべて置き

換える。 

WP3/ 

N/A 
改訂 CACE/745 

P681-8 

陸上移動衛星通信方式

設計に必要な伝搬デー

タ 

本勧告の第 6 章及び 8.1 章

に、1.5～20 GHz の間の様々

な伝搬環境における新しい

狭帯域モデルを追加、文末に

Annex2を追加する提案 

 改訂 CACE/745 

P.832-4 大地導電率の世界地図 
［概要］ 

主に、以下 2点を修正 

WP3L/ 

N/A 
改訂 CACE/740 
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1)ブラジルの地図を新たに

追加するもの。 

2)ドイツの大地伝導率に関

する地図を更新するもの 

 

［評価］ 

各国の大地導電率について、

より最新の正確な情報を得

られるようになるものであ

り、我が国を含め各国の混信

検討の精度の向上等に寄与

するものであるため承認を

支持する。 

P.833-8 植生による減衰 
1-100GHz における単独樹木

の効果の推定法を追加 

WP3J/ 

202/3 
改訂 CACE/636 

P.836-5 地表の水蒸気密度 

「Annex1,2 の情報は地表水

蒸気密度あるいは全カラム

量を必要とする地球規模の

伝搬効果に使用すべき」の観

点から改訂。 

WP3/ 

N/A 
改訂 CACE/636 

P.839-4 
推定法に用いる降雨高

度モデル 

雨の高さの指標として０℃

の等温線の高さ h0 を導入 

WP3/ 

N/A 
改訂 CACE/636 

P.840-6 雲と霧による減衰 
式 6-11の改定、図 1の消去、

§3-5 の改定 

WP3J/ 

201/3 
改訂 CACE/636 

P.842-5 

HF 無線通信システム

の信頼性と適合性の計

算 

§9 を消去、Appendix1 に放

送への適用に関する新たな

記述を追加 

WP3L/ 

N/A 
改訂 CACE/636 

P.1057-4 
電波伝搬モデリングに

関連した確率分布 

確率分布について、§5,6 の

Rayleigh 分布のパラメータ

を明確化、Nakagami-Rice 分

布の移送の確率密度関数の

説明を追加。 

第 5 章における誤りの修正

と、対数正規分布とレイリー

分布を組み合わせた分布へ

の修正案 

WP3J/ 

N/A 
改訂 

CACE/636 

 

CACE/745 

P.1144-7 
SG3 の伝搬推定法適用

の手引き 

表 1（ITU-R 電波伝搬推定方

法）の更新、表 2 の修正、

Annex1の修正及び更新 

WP3M/ 

N/A 
改訂 CACE/745 

P.1238-8 

900MHz から 100GHz の

周波数帯における屋内

無線通信システム/無

線 LAN の計画のための

伝搬データと推定モデ

ル 

次の 8点の改訂を提案 

(1)対象周波数を 900MHz～

100GHz から 300MHz～100GHz

へ下限を変更 

(2)noting b)に勧告 P.2040

に関する記述を導入 

(3)3.1 章において式(1)を基

準距離パラメータを含むよ

うに改訂 

(4)4.3 章における遅延拡散

のデータと関連文書を一部

削除し、表の脚注に記載 

(5)現行の 4.4 章を削除し、

新測定データを提供する新

WP3K/ 

211-5/3 
改訂 CACE/745 
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たな項を追加 

(6) 7 章「建物素材や家具の

影響」および 7 章の計算方法

に関する Appendix の ITU-R

勧告 P.2040 と重複する部分

を削除するよう修正 

(7)9.3 章において新たな視

点のデータ表と文書による

新たな項を追加 

(8)複数個所のエディトリア

ルな修正 

P.1240-2 
基本 MUF、運用 MUF、電

波通路の予測法 

P.1240における MUF（最大使

用可能周波数）の dmax（ｋｍ）

（シングルホップ F2 モード

における最大地上距離）の計

算式に誤りが見つかったた

め、P.533の dmaxとの整合を

とり修正するもの 

 

［評価］ 

複数の勧告における表記を

一致させる改訂であり、表現

の適正化であるため改訂を

支持する。 

WP3/ 

212/3,223/3 
改訂 CACE/740 

P.1321-5 

LF/MF 帯におけるデジ

タル変調技術を用いる

システムに影響を及ぼ

す伝搬因子 

日中の地上波伝搬の時間変

動の除法を追加 

MF 帯の地上伝搬の季節的変

動に関する情報を更新する

もの 

WP3L/ 

225/3 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.1322-1 
大気減衰の放射計測に

よる推定 

P.372 の内容と同一のため廃

止 

WP3/ 

N/A 
削除 CACE/745 

P.1406-2 

VHF 及び UHF 帯陸上移

動通信業務に関連する

伝搬の効果 

勧告 ITU-R P.2040 に定めら

れている、建物侵入損失に関

する記述を本勧告に反映さ

せる改訂及び図２における

エディトリアルな修正 

WP3K/ 

203/3 
改訂 CACE/745 

P.1407-5 
マルチパス伝搬及びそ

の特性のパラメータ化 

Annex1の記載を WP3J 議長報

告 に 合 わ せ て 改 定 。

§4“Parameters of the 

received signal 

variations” を 追 加 。

Annex2§3 の改定。 

WP3J/ 

203/3 
改訂 CACE/636 

P.1411-8 

300MHz から 100GHz の

周波数帯における屋外

無線通信システム/無

線 LAN の計画のための

伝搬データと推定モデ

ル 

セクション構成の変更、用語

の統一のほか、§6.2の改定、

§8の追加 

次の 8点の改訂を提案 

(1) 4.1.1 章  “LoS 

situation”へ見通し内伝搬

損失の数式および 28GHz と

60GHz の測定データの追加 

(2) 4.2.2 章の屋根越え伝搬

モデルにおける数式の修正

および28GHzまでの適用周波

WP3K/ 

211/3 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 
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数の拡張 

(3) 4.3 章  “Models for 

propagation between 

terminals located from 

below roof-top height to 

near street level” への低

アンテナ高における伝搬損

失推定式の追加 

(4) 5.1.2 章 “Delay spread 

for below roof-tops 

propagation environments” 

へ 30HGzと 60GHzの遅延スプ

レッドのデータ追加 

(5) 5.1.3 章 “Delay spread 

for propagation between 

terminals located at street 

level” お よ び 5.2.2 章 

“Angular spread for 

propagation between 

terminals located at street 

level”の追加と測定データ

の追加 

(6) 9 章  “Propagation 

characteristics for high 

Doppler environments” お

よび200km/hでの走行時に取

得した遅延スプレッドのデ

ータ追加 

(7) 4.5.2 章  “Building 

entry loss” を ITU-R 勧告

P.2040を参照するよう修正 

(8) 複数のエディトリアル

な修正 

P.1511-1 
地上-衛星間伝搬モデ

ル 

ITU-R 勧告 P.1511 がデジタ

ル地図なしでは使用できな

いため、デジタル地図を勧告

の一部として扱う旨を提案

している。 

WP3/ 

202/3 
改訂 CACE/745 

P.1546-5 

30MHz-3GHz 帯陸上通

信のためのポイント－

エリア伝搬特性推定法 

1 ㎞以下の短距離にも適用可

能にするために、Annex5に短

距離の扱いを記載。 

WP3K/ 

N/A 
改訂 CACE/636 

P.1621-2 

20THz～375THz におけ

る地上～衛星間方式設

計に必要な伝搬データ 

Bufton 風プロファイルの修

正 、 Huffnagel-Valley 5/7 

Cn2 デフォルトのプロファイ

ルに関する情報を追加 

WP3/ 

228/3 
改訂 CACE/745 

P.1812-4 

VHF 及び UHF 帯ポイン

ト-エリア陸上移動業

務のためのパススペシ

フィック伝搬推定法 

表に入力パラメータを追加。

noting部分の追加、§1、§2、

§3.2、§4.9 と§4.10 の更

新 

WP3K/ 

203/3 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.1816-3 

UHF 及び SHF 帯の広帯

域陸上移動通信のため

の時間・空間プロファ

イル推定法 

・日本提案に基づき、Annex1

及びAnnex2を改訂し、Annex3

に新しいセクションを追加 

・現行勧告の Annex 3 に記載

WP3K/ 

211/3 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 
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されている到来角度プロフ

ァイル推定式の端末(MS)側

アンテナ高について適用範

囲を低アンテナ高まで拡張

するもの。 

P.2001 -2 

30MHz から 50GHz の周

波数帯における汎用か

つ広範囲に適用可能な

地上伝搬モデル 

単位、変数名、参照する§、

式、ファイル名の修正。式フ

ォーマットの見直し。デジタ

ル生成物参照のための章の

追加。 

P.452、P.526及び P.1812と

の一貫性のための修正、水蒸

気密度のための地表高の計

算方法の改定 

WP3M/ 

N/A 
改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.2040 -1 

100MHz を超える電波

伝搬における建物侵入

損失の影響 

建物の材質や構造による影

響を考慮するための新勧告

案で、様々な構造による損失

の理論式、材質の電気的特性

一覧、また建物侵入の損失式

と実測結果などの情報が記

載。 

noting と recommends 部分の

追加、§2と§3 の更新、§4.

を新レポートに移動、建物侵

入損失の定義及び測定のガ

イドラインを新 Annex 2に追

加 

WP3J/ 

N/A 

新規 

改訂 

CACE/636 

CACE/745 

P.2041 

空中プラットフォーム

-衛星間、空中プラット

フォーム-地上間のリ

ンクのパス減衰の予測 

空中プラットフォームと衛

星間および空中プラットフ

ォームと地上間における

様々な伝搬効果を推定する

手法 

WP3/ 

N/A 
新規 CACE/636 
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第４章 ＲＡへの対処（ＳＧ４関連） 

 

１ 研究対象 

ＳＧ４は、「衛星業務」を研究対象としている。 

我が国からは、ＳＧ４副議長として、河合宣行氏（KDDI）を選出している。 

 

２ ＲＡ－１５に提出される勧告案 

ＲＡ－１５に提出されるＳＧ４関連の勧告案及びその評価一覧を表４－１に示す。提出さ

れる勧告案１件については、我が国として、支持の対処を行う。 

 

３ ＲＡ－１５に提出される決議案 

ＲＡ－１５に提出される決議案はない。 

 

４ 課題の見直し 

 ＳＧ４における次会期の研究課題及びその評価一覧を表４－１に示す。今会期は当初５５

件の研究課題があり、会期中に３件の新規追加、1 件の改訂を実施（回章によりＲＡ－１５

までに完了予定。）。ＲＡ－１５において承認が必要とされる改訂及び削除はない。次会期

の研究課題は、我が国として、引き続き研究を支持する。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

 (1) 研究課題 274/4（WP 4A関係） 

スペクトル／軌道の利用を改善するための技術方法 

【概要】 

  同じ周波数帯で運用し、かつ静止軌道（GSO）の近隣位置をもつ異なる衛星システ 

 ム間の混信を軽減するために使用される地球局の技術などについて、研究するもの。 

 

(2) 研究課題 292/4（WP 4B関係） 

UHDTV 衛星放送システム 

【概要】 

  本研究課題は UHDTV衛星放送について APSK、LDPC 等の最新技術動向を考慮しつつ 

 大容量伝送を可能とする伝送方式や降雨減衰対策の研究を行うもの。 

 

(3) 研究課題 288/4（WP 4C関係） 

無線航行衛星業務（宇宙から地球、宇宙から宇宙、地球から宇宙）システムの特性及

び運用要件 

【概要】 

  他の業務又はシステムとの共用及び両立性研究で使用されるための無線航行衛星 

 業務（RNSS）システムの技術及び運用特性について、研究するもの。 

 

５ 参考事項 

  ＳＧ４は、2012 年９月、2013 年 10 月、2014 年７月、2015 年６月に開催され、24 件の

新規及び改訂勧告案が郵便投票に付され、承認されている。今会期中に郵便投票により承認

された勧告リストを表４－４に示す。 

 重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

 （１） 1 545-1 555 MHz (宇宙から地球) 及び 1 646.5-1 656.5 MHz (地球から宇宙)帯

における RR44条の優先カテゴリー1から 6に関連する AMS(R)Sの周波数要求量の計算方法に
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ついて 

  これまで 1 545-1 555 MHz (space-to-Earth) 及び 1 646.5-1 656.5 MHz (Earth-to-space) 

GHz 帯における RR44 条の優先カテゴリー1 から 6 に関連する AMS(R)S の周波数要求量の計算

方法に関する勧告について検討が行われ、我が国も寄与をしてきた。本勧告は 2013 年 10 月

SG4 会合において合意され郵便投票に付されたが、ロシアの反対により採択されず、WP に差

し戻され、再度審議された。その後ロシアとの調整が行われ、2015年 6月 SG4 会合において

新勧告 M.[AMS(R)S.METHODOLOGY]が合意されたが、郵便投票において RA-15 へ提出されるこ

ととなった。 

 

（２）無線航行衛星業務システムの特性に関する勧告の更新について 

我が国から準天頂衛星(QZSS)に関していくつかの勧告の更新提案を行い反映されている。 

 

ア 改訂勧告案 M.1787  

本勧告は、1164-1215 MHz 帯、1215-1300 MHz 帯及び 1559-1610 MHz 帯で運用する無線測位

衛星業務（RNSS）（宇宙から地球及び地球から宇宙）のシステム特性を規定する勧告である。

改訂の内容は、QZSSの体制を全衛星 3機のコンスタレーションから全衛星 7機のコンスタレ

ーションへ更新するものであり、我が国が提案したものである。 

 

イ 改訂勧告案 M.2031 

本勧告は、5010-5030MHz帯の RNSS（宇宙から地球）受信地球局の特性及び保護基準並びに送

信宇宙局の特性を規定するものである。我が国からの提案により、ITU-R 勧告フォーマット

に合わせるエディトリアルな修正及び QZSSに関する情報を最新のものに更新している。 

 

ウ 改訂勧告案 M.1906 

本勧告は 5000-5010MHz 帯の RNSS（地球から宇宙）受信宇宙局の特性及び保護基準並びに送

信地球局の特性を規定するものである。我が国からの提案により、ITU-R 勧告フォーマット

に合わせるエディトリアルな修正及び QZSSに関する情報を最新のものに更新している。 
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表４－１ ＲＡ－１５に提出される勧告案の評価 

勧告番号 勧告名 概要 

関連Ｗ

Ｐ／課

題番号 

新規 

改訂 

削除 

対応 
備

考 

M.[AMS(R)S.MET

HODOLOGY]-0 

1 545-1 555 MHz 

(space-to-Earth) 及

び 1 646.5-1 656.5 MHz 

(Earth-to-space) GHz

帯における RR44条の優

先カテゴリー1 から 6

に関連する AMS(R)S の

周波数要求量の計算方

法 

本勧告は 1 545-1 555 MHz 

(space-to-Earth) 及 び 

1 646.5-1 656.5 MHz 

(Earth-to-space) GHz帯

における RR44 条の優先

カテゴリー1 から 6 に関

連する AMS(R)S の周波数

要求量の計算方法を勧告

するものである。 

WP4C 新規 支持  

 
 

 

表４－２ ＲＡ－１５に提出される決議案 
（なし） 

 

 
表４－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究課

題番号 
勧告名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

備考 

42-1/4 
固定衛星業務における地

球局のアンテナの特性 

[概要] 

FSS の地球局及び同じ周波数帯を

使用する他の局の近傍と遠方場パ

ターンとの関係などについて、研

究するもの。 

[評価]  

特に問題なし。 

継続 WP4A 

46-3/4 
固定衛星業務における望

ましい多元接続特性 

[概要] 

FSSで使用される網の特性、変調方

法及び異なるシステムの特性を考

慮した望ましい多元接続方法など

について、研究するもの。 

[評価]  

特に問題なし。 

継続 WP4B 

70-1/4 

15 GHz超の周波数におけ

る固定衛星業務の送信地

球局からの許容できない

混信に対する静止衛星軌

道の保護 

[概要] 

15 GHz 超における地球局の発射に

より生じる許容できない混信に対

し、固定衛星業務における静止宇

宙局の保護の基準のための適切な

フォーマットなどについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

73-2/4 

固定衛星業務のデジタル

経路のトラフィックへの

可用性及び妨害 

[概要] 

ビット誤りの送信又はバーストに

おける切断のような可用性及び短

期間の妨害に影響を与える仮想参

継続 WP4B 
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照デジタル経路の衛星部分内の重

要な要因などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

75-4/4 

固定衛星業務及び移動衛

星業務における国際的な

デジタル伝送回線の性能

目標 

[概要] 

ITU-T により特定される性能基準

を満たす必要のある誤り補正のた

めの符号化／復号化技術などにつ

いて、研究するもの。本改訂案は、

Q. 75-3/4 が 1995 年以降更新され

ておらず、”considering”の部分

が最新の技術に合っていないた

め、最近の衛星通信システムの進

展を反映するためのものである。

具体的な改訂内容は以下のとお

り。 

 

○本研究課題の対象を「fixed～」

から「fixed～and mobile～」に拡

張。 

○”considering”の d）、e)、f)

において、古い情報を削除し、関

連する ITU-T勧告（G.826、G.828、

Y.1541）に関する情報と差し替え

た。 

○”considering” g)において、

衛星がサポートしている伝送モー

ドとして記載されている ATM を削

除し、IP-based servicesに変更。 

○”considering”に新たな項目

h)を追加し、「適応伝送技術を用

いている、時間変動するチャンネ

ル条件をサポートする衛星システ

ムが ITU-R勧告 S.1062とは異なる

運用目標を要求することがある」

ということを追記。 

○”decides”の 2 において、ATM

に関する記載を削除。 

○ ”decides” の 4

を、”considering”の e)の修正に

伴い削除。 

○本研究課題の検討期限を 2013年

から 2015年に変更。 

 

［評価］ 

本件は、システム全体の回線性能

目標等となっている ITU-T 勧告

の改訂や衛星通信システムの進展

に合わせて課題を更新したもので

あり、我が国が出席した平成 24 年

9 月の SG4 において合意されたも

のである。我が国としては、特に

継続 

WP4B 

今会期中に改

訂実施 
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問題なく支持して差し支えない。 

83-6/4 

移動衛星業務内の無線ス

ペクトル及び周波数の共

用の有効利用 

[概要] 

移動衛星業務（MSS）にすでに分配

されている周波数帯内における衛

星から移動地球局へのリンク及び

移動地球局から衛星へのリンクに

ついて、技術及び運用の視点から、

望ましい周波数帯などについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

84-4/4 
移動衛星業務における非

静止衛星軌道の使用 

[概要] 

移動衛星業務を提供するのに適し

た非静止衛星軌道の種類などにつ

いて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

87-4/4 
移動衛星通信システムの

送信特性 

[概要] 

陸上移動衛星システム、全世界的

な海上遭難安全システム（GMDSS）

を含む海上移動衛星システム、航

空移動衛星システム及び前述のシ

ステムの二以上の組合せを取り込

んだ移動衛星システムのための望

ましい送信特性などについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B/WP4C 

88-1/4 
移動衛星業務の伝搬及び

移動地球局アンテナ特性 

[概要] 

いくつかの移動地球局が静止軌道

において衛星に向け 5°以下の仰

角をもちうることを考慮して、海

上利用、航空利用、陸上利用のた

めのアンテナシステムの望ましい

種類及びそれらの特性などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

91-1/4 
無線測位衛星業務の技術

及び運用特性 

[概要] 

無線測位衛星業務におけるシステ

ムの望ましいシステム構想並びに

技術及び運用特性などについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

109-1/4 

1530-1544 MHz 帯 及 び

1626.5-1645.5 MHz 帯で

運用する移動衛星システ

ムの全世界的な海上遭難

安全システムの要件 

[概要] 

さまざまな海洋域で全世界的な海

上遭難安全システム（GMDSS）の遭

難及び安全通信を同時に実施する

のが見込まれる船舶地球局の総数

の割合などについて、研究するも

の。 

[評価] 

継続 WP4C 
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特に問題なし。 

110-1/4 
航空移動衛星(R)業務へ

の混信 

[概要] 

航空移動衛星(R)業務（AMS(R)S）

への混信の計算の推奨される方法

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

201-1/4 
移動衛星業務と他の業務

との周波数共用 

[概要] 

移動衛星業務（MSS）と他の業務と

の共用を促進する適切な技術及び

運用手段などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

203-1/4 

静止衛星軌道の有効利用

への小型アンテナの使用

の影響 

[概要] 

FSS 帯における小型アンテナを使

用する業務と他の通信業務間の混

信の潜在レベルなどについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

205-1/4 

移動衛星業務により使用

される固定衛星業務の非

静止衛星フィーダリンク

間の周波数共用 

[概要] 

非静止軌道移動衛星業務（MSS）に

より使用される固定衛星業務フィ

ーダリンクの最新の技術特性など

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A/WP4C 

208/4 

固定衛星業務における衛

星網間の混信の評価にお

ける統計的・確率的方法

の使用 

[概要] 

統計的又は確率的な性質であるネ

ットワーク間混信の評価における

要素などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

209/4 

静止衛星システムの上り

及び下りの両リンクのた

め固定衛星業務に分配さ

れた周波数帯の使用 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）（宇宙から地

球）の宇宙局が、地球から宇宙へ

の周波数分配を放送衛星業務

（BSS）フィーダリンクと共用する

ことが可能である条件及び範囲な

どについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

210-1/4 

1-3 GHz 帯における移動

衛星業務の世界的非静止

衛星システムで運用する

移動地球局の技術特性 

[概要] 

世界的非静止軌道移動衛星業務

（MSS）システムで運用する移動地

球局の適切な技術特性について、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

211-2/4 
移動衛星業務の混信基準

及び計算方法 

[概要] 

混信計算方法に関する ITU-R 文章

により含められる与干渉と被干渉

継続 WP4C 
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の搬送波の種類の組み合わせなど

について、研究するもの。 

[評価]  

特に問題なし。 

214/4 
可動及び再構成可能な衛

星ビームの技術関係 

[概要] 

調整手続のための可動及び再構成

可能な衛星ビームの関係などにつ

いて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

217-2/4 

ICAO 世界航行衛星シス

テムにおける無線航行衛

星業務への混信 

[概要] 

世界航行衛星システム（GNSS）の

航空路、ターミナル並びに着陸進

入及び着陸の運用への有害な混信

がないことを確保するために、

1559-1610 MHz 帯における固定業

務からの最大許容混信レベルなど

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

218-1/4 

固定衛星業務における機

上処理衛星と地上網との

両立性 

[概要] 

デジタルベースバンド機上処理

（OBP）の使用によって潜在的に影

響を受ける特定の網及びトラフィ

ックパラメータなどについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B 

227/4 

移動衛星業務における非

常通信の技術及び運用特

性 

[概要] 

航空移動運用を除く全世界的な海

上遭難安全システム（GMDSS）の非

常運用以外の非常運用のための静

止又は非静止衛星システムを使用

する無線通信を提供する移動衛星

システムの望ましい技術及び運用

性能などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B/WP4C 

231/4 

非静止衛星を使用する固

定衛星業務の網と固定衛

星業務の他の網との共用 

[概要] 

非静止軌道固定衛星業務（FSS）網

で使用される可能性のある技術特

性などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

233/4 

専用利用者デジタル衛星

通信システム及び関連す

るアーキテクチャ 

[概要] 

デジタル送信のための専用利用者

システムの設計及び構築を促進す

るために、考えられる、望ましい

網のアーキテクチャなどについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A/WP4B 

236/4 固定衛星業務のための混 [概要] 継続 WP4A 
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信基準及び計算方法 混信計算方法及び基準に関し、

ITU-R 勧告 S.741-2 に含まれず、他

の ITU-R 文書に含まれる与干渉及

び被干渉固定衛星業務（FSS）搬送

波種類の組み合わせなどについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

244/4 

5091-5250 MHz 帯の移動

衛星業務（非静止）のフ

ィ ー ダ リ ン ク と

5000-5250 MHz 帯の航空

無線航行業務との共用 

[概要] 

5091-5250 MHz 帯における非静止

軌道移動衛星業務（MSS）フィーダ

リンク及び 5000-5250 MHz 帯にお

ける異なる航空無線航行システム

の運用から生じる異なる混信の仕

組みなどについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

245-1/4 
帯域外及びスプリアス発

射の制限 

[概要] 

さまざまな周波数帯における固定

衛星業務（FSS）、放送衛星業務

（BSS）、移動衛星業務（MSS）及

び無線測位衛星業務（RDSS）によ

り達成される実際のスプリアス発

射レベルなどについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A/WP4C 

248/4 

5 GHz 周辺の固定衛星業

務と無線デジタル網との

周波数共用 

[概要] 

無線デジタル網装置の総数により

宇宙に向け放射される最大輻射電

力密度を決定する要因などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

263-1/4 

インターネット又は上位

層プロトコルのパケット

の送信のための固定衛星

業務におけるデジタルリ

ンクの性能目標 

[概要] 

IP を支援するのに必要な参照衛星

網アーキテクチャなどについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B 

264/4 

275 GHz 超で運用する固

定衛星業務の網の技術及

び運用特性 

[概要] 

静止軌道（GSO）及び非静止軌道

（non-GSO）固定衛星業務に関し、

275 GHz 超の周波数における地球

から宇宙、宇宙から地球及び宇宙

から宇宙のリンクの技術及び運用

特性などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

266/4 

20/30 GHz 帯の静止軌道

固定衛星網で運用する高

密度固定衛星業務地球局

の技術特性 

[概要] 

ユビキタス的に展開される高密度

静止軌道（GSO）固定衛星業務（FSS）

地球局の技術的特性について、研

継続 WP4A 
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究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

267/4 

固定衛星網の公表、調整

及び通告に関連する技術

及び運用検討 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）の主官庁及び

無線通信局（BR）の両者に一般に

役立つ FSS 網の「公表、調整及び

通告」（APCN）に必要な、及び提

供される技術及び運用データの改

善などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

268/4 

打上前の衛星の不要発射

レベルの評価のための方

法の作成 

[概要] 

受動業務の受信機が有害な影響を

受けないように、打上前に衛星か

らの不要発射レベルを測定又は推

定する方法について、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

270-1/4 
広帯域拡散信号を使用す

る固定衛星業務システム 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）分配の帯域内

にある、広帯域拡散信号を使用す

る FSS システムの適切な特性など

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

271/4 

意図しない利用による衛

星ニュース収集（SNG）間

の混信 

[概要] 

衛星ニュース収集（SNG）運用者に

より使用される利用手続の推奨さ

れる装置などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B 

272/4 

37.5-38 GHz 帯 及 び

40-40.5 GHz 帯における

固定衛星業務（FSS）と宇

宙研究業務との周波数共

用 

[概要] 

37.5-38 GHz 帯及び 40-40.5 GHz

帯における宇宙研究業務（SRS）と

固定衛星業務（FSS）で運用するシ

ステム間の共用を促進する基準及

び技術について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

273/4 

現在及び計画中の衛星網

をもつ辺境及び開発地域

への民間航空通信システ

ムの現代化及び通信シス

テムの拡張の支援 

[概要] 

航空通信業務を伝える移動衛星業

務（MSS）及び／又は固定衛星業務

（FSS）網を考慮する必要のある開

発地域及び遠隔地に特に関連した

最新の航空通信業務の技術及び運

用特性などについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 
WP4A/WP4B/WP4

C 

274/4 スペクトル／軌道の利用 [概要] 継続 WP4A 
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を改善するための技術方

法 

同じ周波数帯で運用し、かつ静止

軌道（GSO）の近隣位置をもつ異な

る衛星システム間の混信を軽減す

るために使用される地球局の技術

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

275/4 

次世代網の要素を形成す

る固定衛星及び移動衛星

業務におけるデジタルリ

ンクの性能目標 

[概要] 

次世代網（NGN）を支援するために

必要な衛星参照網アーキテクチャ

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B 

276/4 
移動衛星業務におけるデ

ジタル経路の可用性 

[概要] 

送信の異なる種類のアプリケーシ

ョンについての移動衛星業務の仮

想デジタル経路における可用性の

定義などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B 

277/4 
デジタル移動衛星業務の

性能目標 

[概要] 

適切な仮想参照デジタル経路にお

けるビット誤り性能目標及びビッ

ト誤り性能分配などについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B 

278/4 

無線通信規則第 21 条に

従う電力束密度制限を満

たす運用設備の使用 

[概要] 

電力束密度のレベルの調整のため

のエネルギー分散、バックオフ制

御及び他の技術などの運用設備の

使用に関する宇宙システムの実際

の設計性能などについて、研究す

るもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

279/4 
高精細度テレビジョンの

衛星放送 

[概要] 

衛星送信のための高精細度テレビ

ジョン（HDTV）システムの最適パ

ラメータ及び衛星チャンネル配置

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

280/4 
放送衛星業務の受信地球

局アンテナ 

[概要] 

（個別受信及び共同受信の両方に

ついて）BSS受信地球局アンテナの

測定される同一偏波及び交差偏波

の放射特性などについて、研究す

るもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

281/4 
放送衛星業務（音声及び

テレビジョン）における

[概要] 

帯域幅及び費用の検討から最適パ
継続 WP4A 
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デジタル技術 ラメータを推定することを目的と

した評価に基づく、適切な誤り訂

正符号化及び／又は誤り隠蔽処理

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

282/4 

1-3 GHz の周波数範囲に

おける放送衛星業務（音

声）の導入に関連した周

波数共用問題 

[概要] 

雑音及び混信の性能要件並びに混

信の計上を含む、放送衛星業務

（BSS）（音声）システムの望まし

い技術及び運用特性などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

283/4 

放送衛星業務における高

精細度テレビジョンと他

の業務との共用研究 

[概要] 

高精細度テレビジョン（HDTV）が

12、17及び 21 GHz帯で使用される

場合の BSS と BSS 帯を共用する他

の業務との共用のための適切な技

術規定などについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

 

 

継続 WP4A 

284/4 

1-3 GHz の周波数範囲に

おける放送衛星業務（音

声）の導入に関連したス

ペクトル管理 

[概要] 

すべての放送音声業務の既存の容

量を利用する最も有効な方法など

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

285/4 

放送衛星業務における複

合業務及び番組のデジタ

ル放送 

[概要] 

複合業務の衛星放送のための適切

な及び／又は最適な変調及びチャ

ンネル符号化技術、実際のチャン

ネル伝送速度（容量）、実現でき

る性能（例えば、C/N及び C/I に応

じた BER）などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4A 

286/4 

移動及びアマチュア業務

及び関連衛星業務の災害

通信の改善への寄与 

[概要] 

災害警報、軽減及び救援活動のた

めの無線通信の技術、運用及び関

連する手続面などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

287/4 

移動衛星業務におけるパ

ケット網送信の技術及び

運用特性 

[概要] 

移動衛星業務（MSS）におけるパケ

ットデータ送信の技術及び運用特

性を定めるための適切な送信モデ

ル（又は仮想参照接続）などにつ

継続 WP4B 
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いて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

288/4 

無線航行衛星業務（宇宙

から地球、宇宙から宇宙、

地球から宇宙）システム

の特性及び運用要件 

[概要] 

他の業務又はシステムとの共用及

び両立性研究で使用されるための

無線航行衛星業務（RNSS）システ

ムの技術及び運用特性について、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4C 

289/4 

双方向衛星放送システム

（テレビジョン、音声及

びデータ）  

[概要] 

ケーブル、衛星主アンテナ、地上

中継、交換網又は直接衛星受信に

より受信される双方向衛星放送シ

ステムのための方法及びチャンネ

ルなどについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B 

290/4 

公衆警報、災害軽減及び

救援のための放送衛星の

手段 

[概要] 

国境を越え、情報を広め、小又は

大人口に伝えるために利用できる

放送衛星システムなどについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP4B 

291/4 

Integrated MSS のシステ

ムアーキテクチャ等の検

討 

［概要］ 

本新研究課題案は、Integrated MSS

のシステムアーキテクチャ等を検

討するためのもの。 

 

［評価］ 

特に問題なし。 

継続 

WP4B 

今会期中に新

規追加 

292/4 UHDTV 衛星放送システム 

［概要］ 

 本研究課題は UHDTV 衛星放送に

ついて APSK、LDPC等の最新技術動

向を考慮しつつ大容量伝送を可能

とする伝送方式や降雨減衰対策の

研究を行うもの。 

 

［評価］ 

我が国提案の研究課題であり、支

持する。 

新規 

WP4B 

今会期中に新

規追加 

293/4 

FSS 及び BSS で用いられ

る小規模(d/λ30 前後) 

地球局のアンテナ放射図

及びパターン 

［概要］ 

本研究課題は小型アンテナの放射

パターンについて研究を行うも

の。 

 

［評価］ 

特に問題なし。 

新規 

 

WP4A 

今会期中に新

規追加 
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表４－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連Ｗ

Ｐ／課

題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

M.2030-0 

1164-1215 MHz 、

1215-1300 MHz 及 び

1559-1610 MHz 帯で運

用する無線航行衛星業

務以外の電波源から無

線航行衛星業務のシス

テム及び網へのパルス

混信の評価モデル 

本 勧 告 案 は 、 1164-1215 MHz 、

1215-1300 MHz及び 1559-1610 MHz 帯

で運用する無線航行衛星システム及

び網へ、パルス混信を引き起こす無線

航行衛星業務以外の電波源に対する

一次評価方法を定めている。 

WP4C ／

288/4 

217-2/

4 

新規 

2013.1 

CACE/5

99 

S.2029-0 

TDMA で運用する小型地

球局の網により静止固

定衛星業務網に生じ

る、時間的に変化する

混信を評価するための

統計方法 

本勧告案は、TDMA で運用する小型地

球局の網から、静止固定衛星業務網に

与える、時間的に変化する混信を評価

するための統計方法を定めている。 

この方法は、別の静止固定衛星業務網

への混信も考慮している。 

WP4A／ 

N/A 
新規 

2013.1 

CACE/5

99 

M.1850-1 

IMT-2000 の衛星コンポ

ーネントにおける無線

インターフェイスの詳

細な特性 

ITU-R 勧告 M.1850は、IMT衛星コンポ

ー ネ ン ト IF （ Satellite Radio 

Interface：SRI）を規定する勧告であ

る。本改訂案は、ETSIにおいて SRI-A、

SRI-C 及び SRI-G の調和をとって SRI

が整理されたため、それらを勧告

M.1850 へ反映させることを目的とし

ている。 

WP4B ／

N/A 
改訂 

2013.1 

CACE/5

99 

BO.1898-

1 

21.4-22 GHz 帯におけ

る固定及び／又は移動

業務の局による発射か

らの第一地域及び第三

地域における放送衛星

業務の受信地球局の保

護に必要な pdf 値 

WRC-12 前（2012 年 1 月）に承認され

た 、 ITU-R 勧 告 BO.1898 は 、

21.4-22GHz 帯の放送衛星を地上業務

から保護するための許容 pdf 値を規

定するもので、本改訂案は、WRC-12

での結果（この許容 pdf値を調整しき

い値（threshold level）ではなく制

限値（hard limit）として使うことが

決められ、無線通信規則（RR）第 5条

が改正された）を反映させることを目

的としている。 

WP4A ／

N/A 
改訂 

2013.1 

CAC/59

9 

S.732-1 

地球局のアンテナのサ

イドロープピークの統

計処理方法 

ITU-R 勧告 S.732は、地球局のアンテ

ナのサイドローブピークの統計処理

方法を定めるものである。 

本改訂案は、本勧告の利用と、サイド

ローブピークが勧告値を数％超える

場合のサイドローブの測定データの

処理方法を定めることを目的として

いる。 

WP4A ／

N/A 
改訂 

2013.1 

CACE/5

99 

S.2049-0 

4/6 GHz 帯 及 び

11-12/13/14 GHz 帯で

運用する固定衛星業務

（FSS）の随時利用にお

ける地球局送信のアク

セス手順 

本 勧 告 案 は 、 4/6 GHz 帯 及 び

11-12/13/14 GHz帯における FSSの帯

域において、GSO衛星宇宙局に向けて

送信する、FSS の随時利用における地

球局のアクセス手順を規定するもの。 

WP4B ／

N/A 
新規 

2014.1

.13 

CACE/6

57 

M.2046-0 
399.9-400.05 MHz 帯で

運用する NGSOの移動衛

本勧告案は、399.9-400.05 MHz 帯で

運用する NGSO MSS の特性及び保護基

WP4C ／

N/A 
新規 

2014.1 

CACE/6
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星業務（MSS）の特性及

び保護基準 

準を定めたもの。 58 

M.2047-0 

IMT-Advanced の衛星系

無線インターフェース

の特性 

本勧告案は、IMT-Advanced 衛星系無

線インターフェースの特性を定めた

もの。本勧告案には、世界的両立性や

国際ローミング及び高速データサー

ビスアクセスの特性が規定されてい

る。 

WP4B ／

N/A 
新規 

2014.1 

CACE/6

58 

SF.674-3 

第二地域における静止

軌道（GSO）上の固定衛

星業務（FSS）ネットワ

ー ク が 決 議 77

（WRC-2000）で規定さ

れる電力束密度（pfd

値）を超える場合の

11.7-12.2 GHz 帯にお

ける固定業務（FS）に

与える影響評価 

勧告 ITU-R SF.674-2 は、第 2 地域に

おける GSOの FSSネットワークが決議

77（WRC-2000）で規定される pfd値を

超える場合の 11.7-12.2GHz 帯におけ

る FS に与える影響評価をまとめたも

の。 

本改訂案は、scopeの追加や過去の

WRCの結果を踏まえた、古いテキスト

のアップデートを目的としている。 

WP4A/5

C／N/A 
改訂 

2014.1 

CACE/6

58 

M.1901-1 

1164-1215 MHz 、

1215-1300 MHz 、

1559-1610 MHz 、

5000-5010 MHz 及 び

5010-5030 MHz 帯で運

用する無線航行業務

（RNSS）関連の勧告の

体系及びガイドライン 

勧告 ITU-R M.1901は、1164-1215 MHz、

1215-1300 MHz 、 1559-1610 MHz 、

5000-5010 MHz及び 5010-5030 MHz 帯

で運用する RNSS 関連の勧告の体系及

びガイドラインをまとめたもの。 

本改訂案は、本勧告の成立後に、勧告

ITU-R M.2030 及び M.2031 の 2 件の

RNSS 関連勧告が成立したため、それ

に伴う変更を行うことを目的として

いる。 

WP4C ／

288/4、

217-2/

4 

改訂 

2014.1 

CACE/6

58 

S.1503-2 

RR 第 22 条における制

限値を持つ NGSO の FSS

システムのネットワー

クにより生じる電力レ

ベル及びこれらのレベ

ルの適合性を計算する

ソフトウェアツールを

開発する際に使用され

る機能 

勧告 ITU-R S.1503-1 は、RR 第 22 条

における制限値の対象となる NGSO の

FSSシステムのネットワークにより生

じる電力レベル及びこれらのレベル

の適合性を計算するソフトウェアツ

ールを開発する際に使用される機能

を規定したもの。 

本改訂案は、赤道面軌道や長楕円軌道

を含む非静止衛星システムの様々な

軌道の解析をするための中心となる

アルゴリズムの充実や最悪ケースに

おける幾何アルゴリズムの補強等を

行うことを目的としている。 

WP4A ／

N/A 
改訂 

2014.1 

CACE/6

58 

BO.1443-

3 

RR AP30 の周波数帯に

おける NGSO衛星を含む

衛星の干渉評価で使用

する BSS 地球局の参照

アンテナパターン 

勧告 ITU-R BO.1443-2 は、NGSO 衛星

を含む干渉評価で用いられる BSS 地

球局のアンテナパターンを規定する

もの。 

本改訂案は、RR 第 22 条で規定されて

いる epfd 値を計算するための主要な

アルゴリズムが規定されている勧告

S.1503 に基づくソフトウェアの導入

において、勧告 BO.1443-2のエディト

リアルなエラーが見つかったため、こ

れらのエラーを修正することを目的

としている。 

WP4A ／

N/A 
改訂 

2014.7 

CACE/6

82 



34 

 

BO.2063-

0 

12 GHz 帯 BSS 地球局の

開口径 55-75 cmのアン

テナのアンテナパター

ン 

本勧告案は、衛星放送業務(BSS)の地

球局のアンテナパターンをまとめた

ものであり、ブルガリアにより提案さ

れ、WP4A で検討が進められてきたも

のである。 

WP4A ／

N/A 
新規 

2014.1

0 

CACE/6

91 

M.1787-2 

1164-1215 MHz 帯 、

1215-1300 MHz 帯及び

1559-1610 MHz 帯で運

用する RNSS（宇宙から

地球及び地球から宇

宙）のシステム及びネ

ットワーク特性並びに

送信宇宙局の技術特性 

本 勧 告 は 、 1164-1215 MHz 帯 、

1215-1300 MHz 帯及び 1559-1610 MHz

帯で運用する無線測位衛星業務

（RNSS）（宇宙から地球及び地球から

宇宙）のシステム特性を規定する勧告

である。改訂の内容は、QZSS の体制

を全衛星 3 機のコンスタレーション

から全衛星 7 機のコンスタレーショ

ンへ更新するものであり、日本により

WP4C へ改訂の提案が入力されたもの

である。 

WP4C ／

288/4、 

217-2/

4 

改訂 

2014.1

0 

CACE/6

91 

M.1850-2 

IMT-2000 の衛星コンポ

ーネントにおける無線

インターフェイスの詳

細な特性 

本勧告は、IMT-2000 衛星系の無線イ

ンターフェースを規定したものであ

る。改訂の内容は、無線インターフェ

ース H（GMR-1）の Release 3 の最新

版に関する情報を追記するものであ

る。 

WP4B ／

N/A 
改訂 

2014.1

0 

CACE/6

91 

S.2062-0 

固定衛星業務における

随時利用の地球局送信

で用いるデジタル変調

キャリア識別システム 

本新勧告案は、随時利用の FSS地球局

送 信 に 関 し 、 送 信 キ ャ リ ア に

Carrier-ID を付与し、干渉源を早期

特定することを目的として、我が国主

導により、WP 4Bにおいて検討が進め

られてきたもの。 

WP4B ／

N/A 
新規 

2014.1

0 

CACE/6

92 

M.1478-3 

406-406.1 MHz 帯で運

用する Cospas-Sarsat

システムの保護基準 

本改訂勧告案は、406-406.1 MHz帯で

運用する Cospas-Sarsat システムの

保護基準を規定したものであり、

WRC-15議題 9.1課題 9.1.1（406-406.1 

MHz帯 MSSの保護の検討）に関して、

改訂作業が進められてきたもの。改訂

の主な内容は、Galileo衛星に搭載さ

れた SAR（捜索・救助）レピーターの

保護基準を記述した Annex 10 及び

Cospas-Sarsatシステムの全ての装置

の全体的な技術特性をまとめた Annex 

11 を追加することである。 

WP4C ／

N/A 
改訂 

2014.1

0 

CACE/6

92 

S.352-4 

固定業務によるアナロ

グ送信機システムのた

めの仮想的基準回線 

世界中の衛星ネットワークで利用さ

れる FDM/FM キャリアの減少により、

関連する勧告を削除することとした

もの。 

WP4B ／

N/A 
削除 

2014.1

0 

CACE/6

92 

S.353-8 

FSS の FDM 方式電話通

信のための仮想的基準

回線における許容雑音

電力 

世界中の衛星ネットワークで利用さ

れる FDM/FM キャリアの減少により、

関連する勧告を削除することとした

もの。 

WP4B ／

N/A 
削除 

2014.1

0 

CACE/6

92 

S.464-2 

FSS の FDM 方式電話通

信用の周波数変調シス

テムのためのプリエン

ファシス特性 

世界中の衛星ネットワークで利用さ

れる FDM/FM キャリアの減少により、

関連する勧告を削除することとした

もの。 

WP4B ／

N/A 
削除 

2014.1

0 

CACE/6

92 

S.481-2 FSS システムにおける 世界中の衛星ネットワークで利用さ WP4B ／ 削除 2014.1
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FDM 方式を用いた電話

通信の実際のトラフィ

ックのノイズの測定 

れる FDM/FM キャリアの減少により、

関連する勧告を削除することとした

もの。 

N/A 0 

CACE/6

92 

S.482-2 

ユニフォームスペクト

ル信号による FSS の

FDM 方式の電話通信を

用いたシステムのパフ

ォーマンス測定 

世界中の衛星ネットワークで利用さ

れる FDM/FM キャリアの減少により、

関連する勧告を削除することとした

もの。 

WP4B ／

N/A 
削除 

2014.1

0 

CACE/6

92 

M.[MSS-R

DSS-SHAR

E] 

pfd 調整閾値を用いた

2483.5-2500 MHz 帯の

RDSS及び MSSと FSの調

整 

本勧告は 2483.5-2500 MHz 帯 RDSS や

移動衛星業務（MSS）が pfd 調整閾値

を超過した場合に、その超過が発生し

た地表面の領土の主官庁との周波数

調整を支援するものである。 

WP4C ／

N/A 
新規 

2015.9

.10 ま

で郵便

投票中

（ 採

択） 

M.2014-1 
IMT-2000 衛星端末の世

界的流通 

本改訂は最新の技術動向を反映する

ため、IMT-2000 衛星端末に加え、

IMT-Advanced 衛星端末の記述を追加

するものである。 

WP4B ／

N/A 

新規 

改訂 

2012.3 

CACE/5

67 

2015.9 

CACE/7

52 

M.1831-1 
RNSS システム間干渉評

価のための調整方法 

本改訂は、①ITU-R勧告フォーマット

に合わせるための編集上の修正、

②Annex1 のテキスト、図、数式の明

確化、③短時間の pseudo random noise 

(PRN) code を含む RNSSの干渉につい

て追記するものである。 

WP4C ／

N/A 
改訂 

2015.9 

CACE/7

52 

M.2031-1 

5010-5030MHz帯の RNSS

（宇宙から地球）受信

地球局の特性及び保護

基準並びに送信宇宙局

の特性 

 

本勧告案は、5010-5030MHz 帯で運用

する無線航行衛星業務の受信地球局

の特性及び保護基準並びに送信宇宙

局の特性を定めている。本情報によ

り、無線航行衛星業務以外の電波源か

ら 5010-5030MHz 帯におけるシステム

及び網に与える無線周波数干渉の分

析を行うことを目的としている。 

本改訂は ITU-R 勧告フォーマットに

合わせるエディトリアルな修正及び

QZSS に関する情報を最新のものに更

新している。 

WP4C ／

288/4、

217-2/

4   

新規 

改訂 

2012.1

2 

CACE/5

98 

2015.9 

CACE/7

52 

M.1906-1 

5000-5010MHz帯の RNSS

（地球から宇宙）受信

宇宙局の特性及び保護

基準並びに送信地球局

の特性 

本改訂は ITU-R 勧告フォーマットに

合わせるエディトリアルな修正及び

QZSS に関する情報を最新のものに更

新している。 

WP4C ／

288/4、

217-2/

4   

改訂 

2015.9 

CACE/7

52 

S.1717-1 

地球局アンテナパター

ンの電子データファイ

ルフォーマット 

本改訂は勧告のスコープを BSS 地球

局アンテナに拡大するもの（現状 FSS

アンテナのみとしている）。 

Azimuth及び elevation planeのみの

アンテナ測定データしかない場合に

ついて Annex を追加し、記載してい

る。 

WP4A ／

N/A 
改訂 

2015.9 

CACE/7

52 

S.1587-3 

FSS に分配された 5 

925-6 425 MHz 及 び

14-14.5 GHz 帯におけ

BR によって管理されるデータバンク

に ESV 特性を提出するための改訂で

ある。 

WP4A ／

N/A 
改訂 

2015.9 

CACE/7

52 
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る FSS 衛星と通信する

船上地球局の技術特性 
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第５章 ＲＡへの対処（ＳＧ５関連） 
 

 
１  研究対象 

ＳＧ５は、「移動業務、固定業務、無線測位業務、アマチュア業務及びアマチュア衛星業

務」を研究対象としている。我が国からは、議長として、橋本明氏（NTT ドコモ）を選出し

ている。 

 

 

２  ＲＡ－１５に提出される勧告案 

ＲＡ－１５に提出されるＳＧ５関連の勧告案及びその評価一覧を表５－１に示す。提出さ

れる勧告案５件については、我が国として、静観又は支持の対処を行う。 

 

 

３  ＲＡ－１５に提出される決議案 

ＲＡ－１５に提出されるＳＧ５の決議案の評価一覧を表５－２に示す。提出される４件の

決議案については、我が国として、支持の対処を行う。 

主な決議案の概略は、以下のとおりである。 

 

(1) 決議 56[改訂] IMT（International Mobile Telecommunications）の名称 

【概要】  

 「IMT-2000」（3G）、「IMT-Advanced」（4G）等の IMT の名称を規定する決議について、

5G の呼称として「IMT-2020」を盛り込むための改訂を行う。 

 

(2) 新決議[IMT.PRINCIPLES]  2020年以降の IMTの将来開発プロセスに関する原則 

【概要】  

  2020 年以降の IMT（5G とそれ以降）の無線インターフェース勧告等の将来開発プロセ

スに関する原則（開発作業工程、進め方等に関するもの）について規定した新決議案。 

 

 

４ 課題の見直し 

 ＳＧ５における次会期の研究課題及びその評価一覧を表５－３に示す。今会期は、当初 31

件の研究課題があり、会期中に、６件の新規追加、６件の改訂及び８件の削除を行った。（回

章によりＲＡ－１５までに完了予定。）ＲＡ－１５において承認が必要とされる改訂及び削

除はない。次会期の研究課題は、我が国として、引き続き研究を支持する。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

(1) ITS（研究課題 205-5/5） 

【概要】 

  ITSの構成要素、機能、周波数要件等について研究するもの。 

 

(2) 地上系 IMTのさらなる開発（研究課題 229-3/5） 

【概要】 

  地上系 IMTについて、その高度化に伴う技術要件、アプリケーション等の研究を行うも  

 の。 

 

(3) 航空及び海上システムの保護基準（研究課題 235-0/5） 

【概要】  
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  勧告がまだ制定されていない航空移動、海上移動及び無線測位のシステムの技術及び運  

 用特性並びに必要な保護基準について、研究するもの。 

 

(4) 固定業務及びその他の業務のシステム間における周波数共用と互換性（研究課題

252-0/5） 

【概要】  

  固定業務と同一帯域で動作する共用の業務の技術面・運用面の干渉の許容値、固定業務   

 と同一帯域で動作する共用の業務以外のアプリケーションから固定業務への干渉の許容 

 値及び固定業務の隣接帯域で動作するシステムからの不要放射の許容値を検討するもの。 

 

 

５ 参考事項 

 ＳＧ５は、2012 年 11 月、2013 年 12 月、2014 年 11 月、2015 年７月に開催され、68 件の

新規及び改訂勧告案が郵便投票等に付され、承認されている。今会期中に承認された勧告リ

ストを表５－４に示す。 

 重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

(1) 高度道路交通システム（ITS） 

日本が中心となり、Advanced ITSとして ETSI、IEEE、ARIB 等の規格を含め、ITS 用の

車車間及び路車間通信の特定の無線インターフェース標準を示した新勧告案 M.[V2X]が

SG5 へ上程され、PSAA 手続に付されることとなった。また、レポート「Advanced 高度

道路交通システム無線通信」(M.2228)が改訂され、2015 年 7月に SG5 で承認された。 

 

(2) VHFデータ交換システム（VDES）について 

WRC-15議題 1.16において、VHF帯を用いた海上通信の高度化等に係る検討が進められ、

VDES（VHF Data Exchange System）の技術的事項を定めた勧告 M.[VDES]が WP5B において

作成された。2015年 7月に開催された SG5会合においてロシアが勧告化に反対したため、

RA-15 に提出されている。 

 

(3) 共用研究で用いられるアンテナの標準輻射パターン（研究課題 242） 

固定業務で用いられるアンテナの標準輻射パターンに関する勧告 F.1336 について、

WP5C において、我が国からの提案に基づき、移動通信業務用のアンテナにも適用範囲を

拡大すること、適応可能周波数の下限を１GHｚから 400MHzへ拡張すること、セクタアン

テナ参照パターンとして新規定式を追加すること等の改訂が行われた。 

本勧告の改訂に伴い、研究課題 242 についても移動業務を対象に加える改訂提案が行

われた。 

 

(4) IMTについて 

2014 年 11月に、新レポート「地上 IMTシステムの将来技術動向」(M.2320)が SG5で承

認された。2012 年 7 月から議論が行われてきた 5G の将来ビジョンに関する新勧告案 

M.[IMT.VISION]について、SG5で採択され、現在郵便投票による承認手続が行われている。 
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表５－１ ＲＡ－１５に提出される勧告案の評価 

勧告番号 勧告名 概要 

関連Ｗ

Ｐ／課

題番号 

新規 

改訂 

削除 

対応 備考 

M.1036-4 

無線通信規則（RR）

における IMTに特定

された周波数帯の

IMT 地上コンポーネ

ント導入のための

周波数配置 

IMT 地上系の周波数アレ

ン ジ メ ン ト の

450-470MHz,694-960MHz, 

1710-2200MHz の各帯域

に新たな配置を含める修

正提案。 

WP5D 改訂 静観  

M.[BSMS700]  

第 1 地域の 694MHz

以下の既存サービ

ス保護に必要な、

694-790MHz帯IMT移

動局の帯域外発射

制限 

第1地域での694MHz以下

における既存サービス保

護のための 694-790MHz

帯で運用する IMT移動局

からの OOBE 制限につい

て主管庁に対して指針を

示すもの。 

WP5D 新規 静観  

M.[AMS-CHAR-15GHZ] 

14.5-15.35 GHzの周

波数帯における航

空移動業務システ

ムのための技術特

性及び保護基準 

15GHz 帯を利用する AMS

の技術特性及び保護基準

を規定する勧告案であ

り、2012年 11月の WP5B

会合における米国からの

提案により検討が開始さ

れた。直近の WP5B会合に

おいては、本勧告案の最

終化に向けて検討を行っ

た。米国、カナダは、過

去 2回の会合において寄

与文書が入力されていな

いことを踏まえて本勧告

案は安定しているとし

て、合意すべきとの意見

であったが、ロシアより、

本勧告案の特性は既存の

固定・移動業務等へ影響

を与える懸念があり、本

勧告案の更なる検討が必

要であるとの意見が出さ

れ、SG5 会合で RA-15 に

送られることとなった。 

WP5B 新規 支持  

M.[VDES] 

VHF 海上移動帯にお

ける VHFデータ通信

システムの技術特

性 

VHF 帯の海上通信の高度

化等に向けた検討が議題

1.16 において進められ

ている。直近の WP5B会合

では、 VDES（ VHF Data 

Exchange System）の技術

特性を定める新勧告案の

最終化に向けた検討等を

行 っ た 。 ロ シ ア か ら

WRC-15 における分配が

決まる前に周波数の利用

を勧告で定めることは不

WP5B 新規 支持  



40 

 

適切であるとの意見があ

り、日本、米国、ドイツ、

フランスより、本勧告は

技術的検討に関するもの

であり周波数の利用につ

いて定めるものではない

との意見が出されたが合

意されず RA-15 に送られ

ることとなった。 

M.541-9 

海上移動業務にお

けるデジタル選択

呼出装置を使用す

るための運用手順 

海上移動業務におけるデ

ジ タ ル 選 択 呼 出 装 置

（DSC）を使用するための

運用手順について記載さ

れており、本改訂では、

MOB（man overboard：海

中転落者）デバイスに関

する運用手順の追記等を

行っている。本勧告は RR

で参照により引用されて

いる勧告であり、WRC-15

に間に合わせるために、

採択は郵便で行い、承認

については RA-15で行う

こととなった。 

WP5B 改訂 支持  

 
 

表５－２ ＲＡ－１５に提出される決議案 

決議番号 決議名 概要 

新規 

改訂 

削除 

対応 備考 

決議

［IMT.PRINCIPLES］ 

2020年以降の IMTの将来

開発プロセスに関する原

則 

2020 年以降の IMT

（5Gとそれ以降）の

無線インターフェ

ース勧告等の将来

開発プロセスに関

する原則（開発作業

工程、進め方等に関

するもの）について

規定した新決議案。 

新規 支持 
WP5D 

SG で採択 

決議 50-2 
継続的 IMT の開発におけ

る無線通信部門の役割 

IMT に つ い て の

ITU-R 活動工程を関

連する研究委員会

において整備し、効

果的に作業が進捗

するよう規定した

決議について、所要

の現行化を行うも

の。 

改訂 支持 
WP5D 

SG で採択 

決議 56-1 

IMT （ International 

Mobile 

Telecommunications）の

名称 

「IMT-2000」（3G）、

「 IMT-Advanced 」

（4G）等の IMTの名

称を規定する決議

に、5G の呼称として

改訂 支持 
WP5D 

SG で採択 
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「IMT-2020」を盛り

込むための改訂を

行うもの。 

決議 17-4 

IMT(IMT-2000 及 び

IMT-Advanced)の既存網

との統合 

IMT 方式の既存ネッ

トワークへの統合

については多くの

国で実現されてお

り、本決議の目的は

達せられた考えら

れるので削除を行

うもの。 

削除 支持 
WP5D 

SG で採択 

 

 

 

表５－３ 次会期の研究課題及び評価 
 

研究課題番号 研究課題名 概要及び評価 

新規 

備考 
継続 

改訂 

削除 

‘1-5/5 

陸上移動業務に必要な干

渉保護比及び最小電界強

度 

[概要] 

改訂 

WP5A 

2015.10.1まで

郵便投票中 

移動業務で要求される干渉保

護比と最小の電界強度につい

て研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

‘7-7/5 
30 から 6000MHz の間の陸

上移動業務の機器の特性 

[概要] 

継続 WP5A 

30-6000MHz帯の陸上移動業務

の技術特性について研究を行

うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

‘37-6/5 
特殊利用のためのデジタ

ル陸上移動システム 

[概要] 

継続 WP5A 

基地局性能、カバレッジエリ

ア、機器の複雑さ等を考慮し、

陸上移動業務のシステムにつ

いて、周波数効率や最適な技

術特性を研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

‘48-6/5 

アマチュア業務及びアマ

チュア衛星業務における

技術及び周波数の利用 

[概要] 

改訂 

WP5A 

2015.10.1まで

郵便投票中 

アマチュア業務及びアマチュ

ア衛星業務について研究を行

うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 
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‘62-2/5 
航空移動業務及び航空無

線航行業務への混信 

[概要] 

継続 WP5B 

IEC/CISPRの混信測定方法に

関して、航空関係業務の保護

規定の策定に有用な基準があ

るか、また、他の無線業務、

情報機器が ISM から受ける混

信累積効果の測定方法につい

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

77-7/5 

IMT開発及び実用化にお

ける開発途上国の要求の

検討 

[概要] 

継続 WP5D 

通信が未発達の地域におい

て、有効な通信手段として IMT

をいかに導入するかについて

研究。 

[評価] 

特に問題なし。 

101-4/5 
陸上移動業務におけるサ

ービス品質の要求条件 

[概要] 

継続 WP5A 

陸上移動アプリケーションに

適した符号化方式に関する研

究。 

[評価] 

特に問題なし。 

110-3/5 

共用検討に用いられる

point-to-point 方式の固

定無線システムアンテナ

の標準輻射パターン 

[概要] 

継続 WP5C 

共用検討に用いられる固定無

線（point-to-point システ

ム）アンテナの輻射パターン

に関する研究。 

[評価] 

特に問題なし。 

205-5/5 
高度道路交通システム

（ITS） 

[概要] 

継続 WP5A 

ITSの構成要素、機能、周波数

要件等について研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

209-4/5 

災害通信の支援における

移動業務、アマチュア業務

及びアマチュア衛星業務

の利用 

[概要] 

改訂 

WP5A 

2015.10.1まで

郵便投票中 

災害時通信における移動、ア

マチュア及びアマチュア衛星

業務の貢献について研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 



43 

 

 

212-4/5 

無線 LAN を含んだノマデ

ィック無線アクセスシス

テム 

[概要] 

継続 WP5A 

無線 LAN を含むノマディック

ワイヤレスアクセスシステム

（NWA）について、技術及び運

用要件等について研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

215-4/5 

固定および/もしくは陸上

移動業務における固定無

線アクセスシステムの周

波数帯域、技術特性及び運

用要件 

[概要] 

継続 WP5A 

FWAシステムに最適な周波数

帯、技術特性及び運用要件等

について研究を行うもの。 

 [評価] 

特に問題なし。 

229-3/5 
地上系 IMTのさらなる開

発 

[概要] 

改訂 

WP5D 

2015.10.1まで

郵便投票中 

地上系 IMTについて、その高

度化に伴う技術要件、アプリ

ケーション等の研究を行うも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

235-0/5 
航空及び海上システムの

保護基準 

[概要] 

継続 WP5B 

勧告がまだ制定されていない

航空移動、海上移動及び無線

測位のシステムの技術及び運

用特性並びに必要な保護基準

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

238-2/5 
移動広帯域無線アクセス

システム 

[概要] 

継続 WP5A 

移動業務の広帯域無線アクセ

スシステムを研究するもので

あり、研究すべき項目として、

存在する無線インターフェー

ス標準規格、技術・運用条件

等がある。 

[評価] 

特に問題なし。 

241-2/5 
移動業務におけるコグニ

ティブ無線システム 

[概要] 

改訂 

WP5A/D 

2015.10.1まで

郵便投票中 

コグニティブ無線の技術的特

性について研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 
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242-1/5 

共用研究のために用いら

れる P-MP

（Point-to-Multipoint）

固定無線システムでの無

指向性及び扇形アンテナ

の標準輻射パターン 

[概要] 

改訂 

WP5C/A/D 

2015.10.1まで

郵便投票中 

P-MP無線方式用オムニ・ディ

レクショナル及びセクトラル

タイプのアンテナに対し共用

検討用にどの参照パターンを

定義していくのかを検討す

る｡ 

[評価] 

特に問題なし。 

246-0/5 

適応型 HFシステムのため

の技術特性及びチャネル

要求 

[概要] 

継続 WP5C 

スペクトラムの効率的利用及

び干渉の最小化を考慮した適

応型 HFシステム導入のための

適切な技術特性及びチャネル

要求について研究する。 

[評価] 

特に問題なし。 

247-1/5 
固定無線システムの周波

数配置 

[概要] 

継続 WP5C 

固定通信における好ましい周

波数配置やブロック単位での

周波数配置を検討するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

248-0/5 

災害の緩和及び救援のた

めに用いられる固定無線

システムの技術上及び運

用上の特性 

[概要] 

継続 WP5C 

災害低減・救済に使用される

固定通信における好ましい技

術的・運用的な特性等を研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

250-1/5 

陸上移動業務における、広

域エリアを対象としたセ

ンサネットワーク及び

M2M通信に適用する移動

無線アクセスシステム 

[概要] 

継続 WP5A 

広いエリアを対象としたセン

サネットワークに適用する移

動通信システムに関して、技

術面・運用面の要求条件およ

び技術的特性などを策定する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

252-0/5 

固定業務及びその他の業

務のシステム間における

周波数共用と互換性 

[概要] 

継続 WP5C 

固定業務とその他の業務間に

おける技術面・運用面の共用

条件を策定するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 
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253-0/5 
固定業務の利用と将来の

傾向 

[概要] 

継続 WP5C 

今後 10年間またはそれ以降に

おける固定通信の適用先や技

術開発の将来動向についてま

とめるもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

254-0/5 

補聴システム援助のため

の短距離公衆無線アクセ

スシステムの運用 

[概要] 

継続 

WP5A 

今会期中に新

規追加 

補聴システム補助のための狭

域無線公衆アクセスシステム

の適切な技術的及び運用的特

性等を研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

255-0/5 

パケットベースシステム

を含む固定無線システム

における性能、稼働率目標

及び要件 

[概要] 

継続 

WP5C 

今会期中に新

規追加 

パケットベースシステムを含

めた FWS の性能、稼働率目標、

物理データ層の要件に関する

研究課題である。研究課題の

目標を 2019 年までとしてい

る。 

[評価] 

特に問題なし。 

[THZ LAND 

MOBILE CHAR]/5 

275-1 000 GHz周波数帯の

陸上移動業務における技

術及び運用特性 

[概要] 

新規 

WP5A 

2015.10.1まで

郵便投票中 

275-1 000 GHz周波数帯の陸上

移動業務における技術及び運

用特性について研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

XXX/5 
大気圏より上空における

航空機の技術面と運用面 

[概要] 

新規 

WP5B 

2015.10.1まで

郵便投票中 

航空機の航行を支援するため

に高度 100km以上において運

用されるスペースプレーンに

ついて、システムの要件や、

どの無線業務とすべきか等に

ついて研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

[ABOVE 275 GHZ 

FIXED CHAR]/5 

275-1000GHz 帯における

固定業務の技術上及び運

用上の特性 

[概要] 

新規 

WP5C 

2015.10.1まで

郵便投票中 

広帯域を用いた高速かつ大容

量通信の固定業務用アプリケ

ーションの実現に向け、

275-1000GHz を用いた固定業

務の研究を行うものであり、

日本より提案を行ったもの。 

[評価] 

特に問題なし。 
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[HF 

ENVIRONMENT]/5 

HF 帯環境改善のための上

空波通信局の技術・運用原

理 

[概要] 

新規 

WP5C 

2015.10.1まで

郵便投票中 

HF 帯無線通信の管理向上およ

び HF帯のバックグラウンドノ

イズの軽減のために関係機関

が導入できる技術・運用原理

について検討を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

202-3/5 
一次レーダシステのム不

要発射 

[概要] 

削除 

WP5B 

2015.10.1まで

郵便投票中 

レーダーからのスプリアス発

射レベル、測定技術、軽減方

策及びその技術的、経済的影

響、軽減方策による達成され

るレベルについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

225-0/5 

無免許の無線局によるＨ

Ｆ帯での航空及び海上移

動業務への混信 

[概要] 

削除 

WP5B 

2015.10.1まで

郵便投票中 

航空及び海上移動業務で使用

される HF信号の混信低減技術

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

231-0/5 
3GHｚ以上の帯域での広帯

域航空テレメトリの運用 

[概要] 

削除 

WP5B  

2015.10.1まで

郵便投票中 

3GHz以上の帯域の広帯域航空

テレメトリの運用について、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

240-0/5 

3 から 50 MHzの周波数範

囲で運用する短波表面波

レーダーシステムの技術

及び運用特性とスペクト

ラム要件 

[概要] 

削除 

WP5B 

2015.10.1まで

郵便投票中 

3-50MHｚ帯で動作する短波レ

ーダーが海洋の表面流観測等

に用いられるレーダー（海洋

レーダー）として、研究面、

実用面での利用が増えている

ことから、その技術・運用特

性について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 
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249-0/5 
無線航空機内通信（WAIC）

の技術特性及び運用要件 

[概要] 

削除 

WP5B 

2015.10.1まで

郵便投票中 

航空機内に閉じた中での情報

伝達に利用される無線システ

ムである WAICに関して、飛行

の安全性や飛行無線技術等の

利益のため、周波数の効率的

な使用を考慮に入れた保護評

価基準を研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

251-0/5 
IMT基地局用受動・能動ア

ンテナシステム 

[概要] 

削除 

WP5D 

2015.10.1まで

郵便投票中 

IMT基地局用受動・能動アンテ

ナの研究を行うもの。研究完

了（Report ITU-R M.2334承認）

により削除。 

[評価] 

特に問題なし。 

 

 
 

 

 

表５－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連Ｗ

Ｐ／ 

課題番

号 

新規 

備考 
改訂 

削除 

M.493-13 
海上移動業務で使用する

DSCシステム 

［勧告内容］ 

本勧告は、DSC 機器の簡単化、海上

移動業務での DSCの使用、ユーザ

インターフェース等について規定

しているもの。定義の改訂、削除、

新定義の追記等を行うために更新

される。 

WP5B 改訂 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中 

M.[V2X] 

ITSアプリケーションの

ための車車間、路車間通

信の無線インターフェー

ス標準 

[勧告内容] 

ITS用の車車間及び路車間通信の

特定の無線インターフェース標準

を明らかにする。本勧告中の技術

及び運用上の特性は、ITS及び MS

アプリケーションに既に使用され

ている現行の既存の周波数帯に基

づいている。 

WP5A 新規 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中 
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M.[WAIC_

CONDITIO

NS] 

4200-4400MHz帯での航

空移動（R)業務での WAIC

システムの使用に関する

技術的条件 

[勧告内容] 

4200-4400MHz帯における航空機内

無線通信（WAIC）システムに限定

した航空移動(R)業務の使用に関

する技術的な条件を定めた勧告。

同帯域では、既存業務として航空

無線航行業務が運用されており、

電波高度計の保護のために eirp密

度を勧告している。 

WP5B 新規 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中 

F.[FS 

DEPLOY] 

固定業務の

Point-to-point システ

ムの配置シナリオ 

[勧告内容] 

固定業務の Point-to-pointシステ

ム局の配置シナリオについての新

勧告であり、アンテナ仰角、回線

長、アンテナ高に関する統計情報

を提供するもの。 

WP5C 

Q252/5 
新規 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中 

M.1544-0 
アマチュア無線家の最低

資格 

[勧告内容] 

運用技術知識の最低レベルの勧告

を行うもの。 

WP5A 改訂 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中 

F.1247-3 

2025-2110MHz及び

2200-2290MHz帯におけ

る宇宙探査、宇宙通信、

地球探査業務との共用検

討を促進するための固定

業務の技術・運用上の特

性 

[勧告内容] 

2025-2110MHz及び 2200-2290MHz

帯における宇宙探査業務との共用

を促進するための固定業務の技

術・運用上の特性について記載し

たものであり、放射を制限するた

め GSO衛星の軌道位置を提供する

ものであり、今会期中に 2度の改

訂が行われている。改訂内容は保

護対象となる軌道位置の追加なら

びに既存固定業務局の運用の継続

性を保証するもの及び

2200-2290MHz帯における軌道位置

の共用を促進するため、勧告 ITU-R 

SA.1275の改訂に従い、新たな軌道

位置の追加を提案するもの。 

WP5C 

Q118/7 

Q252/5 

改訂 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中

CACE/606 

PSAA 

F.1509-2 

25.25-27.5GHz帯におけ

る P-MP固定業務と衛星

間サービスの間の共用を

促進するための技術・運

用上の要件 

[勧告内容] 

25.25-27.5GHz帯における軌道位

置の共用を促進するため、送信ハ

ブの最大 EIRP密度や固定衛星の軌

道等を定めたものであり、今会期

中に 2度の改訂が行われている。

改訂内容は、保護対象となる軌道

位置の追加および既存固定業務局

の運用の継続性を保証する改訂及

び勧告 ITU-R SA.1276 の改訂に従

い、新たな軌道位置の追加を提案

するもの。 

WP5C 

Q118/7 

Q252/5 

改訂 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中

CACE/606 

PSAA 
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F.1249-3 

25.25-27.5GHz帯におけ

る固定業務における

PtoPシステムと衛星間

サービスの間の共用を促

進するための技術・運用

上の要件 

[勧告内容] 

25.25-27.5GHz帯における PtoP固

定システムと衛星間サービスの間

の共用を促進するため、固定シス

テムから衛星軌道への最大 EIRPを

規定するものであり、今会期中に 2

度の改訂が行われている。改訂内

容は保護対象となる軌道位置の追

加および既存固定業務局の運用の

継続性を保証するもの及び勧告

ITU-R SA.1276の改訂に従い、新た

な軌道位置の追加、appendix に記

載のプログラムを修正するもの。 

WP5C 

Q118/7 

Q252/5 

改訂 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中

CACE/606 

PSAA 

F.758-5 

固定業務におけるデジタ

ル固定無線システム、そ

の他の業務及びその他の

干渉源との共用又は実現

可能性についての基準の

策定に関するパラメータ

及び検討事項 

[勧告内容] 

固定デジタルシステムの共用の基

準について定めた勧告であり、改

訂内容は 40.5-43.5GHz, 

59-64GHz, 64-66GHz及び

71-76/81-86GHz 帯における固定業

務の新たなシステムパラメータの

追加及び一部エディトリアルな修

正を提案している。 

WP5C 改訂 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中 

F.1777-0 

共用研究用に使われる固

定サービスの屋外 TV放

送、ENG及び EFPについ

てのデジタルシステムの

特性 

[勧告内容] 

放送番組作成時の中継等に用いる

固定無線システム（TVOB、ENG 及び

EFP）について、他のシステムとの

電波干渉を検討する際に用いるべ

きシステム特性についてまとめた

勧告であり、改訂内容は、アナロ

グ回線に関する記述を削除し、デ

ジタルシステムに勧告の範囲を限

る修正を行うもの。 

WP5C 

Q225/9 
改訂 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中 

M.1849-0 
地上気象レーダーの技術

及び運用面 

[勧告内容] 

本勧告は、地上気象レーダーの技

術及び運用特性をまとめた勧告で

あり、本改訂は、2700-2900MHz帯

におけるレーダーの技術パラメー

タをまとめた表について、米国の

提案により新たな気象レーダーに

ついての追記を行うものである。 

WP5B 改訂 

CACE/741 

PSAA 

2015.9.3

0 まで郵

便投票中 

M.[IMT.V

ISION] 

IMTビジョン – 「2020

年以降の IMTの将来開発

についての枠組及び目

的」 

[勧告内容] 

想定する利用シナリオに関連する

幅広い機能を含む、2020年以降の

IMTの将来開発の枠組みの詳細を

述べるもの。 

WP5D 新規 

CACE/739 

2015.9.2

9 まで郵

便投票中 
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M.2012-1 

IMT-Advanced地上無線

インターフェースの詳細

仕様 

[勧告内容] 

IMT-Advanced（第４世代移動通信

システム）の詳細無線インターフ

ェースを定める勧告。LTEを基本技

術とする LTE-Advanced及び WiMAX

を基本技術とする

WirelessMAN-Advanced の２つの無

線方式が採択されている。

IMT-Advanced地上コンポネントの

特定技術を最新のものに更新する

ため、LTE-Advanced無線インター

フェース技術の拡張機能の追記等

を行うもの。 

WP5D 改訂 

CACE/739 

2015.9.2

9 まで郵

便投票中

CACE/667 

 

M.1174-3 

450-470 MHz 帯を用いる

船上通信設備の技術基準 

[勧告内容] 

本勧告は、450-470 MHz 帯を用いる

船上通信設備の技術基準に係る勧

告である。今回の改訂は、アナロ

グ変調方式に加えデジタル変調方

式に係る記述の追加、新たな周波

数アレンジメントやチャネル番

号、混雑回避のための干渉軽減技

術、アナログ技術の保持の条項に

ついて記載されている。 

WP5B 改訂 CACE/724 

M.690-3 

121.5MHzと 243MHz のキ

ャリア周波数での EPIRB

の制御の技術基準 

[勧告内容] 

本勧告は、EPIRB の制御の技術基準

に関する勧告であり、今回の改訂

では、技術的に曖昧となっていた

部分について、明確化を行うエデ

ィトリアルな改訂である。 

WP5B 改訂 CACE/724 

M.585-7 
海上移動業務における識

別番号の使用と割当て 

[勧告内容] 

本勧告は、海上移動業務における

識別番号（MMSI）の使用と割当て

に関する勧告であり、今回の改訂

では、フォーマット 00MID4XXXを

用いた AIS中継局関して、新しい

項目を設ける点、末尾の 0に関連

するテキストの明確化、AIS-SART

に関し'transponder'を

'transmitter'とする記述へ変更

された。 

WP5B 改訂 CACE/724 

 

M.2068-0 

14.5-15.35 GHz 帯周波数

における移動業務のシス

テム運用のための特性及

び保護基準 

[勧告内容] 

本勧告は、14.5-15.35 GHz周波数

帯の MSで運用するシステムのため

の特性及び保護基準を特定するも

の。これらの技術運用特性は、MS

とその他の業務システム間の両立

性分析に利用されることとなる。 

WP5A 新規 
CACE/713 

PSAA 
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M.2067-0 

航空機内無線通信のため

の技術特性および保護基

準 

[勧告内容] 

本勧告は、WAIC システムの技術・

運用特性及び保護基準を提供する

ものである。これらの特性は WAIC

システムと他業務との共用評価に

用いることが想定されている。 

WP5B 新規 
CACE/713 

PSAA 

M.1824-1 

共用研究における MSの

スタジオ外放送 TV、電子

ニュース取材、スタジオ

外制作のシステムの特性 

[勧告内容] 

RA-12、WRC-12結果を踏まえた更新

と、移動業務とその他業務間の ENG

アプリケーションに利用するモバ

イルブロードバンドネットワーク

間の共用研究への使用を想定し

た、技術運用特性の情報を追記す

るもの。 

WP5A 改訂 
CACE/713 

PSAA 

 

M.1076-1 

聴覚障害者のための無線

通信システム 

[勧告内容] 

聴覚障害者のための利用の現状、

技術特性、無線通信の実装 につ

いての情報を更新するもの。 

WP5A 改訂 
CACE/713 

PSAA 

M.1464-2 

無線測位の特性、

2700-2900MHzで運用さ

れる航空無線航行および

気象レーダの共用検討の

ため特性および保護基準 

[勧告内容] 

本勧告は、無線測位業務と他業務

のシステム運用について定めた勧

告であり、本改訂は航空無線航行

レーダ A,Bの特性の修正及び F1, 

F2 の記述を追記している。気象レ

ーダの特性及びそれらの関連テキ

ストを削除。軍事標定レーダ Mを

追記するとともに、レーダ受信機

の保護レベルの明確化を行ってい

る。 

WP5B 改訂 
CACE/713 

PSAA 

M.1465-2 

3100-3700MHzで運用さ

れる無線測位業務の特性

および保護基準 

[勧告内容] 

本勧告は、3100－3700MHz帯の地

上・船舶・航空レーダーについて

の運用の保護基準等の、技術面・

運用面の特性について定めてい

る。本改訂は海上で用いられるレ

ーダ C, D を追記。また、保護基準

を明確化するためのテキストを追

記している。 

WP5B 改訂 
CACE/713 

PSAA 

M.1463-3 

1215-1400MHzで運用さ

れる無線測位業務の特性

および保護基準 

[勧告内容] 

本勧告は、1215-1400MHz帯の無線

測位業務で運用されるレーダーの

保護基準及び特性を定める勧告で

ある。本改訂は

ESA(Electronically steerable 

arrays)の特性を追記するもの。 

WP5B 改訂 

CACE/713 

PSAA 

CACE/606 

PSAA 

 

M.1460-2 

2 900-3 100 MHzで運用

される無線測位業務の特

性および保護基準 

[勧告内容] 

本勧告は、2900-3100MHz帯での無

線測位システムの保護基準と技術

面・運用面での特性について定め

たものであり、本改訂は海上レー

ダの記述の修正及び特性を追記し

ている。 

WP5B 改訂 
CACE/713 

PSAA 
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F.1778-1 

固定業務における HF帯

適応システムのためのチ

ャネルアクセス要件 

[勧告内容] 

他のシステムとの与/被干渉を低

減するため、固定及び地上業務に

おける HF帯適応システムのための

チャネルアクセスの技術及び目的

をまとめたものであり、改訂内容

は、勧告タイトルに陸上移動業務

を追記し、DFSについての記載を追

記するもの。 

WP5C 

Q246/5 
改訂 

CACE/713 

PSAA 

M.2009-1 

決議 646（改 WRC-12）に

準拠した UHF帯の一部に

おける公衆保護及び災害

救助運用による利用のた

めの無線インターフェー

ス標準 

[勧告内容] 

UHF帯の一部で運用する PPDR に適

用する無線インターフェース基準

を特定するもの。LTE-Advanced 等

のブロードバンド無線標準を追加

等の改訂を行う。 

WP5A 改訂 
CACE/713 

PSAA 

M.2015-1 

決議 646（改 WRC-12）に

準拠した UHF帯における

公衆保護及び災害救助無

線システムのための周波

数調整 

[勧告内容] 

決議 646(改 WRC-12)に基づき 1Ｇ

ｈz以下で一部地域で運用する公

衆保護及び災害救助無線の周波数

調整についての指針を提供するも

の。決議 ITU-R 53、55、WRC 決議

644 (改 WRC-12)、646(改 WRC-12)、

647(改 WRC-12).に伴う、第 1地域

の一部 380-470MHｚ、第 2地域の

746-806 MHz、806-869 MHz、第 3

地域の 406.1-410 MHz、410-430 

MHz、806 824/851-869 MHz調整を

含む。 

WP5A 改訂 
CACE/713 

PSAA 

M.1457-1

2 

地上系 IMT-2000 の詳細

無線インタフェース 

［勧告内容］ 

地上系 IMT-2000の無線インタフェ

ースの詳細仕様に関する勧告。各

技術仕様の更新を行うもの。具体

的には、いくつかの無線インタフ

ェースにおける改善された性能の

追加、Overview セクション、GCS

への間接的な変更を行い、section 

6 及 び Annex 1 の 再 挿 入 、

Introduction パートへの ITU-R 

M.1457と ITU-R M.2012の関係を明

確化する脚注の追加、仕様に対す

る明確化の文章が各セクション

5.x.2 の最初に追加するもの。 

WP5D 改訂 

CACE/713 

PSAA 

CACE/605 

M.2069-0 

レーダ干渉解析のため

の、アンテナ回転・アン

テナカップリングの影響 

[勧告内容] 

本勧告は、干渉解析や共存解析の

ためのアンテナカップリングにお

けるアンテナの回転の影響を記述

したもの。 

WP5B 新規 CACE/711 

M.2070-0 

IMT-Advancedの地上無

線インターフェースを用

いた基地局の不要輻射特

性 

[勧告内容] 

本勧告は、IMT-Advanced地上無線

インターフェースを用いた基地局

の一般的不要輻射特性（スプリア

ス、アウトオブバンド（OOB）輻射）

特性を提供するもの。 

WP5D 新規 CACE/711 
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M.2071-0 

IMT-Advancedの地上無

線インターフェースを用

いた移動端末の不要輻射

特性 

[勧告内容] 

本勧告は、IMT-Advanced端末の世

界的普及のための技術的基盤確立

に適した、IMT-Advanced地上無線

インターフェースを用いた移動局

の一般的不要輻射特性（スプリア

ス、アウトオブバンド（OOB）輻射）

特性を提供するもの。 

WP5D 新規 CACE/711 

M.1638-1 

5 250 - 5 850 MHz にお

いて運用される気象レー

ダ、航空無線航行の共用

検討のための保護基準及

び特性 

[勧告内容] 

本改訂は、勧告 M.1849 に重複して

記載されている、気象レーダの技

術パラメータを削除し、いくつか

の非気象レーダの技術パラメータ

を追記している。また、勧告のフ

ォーマットを新しいものに変更し

ている。 

WP5B 改訂 CACE/711 

M.1827-1 

5 091-5 150 MHzの地上

アプリケーションに限定

される航空移動（R）業務

の局のための技術・運用

要件のガイドライン 

[勧告内容] 

本勧告は、5091-5150MHz帯での空

港面に限定した AM(R)Sの局の運

用・技術面の要件について定めた

ものである。今回の改訂では、

WRC-12で削除された航空セキュリ

ティシステムのための航空移動業

務の反映及び固定衛星帯業務との

共用を確保した上での航空移動

（R）業務の柔軟性に関する記述の

追記を行っている。 

WP5B 改訂 CACE/711 

M.2003-1 

60GHz 帯のマルチプルギ

ガビットワイヤレスシス

テム（MGWS） 

［勧告内容］ 

MGWSについて、IEEE及び WGA 規格

を更新し、ETSI 規格を訂正するも

の。 

WP5A 改訂 CACE/711 

M.1579-2 

IMT-2000 移動局のグロ

ーバルサーキュレーショ

ン 

［勧告内容］ 

IMT端末の国際的な流通のための

技術基盤の追加し、エディトリア

ルな修正を加えるもの。 

WP5D 改訂 CACE/711 

M.1450-5 
ブロードバンド無線 LAN

の特性 

［勧告内容］ 

4 件の標準(IEEE 802.11ac, IEEE 

802.11ad, EN 301 893 及び EN 302 

567 )、及び関連情報の記載と、57 

-66 GHz 帯に関する欧州での利用

に関する情報の更新を行うもの。 

WP5A 改訂 CACE/673 

M.2059-0 

4200-4400 MHz帯を使用

する電波高度計の運用及

び技術特性並びに保護基

準 

[勧告内容] 

本勧告案は、航空無線航行業務で

使用する 4200-4400 MHz帯の電波

高度計の技術及び運用特性並びに

保護基準を規定したもの。 

WP5B 新規 CACE/667 

F.557-5 

無線中継システムの仮想

参照デジタルパスの稼働

率目標 

[勧告内容] 

仮想参照デジタルパス(HRDP)によ

る無線中継システムの稼働率目標

についての勧告であり、改訂内容

は、稼働率目標適用域を明記した

Scope の追記。HRC及びアナログ方

式に関する記述の削除。 

WP5C 改訂 
CACE/66

7 
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SF.356-4 

周波数共用を行っている

アナログ無線中継システ

ムから固定衛星業務シス

テムへの最大許容干渉値 

[勧告内容] 

アナログ方式の旧式化に伴う勧告

の削除。 

WP4A/5C 削除 
CACE/66

7 

SF.357-4 

周波数共用を行っている

固定衛星業務システムか

らアナログ角度変調され

た無線中継システムの電

話チャネルへの最大許容

干渉値 

[勧告内容] 

アナログ方式の旧式化に伴う勧告

の削除。 

WP4A/5C 削除 CACE/667 

M.1580-5 

IMT-2000 地上無線イン

ターフェースを用いた基

地局の不要輻射特性 

［勧告内容］ 

IMT-2000 基地局の不要輻射特性に

関する情報を更新する。外部団体

（3GPP等）からの情報による Annex

の更新及び NOTEsの修正を行うも

の。 

WP5D 改訂 CACE/667 

M.1581-5 

IMT-2000 地上無線イン

ターフェースを用いた移

動局の不要輻射特性 

［勧告内容］ 

IMT-2000 移動局の不要輻射特性に

関する情報を更新するための改訂

である。外部団体（3GPP等）から

の情報による Annexの更新及び

NOTEs の修正を行うもの。 

WP5D 改訂 
CACE/667 

CACE/652  

M.1740-0 

アマチュアおよびアマチ

ュア衛星業務に関する

ITU-R 文書の使用ガイド 

［勧告内容］ 

本勧告を削除し、勧告の内容を

WP5Aのウェブサイトに掲載するこ

ととなった。 

WP5A 削除 CACE/667  

M.1222-0 

陸上移動無線チャネルで

共用されるデータメッセ

ージ通信 

［勧告内容］ 

ITU-R レポート M.2014-2の成立

後、不要となったため削除が提案

されたもの。 

WP5A 削除 CACE/667 

M.2057-0 

ITSアプリケーションの

ための 76-81GHｚ周波数

帯で運用する自動車レー

ダーのシステム特性 

[勧告内容] 

本勧告案は、周波数帯域 76-81 GHz

帯での無線標定業務下で運用する

自動車用レーダーのシステム特性

を特定する。これらの技術的運用

的特性は、無線標定業務とその他

の業務システム間の自動車用レー

ダーの両立性研究で使用される。 

WP5A 新規 
CACE/665 

PSAA 

M.2058-0 

航行データと称する、海

上用 HF帯における海岸

から船舶への海上安全及

び保安に関連した情報を

放送するためのデジタル

システムの特性 

[勧告内容] 

本勧告案は、RR Appendix 17 で定

められている HF帯において、海岸

から船舶へ海上安全及び保安に関

連した情報を放送する無線システ

ム（NAVDAT HF）の特性を規定する

もの。 

WP5B 新規 
CACE/665 

PSAA 
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M.2008-1 

13.25-13.40 GHz帯の航

空無線航行業務で運用す

るレーダーのための特性

と保護基準 

[勧告内容] 

本勧告は、13.25-13.4 GHz帯の航

空無線航行業務において運用され

るレーダーの特性及び保護基準を

定めたもの。 

本改訂案は、航空無線航行業務と

して運用するレーダーのパラメー

ターを追加することや、他の勧告

と形式を合わせるために、表を新

しいフォーマットに適用させるこ

とを目的としている。 

WP5B 改訂 
CACE/665 

PSAA 

M.1371-5 

VHF海上移動帯における

時分割多元接続を用いた

自動識別システムの技術

特性 

[勧告内容] 

本勧告は、VHF帯において時分割多

元接続を用いる船舶自動識別装置

（AIS）の技術基準を定めたもの。

本改訂案は、メッセージ 27 や AIS

局に関する記述の整合性をとるこ

とや、Annex 10 を削除しその内容

を勧告の本体に移行すること等を

目的としている。 

WP5B 改訂 
CACE/665 

PSAA 

M.1796-2 

8500-10680 MHz 帯の無線

測位業務で運用する地上

レーダーの特性及び保護

基準 

[勧告内容] 

本勧告は、8500-10680 MHz帯にお

いて無線測位業務として運用する

地上レーダーの技術特性及び保護

基準を規定するもの。 

本改訂案は、既存のレーダーの特

性のアップデートや、気象レーダ

ーの特性の削除、そして新たなレ

ーダーの特性の追加を目的として

いる。なお、本勧告は新しいフォ

ーマットに沿って改訂されてい

る。 

WP5B 改訂 
CACE/665 

PSAA 

F.1336-4 

400MHz-70GHzにおける

共用研究用固定・移動業

務用オムニ、セクタアン

テナ等基準放射パターン 

[勧告内容] 

固定業務で用いられるアンテナの

基準モデルについての勧告であ

り、改訂内容は、移動通信業務用

のアンテナにも適用を拡大し、適

応可能周波数の下限を 400MHz と

し、6GHz までのセクタアンテナ参

照パターンとして新規定式を採用

し、6GHz 以上のセクタアンテナ参

照パターンについては、現行規定

式を一部修正するもの。 

WP5C  

Q242/5 
改訂 

CACE/665 

PSAA 

F.1497-2 

55.78-59 GHzの周波数帯

で運用する固定無線シス

テムのチャネル配置 

[勧告内容] 

55.78-59GHz における固定無線シ

ステム(TDD (time division 

duplex) or FDD (frequency 

division duplex))のチャンネル配

置について定めたもの。改訂内容

は、検討する対象周波数帯を

55.78GHz～66GHzまでに拡大する

もの。 

WP5C 

Q247/5 
改訂 

CACE/665 

PSAA 
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F.1105-3 
災害の緩和と救援のため

の固定無線システム 

[勧告内容] 

災害緩和・救援に使われる固定無

線システムの特性についての勧告

であり、改訂内容は車載搭載型移

動体通信基地局と共に運用可能な

可搬型のモバイルバックホール用

固定無線システムについて、シス

テム例を追加。アナログシステム

に関係する旧情報を削除。 

WP5C 

Q248/5 
改訂 

CACE/665 

PSAA 

F.1763-1 

66GHz 以下の固定業務で

運用されるブロードバン

ド無線アクセスシステム

の無線インタフェース標

準 

［勧告内容］ 

本勧告後に作成した関連する

ITU-R 勧告へ参照を追記し、それに

伴い、本勧告 Annexの削除を行う

もの。 

WP5A 改訂 
CACE/665 

PSAA 

SF.674-3 

静止衛星軌道上の

Region 2 固定衛星業務網

が調整閾値電力束密度を

超える際の

11.7-12.2GHzで運用す

る固定業務への影響 

[勧告内容] 

本勧告は、静止衛星軌道上の固定

衛星業務から固定業務への干渉レ

ベル決定手法について述べてお

り、本改訂では、アナログ方式関

連など旧い記述の削除・更新を行

ったものである。 

WP4A/5C 改訂 CACE/658 

M.1768-1 

地上系 IMT-2000 及び

IMT-2000 の後継システ

ムの将来開発のための周

波数要求の計算方法 

［勧告内容］ 

地上系 IMT における周波数要求の

計算方法に関する勧告。計算方法

自体に対する 2 つの変更（1 事業者

あたり 1 無線環境あたりの周波数

配置の粒度パラメータの導入、

RATG2 における異なる無線環境間

の周波数共用アプローチでマクロ

セル及びマイクロセルが同一の周

波数を使用すること）等の更新を

行うもの。 

WP5D 改訂 CACE/610 

M.1176-1 

レーダー・ターゲット・

エンハンサーの技術パラ

メーター 

[勧告内容] 

本勧告は、レーダー・ターゲット・

エンハンサー（レーダー標的増幅

器）を規定する勧告である。本改

訂案は、現行勧告を ITU-R勧告の

現在の様式及び文言に一致させ、

ITU-R 勧告 M.629においてレーダ

ー・ターゲット・エンハンサーに

特定されている周波数帯の利用実

態を現行勧告に反映するものであ

り、技術的仕様の記載内容の理解

を助けるため、説明文を追加して

いる。 

WP5B 改訂 
CACE/606 

PSAA 
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M.1841-1 

87-108 MHz帯を用いる FM

ラジオ放送と、

108-117.975 MHz帯を用

いる航空用地上型補強シ

ステムの両立性 

[勧告内容] 

本勧告は、87-108MHz帯における

FM 音声放送と 108-117.975MHz帯

における航空無線航行の両立性を

定めるものである。 

本改訂案は、2010年 5 月にモント

リオールで行われた、ICAO 航法シ

ステムパネルの全体 WGの会合結果

を反映し、指定された運用カバー

エリアを示す図の差し替え及び参

考文献の更新を目的としている。 

WP5B 改訂 
CACE/606 

PSAA 

F.386-9 

8GHz（7725-8500MHz）帯

で運用される固定無線シ

ステムの無線周波数チャ

ネル配置 

[勧告内容] 

8GHz帯における固定無線のチャン

ネル配置についての勧告であり、

改訂内容は、7725-8275MHz帯にお

いて、新たに 28MHzのチャネル配

置を追加し、また内容が古くなっ

た Annex7及び Note1を削除するも

の。 

WP5C 

Q247/5 
改訂 

CACE/606 

PSAA 

F.635-7 

4GHz帯で運用される固

定無線システムの単一パ

ターンに基づいた無線周

波数のチャネル配置 

[勧告内容] 

4GHz帯における固定無線のチャン

ネル配置についての勧告であり、

改訂内容は 60 及び 90 MHzのチャ

ネル配置の記載を削除するもの。

本改訂は我が国提案によるもので

ある。 

WP5C 

Q247/5 
改訂 

CACE/606 

PSAA 

F.1099-5 

4GHz帯上部

（4400-5000MHz）におけ

る中-大容量デジタル固

定無線システムの無線周

波数チャネル配置 

[勧告内容] 

4GHz帯上部における固定無線シス

テムのチャネル配置についての勧

告であり、60MHz のチャネル配置の

記載を削除する改訂を行ってい

る。本改訂は我が国提案によるも

のである。 

WP5C 

Q247/5 
改訂 

CACE/606 

PSAA 

 F.383-9 

6GHz帯下部

（5925-6425MHz）におけ

る大容量固定無線システ

ムのための無線周波数チ

ャネル配置 

[勧告内容] 

6GHz帯下部における大容量固定無

線システムのチャネル配置につい

ての勧告であり、60 及び 90 MHz

のチャネル配置の記載を削除する

改訂を行っている。本改訂は我が

国提案によるものである。 

WP5C 

Q247/5 
改訂 

CACE/606 

PSAA 

F.339-8 

システム全体における帯

域幅、信号雑音比（SNR）

及びフェージング許容量

について 

[勧告内容] 

HF 帯における固定業務の信号雑音

比及びフェージング許容量の様々

な例について記載した勧告であ

り、固定業務に加えて陸上移動業

務の HF方式も扱うように所掌を拡

大することを目的として、HF 方式

の帯域幅や SNR に関して情報を追

加する改訂を行ったもの。 

WP5C 改訂 
CACE/606 

PSAA 
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M.1874-1 

3-50 MHz の周波数範囲内

のサブバンドで運用する

海洋レーダーの技術及び

運用特性 

[勧告内容] 

本勧告は、海洋レーダーの特性を

定めるものである。本改訂案は、

東北地方太平洋沖地震による津波

が、紀伊水道に設置された海洋レ

ーダーで捉えられたという事例を

追加することを目的としている。 

WP5B 改訂 
CACE/606 

PSAA 

M. 

2034-0 

アマチュア及びアマチュ

ア衛星業務における 31

ボーPSK によるデータ通

信のための電信アルファ

ベット 

［勧告内容］ 

アマチュア及びアマチュア衛星業

務における 31 ボーPSK 通信のため

の、電信アルファベット及び通信

プロトコルを定めるもの。 

WP5A 新規 
CACE/606 

PSAA 

M.1801-2 

6GHz以下の移動業務に

おける移動及びノマディ

ックアプリケーションを

含む BWA の無線インタフ

ェース 

［勧告内容］ 

移動系 BWAの無線インタフェース

を定める勧告。IEEE802.11、ETSI 

HiperMAN、IMT-2000 CDMA DS、

IMT-2000 CDMA TDD、IMT-2000 CDMA 

Multi-Carrier及び XGPにおける

標準情報の更新、IMT-Advancedの

地上系無線インタフェースを新た

な Annex として追加、ATIS標準の

削除を行うもの。 

WP5A 改訂 
CACE/606 

PSAA 

F.760-1 

20GHz 付近の帯域におけ

る衛星放送業務からの干

渉に対する見通し内陸上

無線中継システムの保護 

[勧告内容] 

20GHz 付近の帯域における BSSと

見通し内の固定通信の共用条件に

付いての勧告であり、本勧告記載

の PFDマスクは RR に反映され、

ITU-R 勧告であらためて規定する

必要がなくなったため。 

WP5C 

Q111/9 
削除 CACE/605 

M.629-1 

周波数帯 2 900-3 100 

MHz、5 470-5 650 MHz、9 

200-9 300 MHz、9 300-9 

500 MHz 及び 9 500-9 800 

MHzの無線航行業務のた

めの使用 

[勧告内容] 

2 900-3 100 MHz 帯、5 470-5 650 MHz

帯、9 200-9 300 MHz 帯、9 300-9 500 

MHz帯及び 9 500-9 800 MHz 帯にお

ける無線航行業務の使用を規定す

る勧告である。本改訂案は、現行

勧告を ITU-R勧告の現在の様式及

び文言に一致させ、無線航行業務

として運用されている様々なシス

テムの周波数帯域の利用実態を現

行勧告に反映するものである。 

WP5B 改訂 CACE/605 

M.824-4 

レーダービーコン（レー

コン）の技術パラメータ

ー 

[勧告内容] 

本勧告は、レーコンの技術パラメ

ーターを規定する勧告である。本

改訂案は、現行勧告を ITU-R 勧告

の現在の様式及び文言に一致さ

せ、ITU-R 勧告 M.629においてレー

コンに特定されている周波数帯の

利用実態を現行勧告に反映するも

の。 

WP5B 改訂 CACE/605 
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第６章 ＲＡへの対処（ＳＧ６関連） 

 

１ 研究対象 

ＳＧ６は、「放送業務」を研究対象としている。 

我が国からは、副議長として、西田幸博氏（NHK）を選出している。 

 

 

２ ＲＡ－１５に提出される勧告案 

ＲＡ－１５に提出されるＳＧ６の勧告案はない。 

 

 

３ ＲＡ－１５に提出される決議案 

ＲＡ－１５に提出されるＳＧ６の決議案はない。 

 

 

４ 課題の見直し 

  ＳＧ６における次会期の研究課題及びその評価一覧を表６－３に示す。今会期は当初、

63 件の研究課題があり、今会期中に６件の新規追加、11件の改訂及び 27件の削除を実施。

（回章によりＲＡ－１５までに完了予定。）ＲＡ－１５において承認が必要とされる改訂

及び削除はない。次会期の研究課題は、我が国として、引き続き研究を支持する。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

(1) 研究課題 40-3/6 

 超高精細度映像 

【概要】 

 HDTV を超える超高精細度映像システムを研究する。 

 

(2) 研究課題 45-5/6 

マルチメディア及びデータアプリケーション放送 

  【概要】 

    マルチメディア放送及びデータアプリケーション放送について研究する。 

 

(3) 研究課題 130-2/6 

 テレビ番組の制作、後処理、国際番組交換用デジタルインタフェース 

【概要】 

 UHDTVのインタフェースを研究する。 

 

(4) 研究課題 131/6 

マルチメディア放送における共通コアデータフォーマット 

【概要】 

 放送通信連携システム（IBB）に求められるデータフォーマットや API の仕様を研

究する。 

 

(5) 研究課題 132-3/6 

地上デジタル放送の技術とプランニング  

【概要】 

  地上デジタル放送のプランニング基準、保護基準、送信方式を研究する。 
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(6) 研究課題 139/6 

先進的音響フォーマットのレンダリング手法 

【概要】 

   先進的音響システムの番組制作や主観評価で使用されるレンダラーの要求条件と仕 

 様について研究する。 

 

(7) 研究課題 140/6 

放送サービスのための世界標準プラットフォーム 

【概要】 

  ユーザがいつでもどこでも簡単に欲しいコンテンツを欲しい形で直ぐに手に入れら

れるような放送サービスの世界的なプラットフォームについて研究する。 

 

(8) 研究課題 Doc.6/419（新規） 

放送のための高ダイナミックレンジテレビ(HDR-TV)システム 

【概要】 

   HDR-TVシステムについて研究する。 

 

 

５ 参考事項 

 ＳＧ６は、2012年４月、2012年 10月、2013年４月、2013年 11月、2014年３月、2014

年 11 月、2015年２月、2015年７月に開催され、85件の新規及び改訂勧告案が郵便投票に

付され、承認または承認手続き中である。今会期中に郵便投票により承認された勧告リス

トを表６－４に示す。 

 重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

  

 (1) 超高精細度テレビ（UHDTV）関連 

   HDTV を超える超高精細度テレビ（UHDTV）については、前会期から研究を進め、日本

はスーパーハイビジョンの研究成果に基づき先導的な役割を果たしている。今会期では、

UHDTV に関する研究が進み、多くの関連勧告が策定された。UHDTVの色域、フレーム周波

数、信号フォーマット等の映像フォーマット（BT.2020）、5.1chを超える新たな音響方

式として、日本提案（22.2ch）を含むマルチチャンネル音響技術の技術基準（BS.2051）、

UHDTV 用デジタルインタフェース（BT.2077）、デジタル放送の多重化方式として MMT の

使用を推奨する（BT.2074）等を勧告化した。 

 

(2) 放送通信連携システム（IBB） 

  日本では Hybridcast と呼ばれている放送・広帯域通信統合システム IBB（Integrated 

Broadcast-Broadband）の研究が進められている。日本では Hybridcastの放送が 2013 年

9月に開始され、実放送の経験を活かし ITU-Rの場でも日本が先導的な役割を果たしてい

る。今会期では、IBBシステムに関して、IBBの一般要求条件（BT.2037）、IBBの技術的

要件（BT.2053）、IBB システムの選択指針（BT.2075）を勧告化した。BT.2075 には

Hybridcast（日本方式）、HbbTV（欧州方式）、HTML5 based Smart TV Platform（韓国

方式）の 3方式が含まれている。その他、各種 IBBシステムの情報を記載している「IBB

システム」レポート（レポート BT.2267）も作成しており、当該レポートには上記 3方式

以外に、BMLの拡張による IBBシステム、Gingaミドルウェアによる IBBシステムの情報

が含まれている。 
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(3) マルチメディア放送 

    携帯端末向けの地上マルチメディア放送について、前会期から研究が進められていた。

日本では、ISDB-T マルチメディア放送（V-High）が 2012 年 4 月に開始され、2015 年 4

月からは番組数の追加など放送内容が拡充されている。前会期において、日本の ISDB-T

マルチメディア放送（ISDB-Tmm方式）を含む 3方式（日、欧、韓）が記載された携帯端

末向けの地上マルチメディア放送の送信方式（BT.2016）を勧告化した。今会期では、地

上マルチメディア放送の置局のための混信保護比等を規定した地上マルチメディア放送

の置局のためのプランニング基準（BT.2052）が勧告化された。勧告策定に当たっては、

日本から積極的に提案を行い、現在、3方式（日、韓、欧）を含んだ勧告案が承認手続中

である。その他、地上デジタル音声放送とマルチメディア放送の導入事例を記載してい

る新レポートにも日本の事例が含まれ、レポート化された。 

 

(4) 地上放送システム 

  地上デジタル放送の送信方式を規定しているシステム勧告は、日本の地デジ方式であ

る ISDB-Tを含む地デジ第 1世代のシステム勧告（BT.1306）と欧州方式の DVB-T2を含む

地デジ第 2世代のシステム勧告（BT.1877）が勧告化されている。また、置局のためのプ

ランニング基準としては地デジ第 1世代のプランニング基準（BT.1368）は既に勧告化さ

れており、今会期において、新たに地デジ第 2世代のプランニング基準（BT.2033）を勧

告化した。中南米、アジア、アフリカ地域での ISDB-Tの採用国の拡大や WRC-15 議題 1.1

（IMT 及び他のモバイルブロードバンドの追加分配）において、IMTへの新たな周波数分

配が検討されている中、日本からは ISDB-T及び現在の放送業務を保護する観点から、プ

ランニング基準に他の地デジ方式との混信保護比等や地デジと LTE 間の混信保護比等の

追加提案を行い、勧告改訂を行った。また、WRC-15 議題 1.1 に関して、JTG4-5-6-7

（SG4,5,6,7 共同で議論する場）で 470-694/698 MHz での地デジと IMT との共用検討が

行われ、日本から ISDB-T に関する共用検討を提案し、レポート化（レポート BT.2337）

された。 

 

(5) 高ダイナミックレンジ（HDR） 

映像のピーク輝度を従来よりも高め、表現できる明暗幅を拡大させることで映像をよ

り鮮明に表現する HDR（High Dynamic Range）が各国で検討されつつある状況に鑑み、SG6

では HDR-TVの技術パラメータを規定した新勧告を検討している。2012年 4月に米国によ

る HDR に関する規格の提案により、ITU-Rでの議論が開始。その後、フィリップス（2013

年 10 月）、BBC、NHK（2014 年 3 月）、日本（2014 年 11 月）からも提案を行い、2015

年 7 月に新勧告草案（BT.[HDR-TV]）が策定された。本草案では、HDR の非線形伝達関数

について 2 種類の方式が併記されており、次回会期で引き続き方式統合の可能性を含め

て検討される。なお、次回会期に引き続き HDR-TVの技術的な検討を行うため、新研究課

題（Doc.6/419）が承認手続中である。 
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表６－１ ＲＡ－１５に提出される勧告案の評価 
（なし） 

 
 

表６－２ ＲＡ－１５に提出される決議案 
（なし） 

 
 

表６－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究課題 

番号 
課題名 概要及び評価 

新規 

備考 
継続 

改訂 

削除 

4-2/6 

地上チャンネルを使用するデジ

タルテレビジョン放送のための

プラニング基準  

[概要] 

地上デジタル放送のプランニ

ングのための最小電界強度や

混信保護比等のパラメータに

ついて研究する。 

[評価] 

132/6 に包含されており、特

段の問題はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

9/6 

地上アナログ及び地上デジタル

放送のためのユニバーサル送信

機／再送信機 

[概要] 

地上アナログ／デジタル放送

のためのユニバーサル送信機

／再送信機について研究す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

11/6 地上放送業務における放射偏波 

[概要] 

同一チャンネルの混信妨害を

軽減するための円偏波及び楕

円偏波について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

12-3/6 

番組制作、素材伝送、一次及び二

次伝送、送出並びに関連の応用の

ためのデジタルテレビジョン信

号（SDTV、EDTV 及び HDTV）の汎

用ビットレートの汎用的な圧縮 

[概要] 

SDTV、EDTV、HDTVにて用いら

れる汎用ビットレートの汎用

的な圧縮について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

14/6 

地上テレビジョン放送周波数計

画に必要とされるデジタル及び

アナログ－デジタルテレビジョ

ン受信機及び受信アンテナ特性 

[概要] 

DTTB開始時に周波数割当て、

使用計画に必要とされるデジ

タルとハイブリッド TV 受信

機及び受信アンテナの特性に

ついて研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 
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15-2/6 大画面デジタル映像(LSDI) 

[概要] 

大画面で表示する映像システ

ムの性能、評価基準、運用基

準、運用方法、地上又は衛星

による配信方法等について研

究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

16-2/6 デジタル双方向放送システム 

[概要] 

異なる受信メディアにおける

受信機側から放送局側へのリ

ターンデータのシステム間の

共通化等について研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

19-1/6 低ビットレート音声符号化規格 

[概要] 

放送に使用する低ビットレー

ト音声符号化方式について研

究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

27/6 30MHz 以下の音声放送用受信機 

[概要] 

30MHz 以下の音声放送用受信

機について研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

29/6 
FM 音声放送における単一送信機

での補助情報の送信 

[概要] 

FM音声放送における単一送信

機での補助情報の送信につい

て研究する。 

[評価]  

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

30/6 VHF、UHF 用送受信アンテナ 

[概要] 

VHF、UHF用送信及び受信アン

テナについて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  
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32-1/6 

有線通信、産業・科学・医療用機

器、短距離通信デバイスからの干

渉に対する放送システムの保護

要求条件 

[概要] 

ISM 機器及び短距離通信デバ

イスから発生するノイズから

放送システムを保護するため

の要求条件について研究す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

34-2/6 

プロ用テレビジョン、LSDI 環境

における音声、映像、データ、メ

タデータ交換用ファイルフォー

マット 

[概要] 

番組制作で用いるファイルフ

ォーマットについて研究す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

40-3/6 超高精細画像 

[概要] 

超高精細映像について臨場感

を与える技術特性や評価法を

研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 

44-4/6 

デジタルテレビジョン映像の客

観画像評価パラメータとその測

定及びモニター方法 

[概要] 

デジタルテレビジョン映像の

客観品質評価パラメータとそ

の測定及びモニター方法につ

いて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

45-5/6 
マルチメディア及びデータアプ

リケーション放送 

[概要] 

マルチメディア放送及びデー

タアプリケーション放送につ

いて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 

46-1/6 
放送における制作とポストプロ

ダクションのためのメタデータ 

[概要] 

プロダクション及びポストプ

ロダクションの過程におい

て、メタデータをどのように

定義し、どのように機能させ

ていくか研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 
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48/6 
放送サービス中の知覚音声品質

監視法 

[概要] 

放送網でサービス中の知覚音

声品質監視について、適当な

方法・技術を研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

49-1/6 限定受信放送システム 

[概要] 

限定受信放送システムにおけ

る伝送方法及びアクセス制御

等について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

51/6 LF、MF及び HF 放送の空間波受信 

[概要] 

送信機の地理的条件、周波数、

季節変動等による受信特性の

変化並びにデジタル変調技術

を導入した場合に期待される

特性改善について研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

52-1/6 LF、MF及び HF 放送のカバレージ 

[概要] 

周波数効率良くサービス区域

をカバーするための要件につ

いて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

53/6 

HDTV及び EDTVを含む地上又は衛

星放送におけるテレビジョン 1

チャンネルあたりの複数音声信

号の送信のための規格 

[概要] 

デジタル変調を使用するもの

を含む地上テレビジョン及び

衛星放送において、映像信号

に対して複数音声信号を統合

する場合の送信方式について

研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 
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55/6 
デジタル技術を使用した放送用

音声品質の主観評価 

[概要] 

デジタルシステムに関して、

主観評価と客観的測定の関係

を研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

56-1/6 
車載、携帯又は固定受信向けの地

上デジタル音声放送方式の特性 

[概要] 

車載、携帯又は固定受信のた

めの地上デジタル音声放送シ

ステムの特性について研究す

る。 

[評価]  

特段の問題はない。 

継続  

59-1/6 音声放送番組の長期保存 

[概要] 

放送目的で蓄積されるデジタ

ル・アナログ音声の信号フォ

ーマット及び蓄積メディアへ

の最適な記録方法について研

究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

60/6 
30MHz 以下の周波数におけるデ

ジタル放送 

[概要] 

30MHz 以下の LF、MF 及び HF

バンドにおいてデジタル放送

導入のための研究をする。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

62/6 

音声品質における小規模、中規模

及び大規模な品質劣化の主観評

価法 

[概要] 

音声品質における主観評価法

について研究を行い勧告

BS.1116の改訂を課題とする。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

64-1/6 

30MHz 以下の周波数でのデジタ

ル放送のためのプランニング基

準 

[概要] 

30MHz 以下の（ＬＦ、ＭＦ、

及びＨＦバンドにおける）デ

ジタル放送のプランニングパ

ラメータについて研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 
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65/6 
音声放送のためのスペクトル要

求条件 

[概要] 

地上音声放送や既存及び将来

の業務を考慮したデジタル放

送に求められるスペクトル要

求条件について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

69-1/6 
反射波がある場合の満足すべき

テレビジョンサービスの条件 

[概要] 

テレビジョン受信機が満足す

べき直接波と遅延波の比につ

いて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

80/6 

狭帯域地上チャンネルにおける

デジタルテレビジョン放送のた

めの符号化 

[概要] 

地上テレビジョンチャンネル

において HDTV 等の信号を符

号化及び多重化し導入してい

くための最適な方法を研究す

る。 

[評価] 

 特段の問題はない。 

継続  

88/6 立体テレビ画像の主観評価 

[概要] 

立体テレビ画像の画質主観評

価のための最適なディスプレ

イシステムと物理的パラメー

タ及び視聴者への影響につい

て研究する。 

[評価]  

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

89-1/6 
電子ニュース取材（ENG）のユー

ザ要求 

[概要] 
ENG に特有の画質、音声及び
装置等のユーザ要求条件につ
いて研究する。 
[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

93/6 
電子ニュース取材（ENG）の周波

数要求条件 

[概要] 

ENG のための最適な周波数に

ついて、運用面及び他業務と

の共用を含めて研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 
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95/6 
テレビジョン放送応用における

コンピュータ技術の使用 

[概要] 

テレビジョン放送応用にコン

ピュータ技術を適用した場合

の技術的事項について研究す

る。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

96-1/6 

番組制作におけるテレビジョン

記録のためのファイル管理及び

伝送プロトコルのユーザ要求 

[概要] 

２台の装置間でデータを転送

する際のファイル管理、転送

プロトコル、及びデータイン

タコネクトの問題を解消する

ことについて研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

99/6 

マルチメディア環境における品

質、品質評価方法及びアプリケー

ション種類の関係 

[概要] 

マルチメディア環境における

映像及び音声の品質、品質評

価方法及びアプリケーション

についての技術的事項につい

て研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

100/6 
テレビジョン及びマルチメディ

ア画像品質レベル 

[概要] 

映像送信を含む放送環境にお

けるテレビジョンシステムの

画像品質を基準とした、干渉、

論理性及び効果による分類に

ついて研究する 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

102-3/6 音声/映像品質の主観的評価法 

[概要] 

音声及び映像品質の主観的評

価法について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 
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105/6 
テレビジョン放送のスペクトラ

ム要求条件 

[概要] 

デジタル放送への移行期間、

及び移行完了後における地上

放送用スペクトラムに関する

要求事項を研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

108/6 
熱帯地域におけるバンド 7（HF）

でのデジタル放送 

[概要] 

熱帯地域におけるバンド 7

（HF）でのデジタル放送につ

いて研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

109/6 
配信と放送網のサービス中の知

覚音声映像品質の監視 

[概要] 

放送サービス中の知覚音声映

像品質について監視する最適

な方法と技術を研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

111-1/6 

インタラクティブ放送システム

(テレビ、音声及びデータ)におけ

るエンドユーザのプライバシー

保護のための技術手段 

[概要] 

インタラクティブ放送におけ

るユーザからの情報流出を防

ぐための技術的対策を研究す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

112-1/6 

放送番組の記録、保存、再生にお

けるデジタルサーバを利用した

設備の機能に関するガイドライ

ン 

[概要] 

デジタルサーバを運用するに

あたって必要な設備ガイドラ

インについて研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

113/6 

放送システムを通した LSDI 上映

場所から/へ（to and from LSDI）

のインタラクティブ情報の配信 

[概要] 

放送システムから LSDI 上映

場所への配信、上映場所間で

のネットワーク接続のための

技術条件、放送システムに提

供されたコンテンツを有する

LSDI上映場所における技術条

件等について研究する。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 



70 

 

 

114/6 
周波数プラニングに必要なテレ

ビ受信機と受信アンテナ特性 

[概要] 

テレビジョンの周波数プラン

ニングの検討に資するため

に、必要な情報として、テレ

ビ受信機及びアンテナ特性等

について研究する。 

[評価]  

特段の問題はない。 

継続  

118-1/6 
放送による公衆警報および災害

救援 

[概要] 

災害救援無線通信における地

上放送業務及び衛星放送業務

の役割等について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

120/6 
第２地域におけるデジタル音声

放送   

[概要] 

第２地域におけるデジタル放

送の協定に、デジタル音声放

送を含めたもの。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

121/6 
ワイヤレスマイクの周波数利用

およびユーザ要求 

[概要] 

放送用ワイヤレスマイクに関

して、運用上の特徴、周波数

アレンジメントの方策、最適

な帯域幅等について研究す

る。 

[評価] 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

122/6 客観音質測定法 

[概要] 

中間音質の主観評価結果やマ

ルチチャンネル音声の主観評

価結果に対応した音質が測定

可能な客観音質測定法につい

て研究する。 

[評価 

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

123/6 

デジタル SDTV/HDTV 放送番組の

知覚画質改善のための番組制作

におけるアプローチ  

[概要] 

伝送する映像信号の仕様変更

をせずに知覚画質を改善する

ためのデジタル技術のアプロ

ーチについて研究する。 

[評価]  

研究期間満了であり、既に使

用されておらず、役目を終え

ていることから、特段の問題

はない。 

削除 

2015.10.14

まで郵便投

票中 
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124/6 

デジタル放送のプランニング手

順の検証と確認のための測定方

法  

[概要] 

デジタルテレビジョン放送と

音声放送のプランニング手続

における検証と確認のための

測定方法について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

126-1/6 

TV 番組素材をいろいろな画質レ

ベルやサイズでの放送応用に適

用させるための望ましい運用方

法 

[概要] 

番組素材を様々な画質レベル

やサイズに変換して放送する

際の望ましい運用方法につい

て研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

127/6 
26MHz 帯近距離ローカル放送用

デジタル変調の干渉軽減技術 

[概要] 

26MHz 帯を近距離向け放送に

用いる際に必要なデジタル変

調の干渉軽減技術について研

究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

128-2/6 
放送のためのデジタル 3DTV シス

テム 

[概要] 

3DTV の視聴環境、映像/音声

品質、主観及び客観評価につ

いて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 

129/6 

VHF での地上 FM 音声放送伝送に

おける音声信号処理とコンプレ

ッション技術の影響 

[概要] 

音声信号処理やコンプレッシ

ョンが平均送信電力やプラニ

ングに与える影響を研究す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

130-2/6 

テレビ番組の制作、後処理、国際

番組交換用デジタルインタフェ

ース 

[概要] 

UHDTV のインタフェースを研

究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 

131/6 
マルチメディア放送における共

通コアデータフォーマット 

[概要] 

マルチメディア放送のデータ

フォーマットや API の仕様を

研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

132-3/6 
地上デジタル放送の技術とプラ

ンニング   

[概要] 

地上デジタル放送の技術とプ

ランニングを研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 
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133-1/6 
地上デジタルテレビジョンの高

度化 

[概要]地上デジタルテレビジ

ョンの高度化を研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 

134/6 
国際交換のためのデジタル音声

番組信号の記録 

[概要] 

デジタル音声番組交換の記録

フォーマットや媒体について

研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続  

135-1/6 

附属画像を伴う/伴わないデジタ

ル音響システムのためのシステ

ムパラメータ 

[概要] 

デジタル音響システムのシス

テムパラメータについて研究

する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 

136-2/6 全世界的な放送ローミング 

[概要] 

全世界的な放送ローミングに

ついて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

改訂実施 

137/6 
放送番組伝送用インターネット

プロトコル（IP）インタフェース 

[概要] 

放送番組全般を対象とした IP

インタフェースについて研究

する。 

[評価] 

特段の問題はない 

継続 
今会期中に

新規追加 

138/6 ラウドネス準拠の識別方法 

[概要] 

ラウドネス準拠を確認する手

法を広く利用可能になるよう

にする 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

新規追加 

139/6 
先進的音響フォーマットのレン

ダリング手法 

[概要] 

先進的音響システムの番組制

作や主観評価で使用されるレ

ンダラーの要求条件と仕様に

ついて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

新規追加 

140/6 
放送サービスのための世界標準

プラットフォーム 

[概要] 

ユーザがいつでもどこでも簡

単に欲しいコンテンツを欲し

い形で直ぐに手に入れられる

ような放送サービスの世界的

なプラットフォームについて

研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 
今会期中に

新規追加 
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Doc.6/416 放送音声のインターネット配信 

[概要] 

ウェブによる放送音声の配信

について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

新規 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

Doc.6/419 
放送のための高ダイナミックレ

ンジテレビ(HDR-TV)システム 

[概要] 

HDR-TVシステムについて研究

する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

新規 

2015.10.14

まで郵便投

票中 

 
 
 

表６－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連

WP/課

題番号 

新規 

備考 改訂 

削除 

BT.709-6 
番組制作と国際番組交換のため

の HDTV規格のパラメータ値 

BT.1886 に規定される EOTF

と、BT.2035 に規定される視

聴環境へのリファレンスを明

記し、アナログ放送に関する

規定を削除する改訂。 

WP6C 改訂 
CACE/ 

734 

BS.774-4 

UHF/VHF帯を用いた車載、ポータ

ブル、固定受信機向けのデジタル

音声放送のサービスの要求条件 

先進的受信機の動作に関する

勧告改訂。勧告の invitesに 

3 a simple indicator of the 

received RF field level and 

of the bit error rate. 

を 追 加 す る 等 の 改 訂 。

BS.1114, BS.1348と同時に改

訂。 

WP6A 改訂 
CACE/ 

679 

BS.775-3 
映像有り及び無しのマルチチャ

ンネルステレオ音響システム 

低周波数エフェクトチャンネ

ルの使用について、ユーザ追

加ガイダンスを提供する情報

文書を追加する改訂。 

WP6C 改訂 
CACE/ 

581 

BS.1114-9 

30～3000MHz 帯を使った自動車、

携帯、固定受信機向けデジタル音

声放送 

先進的受信機の動作に関する

勧告改訂。勧告の invitesに 

3 a simple indicator of the 

received RF field level and 

of the bit error rate. 

を追加する等の改訂。BS.774, 

BS.1348 と 同 時 に 改 訂 。

(CACE/679) 

地上デジタル音声放送システ

ム勧告にシステム C（IBOC）

のパラメータを追加する改

訂。(CACE/734) 

WP6A 改訂 

CACE/ 

679 

CACE/ 

734 
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BS.1116-3 
高品質音声符号化システムの主

観音質評価法 

オリジナルとの差が小さいと

きに使用される音声の主観評

価 法 に 関 す る 改 訂 。

(CACE/679) 

室内応答は調整対象を前方ス

ピーカに特定すること、スピ

ーカの音圧調整は調整値をス

ピーカ数に依存しないことを

主 に 規 定 す る 改 訂 。

(CECE/714) 

WP6C 改訂 

CACE/ 

679 

CACE/ 

714 

BS./BT. 

1195-1 

VHF帯及び UHF帯用送信アンテナ

特性 

送信アンテナの放射パターン

を記述する際の角度の定義を

修正する改訂。 

WP6A 改訂 
CACE/ 

603 

BS.1196-4 

 

 

デジタル放送のための音声符号

化 

デジタル放送のための音声符

号化に関する勧告 BS.1196-2

で推奨される音声符号化方式

として、Extended HE ( high 

efficiency ) AACを追加する

改訂。(CACE/581) 

 (1) ”Considering” 及

び  ”Further Recommends”

の再構成、(2)Table 2 及び

Appendix 2 の更新、並びに

(3)Appendices の有益なもの

への明確化を行う改訂。

(CACE/714) 

MPEG 符号化における Coding 

Independent Code Points 

(CICP) として規定されたス

ピーカレイアウトとそのラベ

リ ン グ 方 法 を ANNEX 6 

(INFORMATIVE)として追加す

る他、準拠規格の更新を行う

改訂。(郵便投票中) 

WP6B 

改訂 

 

 

CACE/ 

581 

CACE/ 

714 

 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1203-2 

エンド・ツー・エンド TV システ

ムにおけるデジタル TV 信号の汎

用的映像ビットレート低減符号

化に対するユーザ要求 

ユーザ要求の対象となる映像

符号化方式に HEVC 規格を追

加すること、UHDTV のパラメ

ータ値を追加する改訂。 

WP6B 改訂 
CACE/ 

714 

BT.1206-2 
地上デジタルテレビジョン放送

の特定スペクトラム制限マスク 

帯域外放射の一般的なマスク

を 規 定 す る 勧 告 ITU-R 

SM.1541 との関係を明確化す

るために、勧告 ITU-R BT.1206

を周波数使用条件によって必

要とされる特定マスクを規定

す る 勧 告 と す る 改 訂 。

(CACE/603) 

DTMB-A（中国方式）の追加を

求めるスペクトラムマスク勧

告改訂。(CECE/679) 

WP6A 改訂 

CACE/ 

603 

CACE/ 

679 

BT.1306-7 
地上デジタル放送の誤り訂正、デ

ータフレーム、変調、送信方法 

中国の地デジ方式「DTMB-A」

を第 1 世代の地上テレビジョ

ンのシステム E として追加す

る改訂。 

WP6A 改訂 
CACE/ 

734 
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BS.1348-3 
30MHz 以下の周波数帯における

デジタル音声放送の要求条件 

先進的受信機の動作に関する

勧告改訂。勧告の invitesに 

3 a simple indicator of the 

received RF field level and 

of the bit error rate. 

を追加する等の改訂。BS.774, 

BS.1114と同時に改訂。 

WP6A 改訂 
CACE/ 

679 

BT.1364-3 

デジタルコンポーネントスタジ

オインタフェースで伝送される

補助データ信号の形式 

SDI インタフェースのブラン

キング期間を利用して補助デ

ータパケットを伝送する際の

共通規定を UHDTV インタフェ

ースにも適用する改訂。 

WP6B 改訂 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1365-1 

HDTV/UHDTV のシリアルインタフ

ェースにおける補助データ信号

としての 24 ビットデジタル音声

形式 

シリアルデジタルインタフェ

ースのブランキング期間を利

用して補助データパケットに

より音声データを伝送する際

の規定を UHDTV インタフェー

スにも適用する改訂。 

WP6B 改訂 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1367-1 

勧告 BT.656、勧告 BT.799、勧告

BT.1120、勧告 2077 の Part 3 に

規定される信号のシリアルデジ

タルファイバ伝送システム 

光インタフェースの物理層の

規定として、UHDTV シリアル

デジタルインタフェースの勧

告 BT.2077の Part 3に規定さ

れた 6G/12G/24G 信号の光イ

ンタフェースに関する物理層

の仕様を追加する他、実装時

の参考情報を追加する改訂。 

WP6B 改訂 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1368-12 

地上デジタルテレビジョンサー

ビスの混信保護比を含むプラン

ニング基準 

Annex2の DVB-Tのプランニン

グ基準の記載において、LTE

基地局及びユーザ端末（UE）

から DVB-T の受信機への干渉

（混信保護）について情報を

更新する改訂。(CACE/603) 

ISDB-Tを含む地デジシステム

のプランニング基準を規定

に、ISDB-T 6MHz受信機と LTE

の間の混信保護比と過入力し

きい値を追加する改訂。

(CACE/663) 

地デジのプランニング基準に

6MHz ISDB-Tへの DVB-T2から

の混信保護比並びに 6MHz 

DTMBへの DTMB及び NTSCから

の混信保護比を追加する改

訂。(CACE/714) 

WP6A 改訂 

CACE/ 

603 

CACE/ 

663 

CACE/ 

714 

BS.1534-2 
オーディオシステムの中間品質

における主観的評価法 

オリジナルとの差がある程度

ある中間音質に対して使用さ

れる音声の主観評価法を規定

する改訂。(CACE/679) 

勧告 BS.2051 で規定された先

進的音響システムでも使用可

能とする改訂。(郵便投票中) 

WP6C 改訂 

CACE/ 

679 

 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1543-1 
番組制作と国際番組交換のため

の 60Hz環境における 1280×720, 

EOTFに関する記述を追加し、

アナログ表現規定を削除する
WP6C 改訂 

CACE/ 

734 
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16:9順次走査映像形式 改訂。 

BS.1548-4 

デジタル放送用における音声符

号化方式コーディングのユーザ

要求条件  

要求条件を満足する符号化方

式に関する情報を追加する改

訂。(CACE/581) 

5.1ch 音声の高品質送出を満

たす音声符号化方式の一つと

し て AAC LC with MPEG 

Surround を追加する改訂。

(CACE/603) 

WP6B 改訂 

CACE/ 

581 

CACE/ 

603 

BS.1660-6 

 

VHF 帯地上デジタル音声放送の

プランニングのための技術的基

礎 

DRM が DVB-T から受ける影響

を DAB と同じとしているが、

帯域の違いを考慮する内容に

変更する改訂。(CACE/581) 

欧州のデジタル音声システム

のスペクトラムマスクの見直

しにあわせて DRM+のスペクト

ラムマスクを修正する改訂。

(郵便投票中) 

WP6A 
改訂 

 

CACE/ 

581 

 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1674-1 
放送における制作及びポスプロ

用のメタデータ要求条件 

勧告内で参照している 2 つの

SMPTE 文書の更新を反映し、

エディトリアルな修正を行う

改訂。内容に関する大きな変

更は含まれていない。 

WP6B 改訂 
CACE/ 

734 

BS.1679-0 

劇場環境での上映を目的とした

大画面映像に対する音響品質の

主観評価法 

劇場環境における LSDI 応用

において勧告 BS.2051 に規定

された先進的音響システムを

使用する際に、音響品質の主

観評価を行う際に必要となる

事項を追加する改訂。 

WP6C 改訂 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1680-1 

劇場環境での上映を意図した

LSDI 応用における配信用ベース

バンド映像フォーマット 

LSDIの映像フォーマットとし

て勧告 BT.2020 で規定された

UHDTV を追加する改訂。 

WP6C 改訂 
CACE/ 

679 

BT.1699-2 
インタラクティブ TV の宣言型コ

ンテンツフォーマットの調和 

BML の Type2 に関する記述の

追加した改訂。 
WP6B 改訂 

CACE/ 

603 

BT.1735-3 

勧告 ITU-R BT.1306で規定された

地上デジタルテレビジョン放送

システム B の放送信号の受信品

質の客観的評価方法 

SFN においても本勧告で定義

しているものと同様な客観的

評価ができるようにするとと

もに、3 段階評価による簡易

的な評価手法を追記した改

訂。(CACE/581) 

送信機または中継送信機が勧

告の既存のバージョンに示さ

れた値より低い MER 値を持つ

可能性について考慮した修正

を行う改訂。(CACE/663) 

MER (Modulation Error 

Ratio)の定義を明確化する改

訂。(CACE/714) 

WP6A 改訂 

CACE/ 

581 

CACE/ 

663 

CACE/ 

714 

BS.1738-0 

国際素材伝送回線における 4 お

よび 8 音声チャンネルの識別と

配列 

Lt、Rt、Lo、Roが意味する内

容を説明するテキストを追加

した他、8 トラック音声チャ

ンネルとして、新たに 1 つの

組合せを追加する改訂。 

WP6C 改訂 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 
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BS.1770-3 

音声番組ラウドネス及び真ピー

ク音声レベルの測定アルゴリズ

ム 

ラウドネス測定アルゴリズム

の高域信号強調と DC 成分除

去ブロックの削除及びオーバ

ーサンプリングフィルタ係数

例 の 追 加 を 行 う 改 訂 。

(CACE/581) 

5.1ch を超えたチャンネルベ

ースの先進的音響システムに

対応するラウドネス測定アル

ゴリズムを規定する ANNEX 3

を追加することを主要目的と

する改訂。(郵便投票中) 

WP6C 改訂 

CACE/ 

581 

 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

 

BO./BT. 

1774-0 

公衆への警報周知、災害の軽減・

防止のための衛星・地上放送イン

フラの利用 

日本および韓国の緊急警報放

送に関するケーススタディや

アナログテレビに関する記述

を削除する改訂。 

WP6A 改訂 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1833-3 

携帯端末による移動受信のため

のマルチメディア放送とデータ

アプリケーション 

マルチメディア放送のアプリ

ケーションレイヤーに関する

勧告に DVB-T2Lite を追加す

る改訂。(CACE/581) 

本勧告をはじめとするマルチ

メディア放送システムに関す

る勧告及びレポートの再構成

の結果、マルチメディア放送

システムに対する要求条件を

規定する文書とした改訂。

(CACE/663) 

WP6B 改訂 

CACE/ 

581 

CACE/ 

663 

BT.1847-1 

番組制作と国際番組交換のため

の 50Hz環境における 1280×720, 

16:9順次走査映像形式 

同期信号以外のアナログ表現

規定を削除する改訂。 
WP6C 改訂 

CACE/ 

734 

BT.1848-0 
16:9 ワイドスクリーンのデジタ

ル制作のセーフエリア 

4K、8K に対するセーフエリア

の規定を追加する改訂。 
WP6C 改訂 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.1870-1 
デジタル TV 放送における映像符

号化方式 

(1)デジタル TV 放送において

使用する映像符号化方式とし

て H.265 (HEVC)を追加、更に

(2)H.262、264 との 3 方式か

ら選択可とする、(3)新たな導

入に当たっては H.265 を推奨

することとする改訂。 

WP6B 改訂 
CACE/ 

714 

BT.1871-1 
ワイヤレスマイクのユーザ要求

条件 

各国のラジオマイクの利用周

波数情報を更新する改訂。 
WP6A 改訂 

CACE/ 

734 

BT.1877-1 

第 2 世代地上デジタルテレビジ

ョン放送の誤り訂正、データフレ

ーミング、変調及び送信方式 

DVB-T2 の 伝 送 方 式 に

DVB-T2Liteのパラメータを追

加した改訂。 

WP6A 改訂 
CACE/ 

581 

BT.1893-0 
風車によるデジタルテレビ放送

受信障害の評価方法 

noting 、 recommends 、

encourages の修正を行う改

訂。 

WP6A 改訂 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 
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BT.2016-1 

VHF/UHF 帯における携帯受信機

を用いた移動受信向け地上マル

チメディア放送の誤り訂正、デー

タフレーミング、変調、及び送信

方法 

地上マルチメディア放送のシ

ステムを規定する新勧告。

ISDB-Tmm（日本方式）が含ま

れている。(CACE/569) 

DVB-H 及び DVB-T2 の T2-Lite

プロファイルの追加した改

訂。(CACE/603) 

WP6A 
新規 

改訂 

CACE/ 

569 

CACE/ 

603 

BS.2019 

放送のための 3DTV 番組制作及び

国際交換のためのオーディオシ

ステム 

放送のための 3DTV 番組の音

声コンポーネントの制作及び

国際交換に使用するオーディ

オシステムを規定する新勧

告。 

WP6C 新規 
CACE/ 

581 

BT.2020-1 
UHDTV システムの制作及び国際

番組交換のためのパラメータ値 

UHDTV システムの番組制作及

び国際交換に関するパラメー

タ値を規定する新勧告。

(CACE/581) 

フレーム周波数の表（表 2）

の 注 と し て 、 100Hz と

120/1.001Hz に 関 す る

Informative footnoteの表記

を挿入する改訂。(CACE/679) 

フレーム周波数の表（表 2）

に、100Hz と 120/1.001Hz を

追加し、表に付いていた注を

削除すると共に、レポート

BT.2246 に UHDTV の現状が記

載されていることを示す

noting を追加する改訂。(郵

便投票中) 

WP6C 
新規 

改訂 

CACE/ 

581 

CACE/ 

679 

 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.2021-1 
二眼式立体 TV システムの主観評

価法 

一般的試験法、評価スケール

及び観視条件を含むステレオ

スコピック 3DTV システムの

評価法に関する新勧告。

(CACE/581) 

勧告 BT.500に規定された 2つ

の 主 観 評 価 法 (the 

double-stimulus impairment 

scale (DSIS) method and the 

simultaneous double 

stimulus for continuous 

evaluation (SDSCE) method)

を本勧告に追加する改訂。

(CACE/714) 

WP6C 
新規 

改訂 

CACE/ 

581 

CACE/ 

714 

BT.2022 

フラットパネルディスプレイ上

の SDTV,HDTV の主観評価のため

の一般的観視条件 

CRT に置き換わるフラットパ

ネルディスプレイについて、

SDTV,HDTV の主観評価のため

の一般観視条件を規定する新

勧告。 

WP6C 新規 
CACE/ 

581 

BT.2023 
3DTV 番組の制作、国際交換及び

放送の性能要求条件 

放送のためのステレオスコピ

ック HDTV 3DTV 番組の制作及

び国際交換について、デジタ

ル映像システムの性能要求条

件を規定した新勧告。 

WP6C 新規 
CACE/ 

581 
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BT.2024 

放送用 3DTV 番組制作及び国際番

組交換のための HDTV デジタル映

像システム 

放送用 3DTV 番組制作及び国

際番組交換について、HDTVデ

ジタル映像システムを規定す

る新勧告。 

WP6C 新規 
CACE/5

81 

BT.2025 

放送用 3DTV 番組制作及び国際番

組交換のための 720/P デジタル

映像システム 

放送用 3DTV 番組制作及び国

際番組交換について、720/P

デジタル映像システムを規定

する新勧告。 

WP6C 新規 
CACE/ 

581 

BT.2026 

SDTV及び HDTV番組の配信チェー

ンにおける運用中の「知覚的透明

性」の測定及び監視を行うための

システム導入に関するガイドラ

イン 

テレビの配信チェーンに導入

されたテレビ番組の知覚品質

の障害を測定・監視する運用

中の測定方法を導入する際に

考慮すべき条項を規定する新

勧告。 

WP6B 新規 
CACE/ 

581 

BT.2027 

HDTV3DTV 番組の制作と国際交換

のためのシリアルデジタルイン

タフェース 

HDTV 3DTV 番組の制作と国際

交換のためのシリアルデジタ

ルインタフェースを規定する

新勧告。 

WP6B 新規 
CACE/ 

581 

BS.2032 
デジタルオーディオサンプルク

ロックと基準映像機器の同期 

ラポータグループが中心とな

って作成したデジタル音声機

器の同期を規定する新勧告。 

WP6B 新規 
CACE/ 

603 

BT.2033-1 

VHF/UHF帯第 2世代地上デジタル

テレビジョン放送システムの混

信保護比を含むプランニング基

準 

第２世代地上デジタルテレビ

ジョン放送システム（DVB-T2）

のプランニングに関する新勧

告。(CACE/603) 

6MHz ISDB-Tから DVB-T2への

混信保護比を追加する改訂。

(CACE/714) 

WP6A 
新規 

改訂 

CACE/ 

603 

CACE/ 

714 

BT.2035 
HDTV 番組の評価のための標準観

視環境 

HDTVの完成番組を異なる施設

でもできるだけ同じに見える

ようにすることを目的として

観視環境や観視条件を規定す

る新勧告。 

WP6C 新規 
CACE/ 

624 

BT.2036 

地上デジタル放送の周波数プラ

ンニングのための標準受信シス

テム特性 

プランニング基準を作成する

際に標準となる受信機特性を

規定する新勧告。 

WP6A 新規 
CACE/ 

624 

BT.2037 
放送・通信連携システムの一般要

求条件 

ITU-T SG9 で勧告化された

CATV環境における放送・通信

連携システムのアプリケーシ

ョン制御フレームワークの要

求条件（勧告 ITU-T J.205）

をベースとして、放送中心型

の放送・通信連携システムに

対する一般的な要求条件を規

定する新勧告。 

WP6B 新規 
CACE/ 

624 

BT.2038 
HDTV品質の 3DTV放送番組の国際

番組交換のための伝送方式 

HDTV 品質の 3DTV 放送番組を

圧縮した信号により国際番組

交換を行う際の、好ましい圧

縮符号化方法を規定する新勧

告。 

WP6B 新規 
CACE/ 

624 
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BT.2050 
HDTV 番組の評価のための標準観

視環境 

UHDTV 制作機器を用いて収

録・編集等を行い、最終的に

方式変換することによって、

高画質の HDTV 番組を制作す

ることを推奨する新勧告。 

WP6C 新規 
CACE/ 

663 

BS.2051 

地上デジタル放送の周波数プラ

ンニングのための標準受信シス

テム特性 

番組制作のための先進的音響

システムに関する新勧告。チ

ャンネルベース、オブジェク

トベース、それらを組合せた

システムにおけるスピーカレ

イアウトやメタデータに対す

る要求条件等を規定。 

WP6C 新規 
CACE/ 

663 

BT.2052-0 

VHF/UHF 帯における携帯受信機

を用いた移動受信向け地上マル

チメディア放送のプランニング

基準 

移動受信向けマルチメディア

放送のプランニング基準に関

する新勧告。ISDB-Tmmと韓国

方式（T-DMB、AT-DMB）につい

て 記 載 さ れ て い る 。

(CACE/663) 

マルチメディア放送システム

A（T-DMB、AT-DMB）に関する

プランニング基準の追加、マ

ルチメディア放送システム T2

（T2 Lite profile of DVB-T2 

system）を追加する改訂。(郵

便投票中) 

WP6A 
新規 

改訂 

CACE/ 

663 

 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.2053 
放送通信連携システムの技術的

要求条件 

放送通信連携（IBB）システム

の技術的要求条件を規定する

新勧告。 

WP6B 新規 
CACE/ 

663 

BT.2054 

移動受信のためのマルチメディ

ア放送システムにおける多重化

及び伝送方式 

マルチメディア放送の多重

化・伝送方式を規定する新勧

告。勧告 ITU-R BT.1833 をは

じめとするマルチメディア放

送システムに関する勧告及び

レポートの再構成にあたり作

成された。 

WP6B 新規 
CACE/ 

663 

BT.2055 

移動受信のためのマルチメディ

ア放送システムにおけるコンテ

ンツ要素 

マルチメディア放送のコンテ

ンツ要素部分を規定する新勧

告。勧告 ITU-R BT.1833 をは

じめとするマルチメディア放

送システムに関する勧告及び

レポートの再構成にあたって

作成。 

WP6B 新規 
CACE/ 

663 

BT.2056 

IP網による HDTVの国際番組交換

のためのハイレベルなガイドラ

イン 

HDTV番組を、IP網を利用して

素材伝送する際に必要とされ

る条件をガイドラインとして

規定する新勧告。 

WP6B 新規 
CACE/ 

663 

BT.2072 
放送ローミングのための受信機

の機能 

全世界的な放送ローミングの

ための受信機の主機能を定義

する新勧告。今後の受信機の

開発・生産において考慮され

るべき諸機能のリストが記

載。 

WP6A 新規 
CACE/ 

714 
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BT.2073 
UHDTV 及び HDTV 放送における

HEVC規格の使用 

UHDTVや HDTV放送において非

常に高い圧縮率で符号化を行

う必要がある場合、HEVC規格

の使用を推奨する内容の新勧

告。放送応用において HEVC規

格を使用する際に役立つ情報

を 4つの Annex として添付。 

WP6B 新規 
CACE/7

14 

BT.2074 

MMT を用いる放送システムにお

けるサービス構成、メディアトラ

ンスポートと制御情報 

放送システムで使用するにあ

ったっての MMT 標準規格に対

する制約事項が記載された新

勧告。 

WP6B 新規 
CACE/ 

734 

BT.2075 放送通信連携システム 

Hybridcast 、 HbbTV 、 HTML5 

based smart TV platform の

３つのシステムを、技術要素

や提供できるサービスを比較

することで選択するガイダン

スを与える新勧告案。 

WP6B 新規 
CACE/ 

734 

BS.2076-0 音響定義モデル 

Audio Definition Modelに関

する新勧告。先進的マルチチ

ャンネル音響システム、特に

オブジェクトベース音響シス

テムに使用されるメタデータ

構造を規定。 

WP6B 新規 
CACE/ 

734 

BT.2077-0 
UHDTV 信号の実時間シリアルデ

ジタルインタフェース 

UHDTV インタフェース 3 方式

を推奨する新勧告で、各方式

の特徴及び選択のための情報

も記載。(CACE/734) 

BT.2077の Part 2に、スタジ

オ間伝送等（2km 以下を想定）

に用いるシングルモードファ

イバー伝送の規定を追加する

改訂。(郵便投票中) 

WP6B 
新規 

改訂 

CACE/ 

734 

 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BT.[709TO2

020] 

Doc. 

6/413(Rev.

1) 

勧告 BT.709 から勧告 BT.2020

への色変換 

勧告 BT.709 の（狭）色域から

勧告 BT.2020 の（広）色域へ

の色の変換方法を規定。 

WP6C 新規 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 

BS.[BW64] 

Doc. 

6/450(Rev.

1) 

メタデータ付き音声番組の国際

番組交換のための長形式音声フ

ァイル形式 

先進的音響システムを扱うた

めの長形式の音声ファイル形

式 BW64を規定。 

WP6B 新規 

2015.1

0.14 ま

で郵便

投票中 
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第７章 ＲＡへの対処（ＳＧ７関連） 

 

１ 研究対象 

ＳＧ７は、「科学業務」を研究対象としている。 

 

 

２ ＲＡ－１５に提出される勧告案 

ＲＡ－１５に提出されるＳＧ７の勧告案はない。 

 

 

３ ＲＡ－１５に提出される決議案 

ＲＡ－１５に提出される決議案はない。 

 

 

４ 課題の見直し 

 ＳＧ７における次会期の研究課題及びその評価一覧を表７－３に示す。今会期は当初 35件

の研究課題があり、会期中に３件の追加、１件の改訂及び３件の削除を実施（回章によりＲ

Ａ－１５までに完了予定。）。ＲＡ－１５において承認が必要とされる改訂及び削除はない。

次会期の研究課題は、我が国として、引き続き研究を支持する。 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

(1) 研究課題 244/7（WP 7A関係） 

20-90 kHzで運用する標準周波数と標準時信号業務の混信 

【概要】 

長波標準電波の送信局間の干渉の定義、強度の測定方法、伝播計算手法やソフトウエ

アについて研究するもの。 

 

(2) 研究課題 246/7（WP 7B関係） 

宇宙研究業務（深宇宙）のための将来の帯域幅の要件 

【概要】 

2030 年までに深宇宙研究ミッションのために必要な合計帯域幅などについて、研究す

るもの。 

 

(3) 研究課題 226/7（WP 7D関係） 

70 GHz 超の帯域における電波天文業務と他の業務との周波数共用 

【概要】 

70 GHz 超の周波数帯を電波天文業務と共用できる業務などについて、研究するもの。 

 

 

５ 参考事項 

 ＳＧ７は、2012年５月、2013年９月、2014年９月及び 10月、2015年５月に開催され、２

５件の新規及び改訂勧告案が郵便投票に付され、承認されている。今会期中に郵便投票によ

り承認された勧告リストを表７－４に示す。 

 重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

  

 （１） ITU-R 勧告 TF.374-6 標準周波数および標準時の送信 

ITU-R 勧告 TF.374-5 は、標準周波数及び標準時の送信について定めたものであり、本
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改訂は、新たな衛星航法システムとしてヨーロッパの Galileo衛星及び中国の BeiDou衛

星並びに本システムの利用周波数を追記するものであり、2014年 10月の SG7において合

意された。 

 

 （２） ITU-R 勧告 RS.2065 9.6 GHz帯の EESS(active)の不要放射による 8 400-8 450 MHz

および 8 450-8 500 MHz帯 SRS(宇宙から地球)の保護 

本新勧告案は、9.6 GHz帯の EESS(active)の不要放射による 8 400-8 450 MHzおよび 8 

450-8 500 MHz帯 SRS(宇宙から地球)の保護に関する検討結果をまとめたものであり、2014

年 10 月の SG7において合意された。 
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表７－１ ＲＡ－１５に提出される勧告案の評価 

（なし） 

 

 

表７－２ ＲＡ－１５に提出される決議案 

（なし） 

 

 

表７－３ 次会期の研究課題及び評価 

勧告番

号 
勧告名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

備考 

110-2/7 時間符号 

[概要] 

時間符号情報の送信のために推奨され

る種類及び形式などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

111-1/7 

高精度時刻比較のため

のアンテナ及び他の回

路並びにその較正にお

ける信号遅延 

[概要] 

無線信号経路を通じた正確な時刻比較

のためのアンテナ及び関連回路によっ

て生じる遅延を決定及び特性化するた

めに推奨される方法などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

118-2/7 

データ中継衛星システ

ムと他の業務のシステ

ムとの周波数共用に影

響する要因 

[概要] 

データ中継衛星システムに使用される

周波数帯を共用する業務、条件などにつ

いて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7B 

129-3/7 

科学業務の局から放射

又は局により受信され

る不要発射 

[概要] 

実際の検討に基づき、他の業務を保護す

るため科学業務の宇宙及び地球局によ

り放射される不要発射の電力に課され

るべき制限などについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 

WP7B 

WP7C 

WP7D 

139-4/7 
地球探査衛星システム

のためのデータ送信 

[概要] 

異なる地球探査衛星データ送信システ

ムの性能、混信、共用及び調整基準並び

に運用特性などについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7B 

141-4/7 
気象衛星システムのデ

ータ送信 

[概要] 

異なる気象衛星データ送信システムの

性能、混信、共用及び調整基準並びに運

用特性について、研究するもの。 

継続 WP7B 
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[評価] 

特に問題なし。 

145-2/7 
電波天文観測の保護に

関係する技術要因 

[概要] 

電波天文業務のための望ましい周波数

帯などについて、研究するもの。 

[評価] 特に問題なし。 

継続 WP7D 

146-2/7 
電波天文への混信の評

価のための基準 

[概要] 

RR 第 1.169 条で定められるように有害

な混信の、電波天文業務のための実用的

な解釈などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7D 

152-2/7 
衛星からの標準周波数

及び標準時信号 

[概要] 

衛星からの標準周波数及び標準時信号

の発射の作成に重要な周波数を勧告す

る際、また送信、変調及び受信技術を決

定する際に考慮される、技術要因及び定

量的測定について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

207-3/7 

デジタル通信リンクを

使用する時刻及び周波

数比較 

[概要] 

特定の時刻及び周波数比較アプリケー

ションを支援するためのデジタル通信

技術に必要な性能特性などについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

211/7 

37-38 GHz 帯 及 び

40-40.5 GHz 帯におけ

る宇宙研究業務と他の

業務との周波数共用 

[概要] 

37-38 GHz帯及び 40-40.5 GHz 帯におけ

る宇宙研究業務システムの技術特性及

び運用特性などについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7B 

221/7 

宇宙研究業務の観測

（受動）のための望ま

しい周波数帯及び保護

基準 

[概要] 

宇宙研究（受動）観測システムの典型的

な技術及び運用特性などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7C 

222-2/7 

月及び／又は惑星デー

タ中継衛星による地球

局と月及び惑星ミッシ

ョン間の無線リンク 

[概要] 

望ましい周波数帯及び帯域幅や月及び

惑星データ中継衛星の軌道要件などに

ついて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7B 

226-1/7 

70 GHz 超の帯域におけ

る電波天文業務と他の

業務との周波数共用 

[概要] 

70 GHz 超の周波数帯を電波天文業務と

共用できる業務などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7D 

230-1/7 宇宙における電波天文 [概要] 継続 WP7D 
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計測のための望ましい

周波数帯及び保護基準 

宇宙電波天文観測が実施される望まし

い周波数帯などについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

231/7 

100 GHz 超で運用する

地球探査衛星業務（能

動）及び宇宙研究業務

（能動） 

[概要] 

衛星搭載能動センサーの技術及び運用

特性並びに性能要件などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7C 

234/7 

1215-1300 MHz 帯にお

ける地球探査衛星業務

の能動センサーシステ

ムと他の業務で運用す

るシステムとの周波数

共用 

[概要] 

1215-1300 MHz帯における地球探査衛星

業務（EESS）の衛星搭載能動センサーシ

ステムと他の業務で運用するシステム

との周波数共用のための可能性及び条

件などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7C 

236-1/7 将来の協定世界時 

［概要］ 

研究課題 ITU-R 236/7は、将来の協定世

界時の研究すべき事項を定めたもので

あり、議題 1.14 の議論の基となった研

究課題である。そのため、本研究課題案

は、世界無線通信会議（WRC）関連の研

究課題であるという位置づけを明確に

するため、研究課題のカテゴリーを

C1※にすることを目的としている。 

※C1： 

非常に緊急を要し、優先すべき研究で、

次の世界無線通信会議のために必要と

されているもの 

 

［評価］ 

特に問題なし。 

継続 

WP7A 

今会期中に改

訂実施 

237/7 

電波天文局における混

信軽減の実施に関連す

る技術及び運用要因 

[概要] 

電波天文局による使用のために特定さ

れている軽減技術の技術及び運用特性

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7D 

238/7 
時刻認証機関のための

信頼できる時刻源 

[概要] 

時刻認証機関（ TSA）に認証された

UTC(k)時刻を提供するための適切な手

段などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

239/7 機器時間符号 

[概要] 

計時センター及びシステム内で使用さ

れるさまざまな機器時間符号や信号な

どについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 
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242/7 電波静穏地帯 

[概要] 

既存の電波静穏地帯の特性などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7D 

244/7 

20-90 kHz で運用する

標準周波数と標準時信

号業務の混信 

[概要] 

長波標準電波の送信局間の干渉の定義、

強度の測定する方法、伝播計算の必要な

方法やソフトウエアについて研究する

もの。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 WP7A 

245/7 

電気源から生じる雑音

が長波帯標準周波数及

び標準時信号業務へ与

える混信 

[概要] 

長波（LF）帯で測定される信号の強度及

び信号対雑音比、使用される機器などに

ついて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

246/7 

宇宙研究業務（深宇宙）

のための将来の帯域幅

の要件 

[概要] 

2030 年までに深宇宙研究ミッションの

ために必要な合計帯域幅などについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7B 

247/7 
有人宇宙飛行のための

非常無線通信 

[概要] 

有人宇宙船と地球局及び宇宙局間の非

常無線通信チャンネルのための運用状

況及び運用要件などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7B 

248/7 

世界航行衛星システム

（GNSS）及びその補強

からの時刻情報 

[概要] 

相互に関連する世界航行衛星システム

（GNSS）システム間からの時間信号など

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

249/7 

「高度」長距離航行用

援助（eLORAN）からの

時間及び周波数情報 

[概要] 

高度長距離航行用援助（eLORAN）の時間

及び周波数の使用のための地域的範囲

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

250/7 

衛星双方向時刻周波数

比較（TWSTFT）の利用

及び改善 

[概要] 

時刻比較の精度及び周波数比較の精度

について、IF変調特性、RF 搬送波周波

数及びトランスポンダの利用可能周波

数帯を運用パラメータとして、TWSTFT

を使用して実現される性能レベルの依

存関係などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

251/7 地上受動センサー [概要] 継続 WP7C 
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地上受動観測の主な種類及び主な応用

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

252/7 

分散電波天文システム

の登録に必要なパラメ

ータ 

[概要] 

効果的な保護を確保するために、拡張地

域を含みうる分散電波天文システムを

登録するときに、RR の付録第 4 号に含

まれるパラメータに加えて、又はパラメ

ータの代わりに特定されるべきパラメ

ータについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7D 

253/7 

地球の近傍及び太陽系

における時刻及び周波

数の比較における相対

論的効果 

[概要] 

地球の近傍及び太陽系における時刻及

び周波数の比較における相対論的効果

を説明する概念的基礎及び適切な数学

アルゴリズムなどについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 WP7A 

254/7 

ナノ衛星及びピコ衛星

を用いる衛星システム

の特性及びスペクトラ

ム要求 

［概要］ 

重量が 0.1～10Kgで寸法が 0.5m以下で

あるナノ衛星及びピコ衛星は、一般的な

より大きな衛星とは特性が異なってお

り、現在、500を超える衛星が開発中で

ある。大部分のナノ衛星及びピコ衛星は

アマチュア衛星業務や気象衛星業務と

して運用しているが、将来的には衛星の

ミッションがこれらの業務に合致しな

くなる可能性がある。また、増加しつつ

あるナノ衛星及びピコ衛星により、現在

使用されている周波数帯域が圧迫され

ている状況がある。 

これらの状況を踏まえ、当新研究課題

は、新技術の開発のため、執られるべき

技術及び規制措置を検討し、関連する

WRC 議題を支援することを目的として

いる。 

研究すべき課題として、以下のものを挙

げている。 

1 ナノ衛星及びピコ衛星とデータ伝送

速度や伝送時間、帯域幅に定義される無

線周波数の利用という観点から見た衛

星独自の特性は何か。 

2 衛星独自の特性を考慮し、ナノ衛星及

びピコ衛星に必要な周波数量はどれだ

けか。 

3 ナノ衛星及びピコ衛星を使用する衛

星システムは、どの無線通信業務の下で

運用されるか。 

なお、本研究結果は 1つ以上の勧告又は

報告に反映されることとなり、研究の終

継続 

WP7B 

今会期中に新

規追加 
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了期限は 2015年である。 

 

［評価］ 

特に問題なし。 

255/7 

地球探査衛星（EESS）

（受動）センサーに対

する電磁干渉問題の検

知と解決策 

［概要］ 

本研究課題案は、EESS の受動センサー

に対する電磁干渉問題について、その検

知や解決策を報告書としてまとめるこ

とを目的とするもの。 

 

［評価］ 

特に問題なし。 

継続 

WP7C 

今会期中に新

規追加 

256/7 宇宙天気観測 

［概要］ 

本研究課題は、衛星に設置される宇宙天

気観測センサが受信した観測データに

ついて、地上局と通信する場合に適用さ

れる。この通信に関する無線業務、使用

に適している周波数帯、技術・運用特性

について研究を行うことを目的とする

ものである。 

 

［評価］ 

特に問題なし。 

継続 

WP7C 

今会期中に新

規追加 

 

 
表７－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番

号 
勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連ＷＰ

／課題番

号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

TF.374-

6 

標準周波数及び標

準時の送信 

ITU-R 勧告 TF.374-5 は、標準周波数

及び標準時の送信について定めたも

のであり、本改訂は、新たな衛星航法

システムとしてヨーロッパの Galileo

衛星及び中国の BeiDou 衛星並びに本

システムの利用周波数を追記するた

めのものである。 

WP7A ／

152-2/7, 

244/7, 

248/7, 

250/7 

改訂 
2014.12 

CACE/703 

TF.686-

3 

時刻や周波数に関

する用語や定義 

勧告 ITU-R TF.686-2 は、時刻や周波

数に関する用語や定義を定めたもの。

本改訂案は、本勧告の用語のアップデ

ートや追加を行い、ITU-R 及び ITU-T

勧告並びに他の国際的な基準との多

くの相違点を一致させることを目的

としている。 

WP7A／N/A 改訂 
2013.12 

CACE/651 

TF.2018

-0 

地球の近傍及び太

陽系における相対

論的時刻比較 

本勧告は、地球の表面における時計と

地球から遠いが太陽系内のプラット

フォームにおける時計を比較する際

に使用されるための、共通の従来アル

ゴリズム及び手続を定めることを目

的としている。 

これらの式は、時空規準系の基礎を形

成するために現在認められている一

般相対性理論で明確に決められてい

WP7A ／

253/7 
新規 

2012.8 

CACE/583 
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る。これらのアルゴリズム及び手続

は、地球の衛星や惑星間宇宙船におけ

る時計と、太陽系の天体の表面におけ

る時計の比較のために使用されるこ

とが想定される。 

SA.509-

3 

30 GHz帯以下で運用

される宇宙研究業

務（SRS）地球局及

び 電 波 天 文 業 務

（RAS）の干渉解析

に使用されるアン

テナ放射パターン 

勧告 ITU-R SA.509-2は、SRS 及び RAS

のシングルエントリーと複数局から

の干渉解析に使用されるアンテナ放

射パターンを定めたもの。本改訂案

は、アンテナ放射パターンに関する記

述をアップデートすることを目的と

している。 

WP7B ／

127/7 
改訂 

2013.12 

CACE/649 

SA.1155

-1 

DRS システムの運用

に関する保護基準 

勧告 ITU-R SA.1155 は、DRS の運用保

護基準をまとめたもの。本改訂案は、

参照する勧告及び報告並びに保護基

準のアップデートを行い、I/N値を見

直すことを目的としている。 

WP7B／N/A 改訂 
2013.12 

CACE/649 

SA.1275

-4 

2200-2290 MHz 帯で

運用される固定業

務（FS）システムの

発射から保護すべ

きデータ中継衛星

（DRS）の軌道位置 

勧告 ITU-R SA.1275-3 は、2200-2900 

MHz 帯における FS システムの電波放

射から保護されるべき DRS の軌道位

置をまとめたもの。本改訂案は、2011

年 2 月の改訂以降に追加となった軌

道位置情報を追加することを目的と

している。 

WP7B／N/A 改訂 
2013.12 

CACE/651 

SA.1276

-4 

25.25-27.5 GHz帯で

運用される FS シス

テムの発射から保

護すべき DRSの軌道

位置 

勧告 ITU-R SA.1276-3は、25.25-27.5 

GHz 帯における FS システムの電波放

射から保護されるべき DRS の軌道位

置をまとめたもの。本改訂案は、2011

年 2 月の改訂以降に追加となった軌

道位置情報を追加することを目的と

している。 

WP7B／N/A 改訂 
2013.12 

CACE/651 

SA.1414

-1 

デ ー タ 中 継 衛 星

（DRS）システムの

特性 

勧告 ITU-R SA.1414 は、DRS システム

の特性を定めたもの。本改訂案は、DRS

に関する中国、ロシア及び米国のパラ

メーター並びにユーザー情報を更新

することを目的としている。 

WP7B ／

118/7 
改訂 

2013.12 

CACE/649 

SA.1626

-1 

14.8-15.35 GHz帯で

運用される宇宙研

究業務（SRS）（宇

宙から地球）と FS

及び移動業務（MS）

の共用実現性 

勧告 ITU-R SA.1626 は、14.8-15.35 

GHz 帯における SRS（宇宙から地球）

と FS及び MSとの共用実現性に関する

研究をまとめたもの。本改訂案は、長

楕円軌道において高速データ通信を

行う将来の SRS missions の特性を追

加することを目的としている。 

WP7B／N/A 改訂 
2013.12 

CACE/651 

SA.2044

-0 

401-403 

MHz 帯で運用され

る non-GSO のデー

タ収集システム（D

CS）の保護基準 

本勧告案は、共用検討に用いられる

401-403 MHz帯で運用する non-GSOの

DCSの現在の使用状況及び将来の使用

状況をまとめたものである。 

WP7B／N/A 新規 
2013.12 

CACE/649 

SA.2045

-0 

GSO 及び non-GSO の

気象衛星並びに地

球探査衛星業務（E

ESS）システムの DC

S の長期的な利用の

本勧告案は、401-403 MHz帯における

DCSの運用特性及び干渉保護基準をま

とめたもの。 

WP7B／N/A 新規 
2013.12 

CACE/649 
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ための 401-403 

MHz 帯の周波数の分

割条件及び共用条

件 

RS.515-

5 

衛星受動探査に使

用される周波数帯

及び帯域幅 

本勧告の改訂の目的は、決議 950

（WRC-07、改）及び WRC-12 議題 1.6

を支援する研究を基に、275 GHz超の

衛星受動遠隔探査に関する情報を含

め、更新することである。加えて、現

在では使われていない 275 GHz以下の

帯域の情報が、適切に削除又は更新さ

れている。 

WP7C／N/A 改訂 
2012.8 

CACE/583 

RS.2017

-0 

衛星受動遠隔探査

の性能及び混信基

準 

本勧告は、衛星受動遠隔探査の性能基

準に関する既存の ITU-R勧告 RS.1028

と衛星受動遠隔探査の混信基準に関

する ITU-R勧告 RS.1029で与えられる

情報を結合し、一つにするものであ

る。 

加えて、結合した本勧告では、

275-1000 GHz の情報を更新している。

既存の ITU-R 勧告 RS.1028 及び

RS.1029は現在独立しており、これら

の二つの勧告の結合により生じる問

題を取り除いている。 

WP7C／N/A 新規 
2012.8 

CACE/583 

RS.1028

-2 

衛星受動遠隔の性

能基準 

衛星受動遠隔探査の性能及び混信基

準に関する ITU-R勧告 RS.2017が作成

されたことを受け、削除が提案された

ものである。 

 削除 
2012.8 

CACE/583 

RS.1029

-2 

衛星受動遠隔探査

の混信基準 

衛星受動遠隔探査の性能及び混信基

準に関する ITU-R勧告 RS.2017が作成

されたことを受け、削除が提案された

ものである。 

 削除 
2012.8 

CACE/583 

RS.2042

-0 

40-50 MHz 帯で運用

する人工衛星レー

ダーサウンダーシ

ステムの典型的な

技術特性及び運用

特性 

本勧告案は、共用検討に用いられる

40-50 MHz 帯で運用する衛星レーダー

サウンダーシステムの典型的な技術

特性及び運用特性を定めたものであ

る。 

WP7C／N/A 新規 
2014.2 

CACE/662 

RS.2043

-0 

9600 MHz帯で運用す

る地球探査衛星業

務（能動）の合成開

口レーダーの特性 

本勧告案は、同一又は隣接周波数帯に

おける他の無線業務との共用検討及

び両立性検討のため、9600 MHz 帯で

運用する地球探査衛星業務（能動）の

合成開口レーダーの特性を定めたも

の。なお、当該帯域においては、100 

MHz から 1200 MHz 幅に及ぶバンド幅

で送信を行う様々なリモートセンシ

ング衛星システムが運用していると

のことである。 

WP7C／N/A 新規 
2014.2 

CACE/662 

RS.2064

-0 

SRS(passive) の 技

術・運用特性および

周波数帯 

本新勧告案は、惑星観測に用いられる

SRS(passive)の技術・運用特性および

周波数帯を提供するものである。 

WP7C／N/A 新規 
2015.1 

CACE/705 

RS.2065

-0 

9.6 GHz 帯 の

EESS(active) の 不

本 新 勧 告 案 は 、 9.6 GHz 帯 の

EESS(active)の不要放射による 8 
WP7C／N/A 新規 

2015.1 

CACE/705 
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要 放 射 に よ る 8 

400-8 450 MHz およ

び 8 450-8 500 MHz

帯 SRS(宇宙から地

球)の保護 

400-8 450 MHzおよび 8 450-8 500 MHz

帯 SRS(宇宙から地球)の保護に関する

検討結果をまとめたものである。 

RS.2066

-0 

10.6-10.7 GHz 帯に

おける電波天文業

務の 9.6 GHz SARの

不要輻射からの保

護 

本新勧告案は、10.6-10.7 GHz帯にお

ける電波天文業務の 9.6 GHz SARの不

要輻射からの保護に関するものであ

る。 

WP7C／N/A 新規 
2015.1 

CACE/705 

RA.1417

-1 

太陽-地球 L2ラグラ

ンジュ点近傍の電

波静穏地域 

勧告 ITU-R RA.1417 は、太陽-地球 L2

ラグランジュ点近傍の電波静穏地域

における RASの保護を定めたもの。本

改訂案は、L2 近傍における保護対象

を RAS及び SRS（受動）とする修正等

を行うことを目的としている。 

WP7D／N/A 改訂 
2013.12 

CACE/649 

RA.1513

-2 

電波天文業務に一

次分配された周波

数帯における干渉

に起因するデータ

損失 

本勧告改訂案は、電波天文業務に一次

分配された周波数帯における干渉に

起因するデータ損失の上限を規定す

る勧告であり、本文書は 1秒以内のパ

ルス性の干渉に関する検討結果を追

記するための改訂案である。 

WP7D／N/A 改訂 
2015.4 

CACE/718 

SA.2078

-0 

2200-2290MHz 帯に

おける移動（航空）

局からの SRS地球局

の保護 

本勧告案は、2200-2290MHz 帯の航空

機局からの SRS 地球局の保護につい

て定めたものである。 

WP7B／N/A 
新規 

 

2015.8 

CACE/748 

SA.2079

-0 

37.5-38GHz帯の FSS

（宇宙から地球）シ

ステムと SRSとの周

波数共用 

本勧告案は、37.5-38GHz 帯における

SRS と FSS（宇宙から地球）との共用

について定めたものである。 

WP7B ／

211/7 

新規 

 

2015.8 

CACE/748 

TF.1153

-4 

疑似乱数を用いた

衛星双方向時刻周

波数比較の演算 

本勧告は、衛星双方向時刻周波数比較

について定めたものであり、本改訂

は、衛星双方向時刻周波数比較につい

て、より精度を向上させるためのもの

である。 

WP7A ／

250/7 

改訂 

 

2015.8 

CACE/748 
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第８章 ＲＡへの対処（ＲＡＧ関連） 

 

１ 研究対象 

無線通信諮問委員会（RAG）は、無線通信部門（ITU-R）における優先順位や戦略の検討、

研究委員会（SG）の活動の指針の策定、ITUの他部門との協力や調整の促進等を行い、無線

通信局長に助言することを任務としている。なお、今会期中の RAG 会合は、2012年６月、

2013 年５月、2014年６月、2015年５月に開催された。 

 

 

２ RA-15 で審議が想定される ITU-R決議の見直し案 

RA-15 で審議が想定される ITU-R決議は７件。主な検討事項として以下が挙げられる。 

(1) 作業方法の見直し（決議 1） 

(2) 各 SGの作業プログラムの見直し（決議 5） 

(3) 電気通信標準化部門との連携及び協力（決議 6） 

 

 

３ 主な検討事項と検討状況 

RAG での主な検討事項について、2015年５月に開催された第 22回会合での検討結果の概

要を以下に示す。 

 

(1) 作業方法の見直し（決議 1） 

決議 ITU-R1-6の構成の見直しのために設置されたコレスポンデンスグループ（CG）か

らの報告として、同決議の PART1「作業方法（Working Methods）」の見直し案において

は、ITU-Rのそれぞれの関連会合（RA、SG、RAG、CPM（会議準備会合）、SC（手続に関す

る特別会合）、CCV（言語に関する調整会合））について、機能（Function）、構成（Structure）

等を明確に定義し整理する案が提示された。また、PART2「文書作成（Documentation）」

の見直し案においては、現行決議では ITU-R 文書のうちレポート、ハンドブック、意見

（Opinions）及び決定（Decisions）の作成、改訂及び削除に関する承認手続の詳細が明

記されていないことから、これらの文書にそれぞれ対応する承認手続案が提示された。 

これに対して、ITU-R の各文書の性質によって適切な承認手続きを検討すべきとの議

論がなされ、本会合中の議論を踏まえ修正された CG レポートを RAG 議長報告に添付した

上で、RA-15 に向け、各国における更なる内容の精査が要請された。なお CG については

本会合をもって解散された。 

 

(2) 各 SGの作業プログラムの見直し（決議 5） 

日韓共同の改訂提案として、決議 ITU-R5-6中に「研究課題を有さない」研究について

明示した上で、研究課題を有する研究と有さない研究との間の基準は研究会期を超えて

研究を継続するか否かであり、会期を超える場合には、RA において研究課題を設定・承

認する必要があるとの脚注を追加する旨を提案した。 

同時に、研究課題の有さない研究の周知方法として、ITU ウェブページの活用等が考

えられる旨併せて提案した。 

これに対して、決議 ITU-R 1-6 と決議 ITU-R 5-6 との記述の整合をとる必要があるた

め、日韓両国に対して改めて RA-15に対する直接の入力が要請された。 

 

(3)  電気通信標準化部門との連携及び協力（決議 6） 

ITU-R と電気通信標準化部門（ITU-T）との関係について、2012年に開催された RA-12

及び第 19回 RAG会合において、両セクターの共通関心事項について連携して研究を推進

すべきとの寄与文書が提出されたことをきっかけとして、ITU-R 6-1（電気通信標準化部
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門との連携及び協力）の見直しに関するコレスポンデンスグループが設置された。 

第 22 回 RAG会合においては、特定の課題について検討するセクター間ラポータ会合の

作業方法案を提案する決議 ITU-R 6-1 の改訂案が提示された。 

RAG 会合において審議した結果、提案された決議 ITU-R 6-1改訂案について、RAGとし

て合意するとともに RA-15に送り審議することを承認した。 
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 表８－１ ＲＡ－１５において見直しが想定される ITU-R決議及び評価 

決議 

番号 
決議名 概要及び主な論点 評価 備考 

1-6 無 線 通 信 総

会、無線通信

研究委員会及

び無線通信ア

ドバイザリー

グループの作

業方法 

[概要] 

RA、SG、RAG についての任務、勧告承認

手続等の各種手続、文書の位置付け等の

作業方法 

 

[論点] 

・ITU-R 関連会合の機能、構成等の定義

の明確化 

⇒ITU-R 関連会合（RA、SG、RAG、CPM、

SC（手続に関する特別会合）、CCV（言

語に関する調整会合））について、読

みやすさを向上させるため、機能、構

成等を明確に定義して整理するもの。 

・レポート、ハンドブック、意見及び決

定の承認/改訂手続等の見直し  

⇒現行決議では ITU-R 文書のうち、レポ

ート、ハンドブック、意見及び決定の

作成、改訂及び削除に関する承認手続

の詳細が明記されていないことから、

これらの文書にそれぞれ対応する承

認手続案を作成するもの。 

我が国からもコレスポンデンスグ

ループへの寄書入力を行い、積極

的に作業に貢献している課題であ

り、RA-15 に向けて我が国から寄

書を入力するものであるため、作

業方法の改善に向けて、積極的に

対処する。 

 

2-6 CPM [概要] 

CPM 会合の作業方法及び CPM レポートに

関するガイドライン 

 

[論点] 

・CPM レポート案の６公用語の翻訳版お

ける、CPM レポート案の公表期限と

CPM-2 会合への寄書提出期限の整合 

⇒CPM レポート案の６公用語版の公表期

限及び CPM-2会合への入力文書の提出

期限について不備があったため、両者

の整合が取れるように以下のとおり

修正するもの。 

（現行） 

公表期限：CPM-2会合開催日の２ヶ月前 

提出期限；CPM-2会合開催日の３ヶ月前 

（改訂案） 

公表期限：CPM-2会合開催日の３ヶ月前 

提出期限；CPM-2会合開催日の２ヶ月前 

 

・各議題を満足する方法（Method）のメ

リット・デメリットの記載 

⇒CPM レポートの分量をできるだけ少な

くすべきとの観点から、Methodごとに

記述されるメリット及びデメリット

の数をそれぞれ３にするという原則

を維持したメリット・デメリットに各

Method の賛否の意見を記述すること

をやめ、単に事実関係のみで構成すべ

・CPM レポート案の６公用語の翻訳

版に関する規定に係るものであ

り、我が国に直接関係するもので

はないため、静観して差し支えな

い。 

・メリット・デメリットの記載に

ついては、我が国としては、CPM

レポートの準備にかかる労力を削

減すべきという観点は理解できる

一方、これまで RAG 会合や APG 会

合へ入力された提案ではどのよう

にガイドラインを改善するのかが

明確でないため、ガイドラインの

改定により CPM レポートの作成作

業が改善されうるのかどうかとい

う観点に留意し、必要に応じて適

宜対処する。 
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きとするもの。 

 

5-6 各 SG の作業

プログラム 

[概要] 

各 SG に割り当てられた研究課題及びそ

の作業に関する規定 

 

[論点] 

・研究課題の有無による研究の区別及び

研究課題のない研究の加盟国への周知

方法 

⇒研究課題を有する研究と有さない研

究との基準を明記し、会期を超える場

合には、RAにおいて研究課題を設定・

承認する必要があるとの脚注を追加

するもの。また、研究課題の有さない

研究の周知方法として、ITU ウェブペ

ージの活用等を提案するもの。 

本年 5 月の RAG 会合において日韓

共同提案として寄書を入力したも

のであり、当該提案が RA-15 会合

において承認されるよう寄書を提

出するとともに会合の場において

積極的に対処する。 

 

6-1  ITU-T との連

携及び協力 

[概要] 

ITU-R 及び ITU-T の作業分担及び協力方

法について規定するもの。 

[論点] 

・ITU-R及び ITU-T の今後の協力体制 

⇒両セクター間に共通する課題の増加

を背景として、そのような課題につい

て検討するセクター間ラポータグル

ープの作業方法を提案するもの。 

セクター間の協力を推進するもの

であり、適宜支持する。 

 

9-4 他の関連機関

（特に ISO 及

び IEC）との

リエゾン及び

協力 

[概要] 

他の関連機関との協力方法等に関する

規定 

 

[論点] 

・リエゾン及び協力を図る機関の追加 

⇒リエゾン及び協力を図る機関に国際

民間航空機関（ICAO）や国際海事機関

（IMO）等との連携について追記する

もの。 

我が国としては特段問題ないた

め、 

静観して差し支えない。 

 

15-5 SG における

議長及び副議

長の任命・任

期 

[概要] 

SG 等の議長職及び副議長職の任命・任期

に関する規定 

 

[論点] 

・WP の議長及び副議長の任期について記

載の是非 

⇒SG 議長及び副議長の任期及び任命手

続は決議に規定されている一方、WP 議

長の任期及び任命手続は規定されてい

ないため、当該任期を SG議長及び副議

長の任期と同様にするもの。 

我が国としては、本件については

主要会合議長ポストの議論であ

り、慎重に対応する。 

 

38-4 規則/手続き

事項の研究 

[概要] 

規則/手続き事項に関する規定 

 

[論点] 

・SC の議長及び副議長の任期や任命手続

我が国としては、CPM と SCとで議

長の任期が異なることで特段の問

題が発生しているとは認められな

いこと、また、本件については主

要会合議長ポストの議論であり、
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の明記の是非 

⇒CPM 議長・副議長の任期や任命手続き

は決議に規定されている一方、SC 議

長・副議長の任期や任命手続きは規定

されていないため、当該任期を CPM 議

長・副議長の任期と同様にするもの。 

他の ITU-R 要職ポストの考え方に

も関連しうることから、慎重に対

応する。 

 

 

 

 


